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　――金色の満月が、二人の少年少女を見守っている。




　森の獣けもの道みちを分け入り、行く手を遮さえぎる倒木をいくつも乗り越えたさらに奥、人間が入り込むことなどできないような山深くに、秘密の花園がある。

　花園とは言っても夏にはまだ早いこの季節、元気に若葉を茂らせたルキウス草は白い蕾つぼみをつけているばかりで、桜貝色の可か憐れんな花を咲かせてはいない。

「最初のルーンは光、次のルーンは成長、最後は豊ほう穣じようのルーンを描えがくんだよ。魔法の文字ルーンはこの前教えたけれど、覚えてる？」

　年長の少年は、自分の胸までしか身長のない少女に問う。手入れが行き届いた金茶色の髪をした少女は、「うん！」と笑顔で頷うなずいた。

　天使の羽を背につけていてもおかしくないほどの、美しい少女だった。

　こんな真夜中に、白い寝ね間ま着きを身につけただけで野山を出歩いているなんて信じられないような。人ひと攫さらいに見つかったら間違いなく売られてしまうし、夜行性の獣けものや魔物にでも襲われたらすぐに殺されてしまう。

　けれど、あどけない少女の笑顔には、夜の闇や獣への恐れはまったく見えない。

「光のルーンはシゲル！　成長のルーンはオーク。それから、ほうじょうは……えっと」

「豊かな大地を表す文字だよ」

「フェオだわ！」

　少女は緑の瞳をきらめかせ、梯子はしごに似た三番目の記号を地面に記しるそうとした。

「待って！　それは終しゆう焉えんのハガルだよ、すべて枯れてしまう！」

　少年が警告を発して、少女が描きかけた文字を描き直し、正しいフェオの徴しるしを描く。

　三つの文字に囲まれた一株のルキウス草は、翼を広げるように次々と蕾を開いた。真っ白い繭まゆのように見えていた蕾はみるみる色づいて、桜の花よりも濃い桃色に染まっていく。

「わぁ、すごい！」

　シェリルは大喜びで、背の高い少年を振り仰あおいだ。

　少年は笑顔を返してくれる。満月と同じ金色をした彼の髪が、つられたように優しげに揺れた。

「文字をちゃんと覚えていないと、どんな簡単な魔法も使いこなせないよ。今度はひとりでやってごらん」

　五つほど年上の少年に諭さとされて、シェリルはすぐ隣のルキウス草をつかむ。妖精の卵のような四つの蕾をつける草の根元に、先ほど少年が描いたのと同じ、角ばった魔法の文字を描いていく。

　シゲル、オーク、フェオ……。

　白い蕾は少しだけ震えて、けれど金髪の少年がした時のように、花びらを開いて桃色に色づくことはなかった。

　シェリルはもう一度、前よりも集中してルーンを描いたけれど、固い蕾はうんともすんともいわない。

　ちゃんと魔法の文字を描いているのに、お花が咲かない。

「どうしてシェリルにはできないの？」

　泣きそうな顔で、魔法使いの少年を振り返る。ジークはシェリルの隣に膝をつき、その右手に自分の手を添えた。

「スタールベルク王国の人は、あまり魔力を持っていないんだ。僕の魔力を分けてあげる。今夜は満月だし、きっとうまくいく。信じて、もう一度――」

　穏おだやかな声に促うながされ、シェリルはもう一度同じ文字を描く。温かい熱流のようなものが、覆おおい被かぶさるジークの手から伝わってくる。

　そしてシェリルの指先から、大地へ……。

　魔法文字に根元を囲まれた四つの蕾は、音もなくゆっくりと花びらを開かせていった。

　息をひそめて見つめるシェリルの視線の先で、花の中央が恥じらうような緋ひ色いろに染まる。

　綺麗な四輪の花が咲いた。シェリルとジークの方を向いて。

「お花が咲いた！」

　自分の魔法が咲かせた花を見ると、胸がドキドキした。ルキウスの花と同じ朱色に頰ほおを染め、瞳を興奮にキラキラと輝かせてはしゃいだ声を上げる。

「シェリルにもできたわ！　これが魔法!?」

「そう。自分の中にある魔力と、その方向を定める魔法文字ルーンを使って、世界の姿をほんの少しだけ変えるんだ」

「シェリルもジークみたいな魔力が欲しい！　どうしたら、魔力がいっぱいになれる？」

　春一番の若葉のような翠みどりの瞳で、シェリルは魔法の先生を見つめる。

　金髪に映はえる鮮あざやかな青い瞳を持った少年は、綺麗な顔に困惑を浮かべた。

「うーん。魔力は持って生まれるものだから、増えたり減ったりすることはないんだ……」

　ジークは足元で花開いたルキウス草を手た折おり、シェリルに渡した。

「でも、この花を食べれば一時的にだけど魔力を得られるよ」

「お花に魔力があるの？」

「ただのルキウス草じゃだめだけど、魔力で咲いた花だからね。――他にも、魔力のこもった水を飲んだり、魔物を捕つかまえて食べたりすれば魔力は高まるよ。でも魔物の肉は悪い魔力が詰まってて、頭が悪くなったり病気になったりするから、シェリルは食べない方がいい。その花なら、もともと目薬にする薬草だし大丈夫だけど」

　シェリルは、ジークにもらった可憐な花を見つめた。

「食べちゃうの、もったいないわ」

「ベルティーニ家のお嬢様だろ、シェリルは。町でも三本の指に入るお金持ちのお姫様だ。望めば、もっと高価な花がいくらでも手に入る」

　大切そうに花を握りしめる少女を見て、ジークはおかしそうに笑った。

「でも、これはジークにもらったの！」

　そして、初めて魔力を使って自分で咲かせた花だ。

　食べてしまうなんてとんでもない！　シェリルが守るように花を胸の前で抱きしめていると、ジークは片方の膝を地面に落とし、大地に手をついた。

「じゃあこうしよう」

　青い瞳を伏せ、集中した横顔で大地にルーンを刻きざむ。シェリルに教えた、たった三つのルーンではない。三文字を一組として、全部で十五組にもなる長い長いルーンだ。

　ジークが魔法の文字を描いていくと、シェリルも足をついている大地から、力の波が伝わってくる感じがした。

　――まるで嵐の前の静けさのような、抑えた力の波動。

　最後のルーンを綴つづり終えた瞬間、地面から溢あふれんばかりの力の波が突き上げた。石を投げ入れた水面に波が広がるがごとく、ジークを中心に波は円えんが広がっていく――花園の果てまで。

　見渡す限りの若草の園に、目に見えない暖かな力が満ち、それに応こたえて次々とルキウスの花が開き始める。

　目覚めの歌でも聞いたかのように、いっせいに。

　辺りには、六本足の小さな生命たちを魅了する甘い香りが漂ただよい、茂みの中か地中の巣穴か、近くで眠っていたらしい白ウサギが、驚いたように飛び跳はねた。

「さあ、お姫様。これならもったいなくないだろ？」

　ジークは艶つややかな金髪を揺らして立ち上がる。シェリルは胸に満ちた喜びと感激を伝えるべく、全力で彼に飛びつき、立ち上がろうとしていた少年を花畑の上に倒してしまった。そのままぎゅっと首を抱きしめて、胸に額をすりつける。

「ジーク、大好き！　シェリルが大きくなったら、お嫁さんにしてね！」

「――――」

「ぜったい、ぜったい約束よ……！　他の人を好きになっちゃ、だめなんだから！」

　大好きな魔法使いの少年を他の人に取られてしまわないようにと、力一杯抱きしめる。

　いつもシェリルに優しいジークのことだから、「もちろんだよ」とすぐに頷うなずいてくれると思った。そして、笑顔を向けてくれると。

　しかし、返ってきたのは、これまで聞いたことのないような低くくぐもった声。

「……町の有力議員のお嬢様と、流る浪ろうの民たみの僕が、結婚？」

「うんっ！」

「……」

　ようやく喋ってくれたかと思うと、またも黙り込んでしまった少年を、シェリルは不思議に思い始めた。そろそろと身を離して大好きな少年の顔を見上げると、彼は深く苦悩するような表情を浮かべていた。

「どうしたの、ジーク？　あっ、シェリルが転ばせちゃって、どこかぶつけたの？　痛む？」

「――無理だよ」

　心配するシェリルに、ジークはきっぱりと言った。

「流れの民である僕は、国籍を持っていない。教会は僕らの結婚式を、決して挙げてはくれないよ。君の両親も町の人もみんなが反対して、僕は町を追放される――あるいは殺される。その時まで、あの町に住んでいたとしてもね」

　ジークの言葉は、まだ十歳にもならないシェリルには難しかった。

　彼が持っていないという「こくせき」が何か、シェリルは知らない。

　ジークは魔法も使えて、賢かしこくて、親切で、動物たちともすぐに仲良くなって、綺麗な青い目をした男の子で、どんなものでも人並み以上に持っているように思えるのに、一体何を持っていないというのか？

　二人は今、こんなに側そばにいるのに、どうして怖い顔で未来はないなんて言うのか？

　幼いシェリルに分かったのは、ジークが怒ったような顔をしていることだけ。

　――シェリルと結婚すると考えると、彼は嫌いやな気分になるのだ。

「シェリルじゃ、いやなのね……」

　そう考えたら、若草色の瞳に大粒の涙が溢れてきた。

　一度零こぼれた涙は次々大きくなり、柔らかな頰ほおを転がり落ちていく。ジークは慌あわててシェリルを宥なだめようと頭を撫なぜた。

「ああ、違う。君が嫌なんじゃない。そうじゃないんだよ」

　シェリルは首を振った。嫌じゃないなら、嫌がるはずがない。

　シェリルのことが嫌いだから、彼は約束をしてくれないのだ。魔力もまったくないし、おまけに不ぶ器き用よう。年だってずっと下で、背も胸までしか届かない。こんな役立たずのシェリルじゃ、彼の花嫁にはなれないのだ……。

「シェリル、泣かないで。本当にそうじゃないんだ。僕ら流浪の民は、町に迷い込んだ汚らしい野山の猪いのししのようなもの。人間が動物と結婚できないように、君たち定住民は、僕ら流浪民と結婚できないんだよ」

「ジークは動物じゃないわ……！」

「法律上は似たようなものなんだ。シェリル、僕は君のことが大好きだ。本当だよ」

「うそ……うそよっ！」

「噓じゃない。君は僕を優しいと言ってくれるけど、それは微笑みかけてくれる人がいるからだ。笑顔をくれる君がいるから、僕は優しくなれるんだよ。シェリル、僕の太陽――」

　どんなに熱心に説得されても、言い訳されても、シェリルの張り裂けた心から溢れる涙は止まらない。ジークを困らせちゃ駄目だと、心の奥では分かっているのに。

　結婚できないと――二人はいつか離れてしまうのだと思うと悲しくて、心が震えて、嗚お咽えつが止まらない。

「ひっ……く……、うっ……く！」

「――分かった、結婚しよう」

　ジークはとうとう言った。自や棄けになったように、シェリルの背中を強く抱きしめる。

　噓のように、シェリルの涙は止まった。

　涙に濡れた睫まつげを上げて、大きな瞳でジークの青い瞳を見上げる。

「ほん……とう？」

「本当だ。ただし、もしも君が大人になった時、世界が僕らを許すなら」

　……せかいが、ゆるす？

「僕だって、このまま連れ去ってしまいたいくらい、君が好きだ。でも君を幸せにするには、それじゃだめなんだ。みんなに祝福されて一緒に住める土地がないと、『結婚』はできないんだよ」

　シェリルは、結婚というのは意外と難しいものらしい、と思った。

　両親は結婚しているのが当たり前だったし、町の人たちもみんな次々と簡単に結婚しているから、大人の男と女だったら誰でもできるものだと思っていたのだけれど。

「このスタールベルク王国か、ここが無理なら隣りん国ごくのエルンストでも、そのまた隣の国でもいい。広大なローレシアの大地には、小国も含めれば五百もの国があるというから。どこかに流れの民との結婚を許す国が見つかれば、君が十八歳になる日、必ず迎えに来るよ。そうしたら――、その時、他にどんな障害があったとしても二人で乗り越えて、結婚しよう」

「うんっ！」

　シェリルは瞳をキラキラ輝かせて頷いたが、少し不思議に思ったので訊きいておいた。

「障害って、たとえばどんなもの？」

「たとえば僕がすっごい貧乏で、君に綺麗な服の一枚も買ってあげられなかったりしても、ってことだよ」

「服なんてたくさんあるから、これ以上いらないわ！」

「……ぜんぜん分かってないな、シェリルは。貧乏な男と結婚する悲ひ惨さんさが」

「ひさん？　ジークと一緒なら、毎日が最高に決まってるわ！」

「大人になると、その価値観が変わってしまうんだよ。『魔法で花なんか咲かせてる暇ひまがあったら、銅貨の一枚でも稼いでこい！』って夫を怒ど鳴なるようになるんだ」

「魔法の方がずっと楽しいわ！」

「……今はね。まあいい、経済状態については精一杯努力するから。でも、なんとかしてお金持ちになっていたとしても、僕は別人のように性格が曲がっているかもしれない。あとは……気苦労のせいで、一気に若ハゲしてるかもしれないし」

　シェリルはくすくす笑った。

　信じられない、この綺麗な金髪がなくなるなんて！

「ありえないわ！」

「それにシェリルだって、甘い物を食べすぎて、象みたいに地面を揺らして、のしのし歩いているかもしれない。ペローさんちの奥さんみたいに！」

「それもありえないわ！」

「君が十八歳になるまで、あと九年もある。再会した時、お互いに何が起きているか分からないんだよ。それでも好きだと誓ちかえる？」

　ジークは少し意地悪い表情で訊たずねる。

「――うん。どんなになってても、ジークが一番好き……!!」

　シェリルも少しだけ考えたけれど、まだ涙の残る頰に、雨上がりの虹のような素晴らしい笑みを浮かべ、少年の胸に抱きつく。

　地面が揺れても、髪がなくても、ジークの笑顔と心があるならいい。

　少しくらい嫌なことがあったって、いくつもの異国の言葉を流りゆう暢ちように紡つむぐ唇くちびるで、やさしく「シェリル」と呼びかけられてしまったら、魔法が使える大きな手を差し伸べられてしまったら、子犬のように駆け寄ってしまうだろう。

　抱きついてくる少女をぎゅっと抱きしめ返して、ジークは静かに告げた。

「その言葉を信じよう。――僕はもうすぐ君の町を旅立つ。祖父や、一族の仲間たちと一緒に。スカーロックにはもう三カ月も滞在したから、明日旅立ってもおかしくない。でも、決して君との約束を忘れない。世界を旅して、王国を探すよ。君と一緒に住める、自由な法律を持った新天地を」

「うん……」

　夢ゆめ見み心地ごこちで、シェリルは呟つぶやいた。本当は、あまりその意味は分からなかったけれど。

「シェリル、ずっと、ず――っとジークを待ってるわ」

　精一杯の約束をして、二人は見つめ合う。

　心が一つに溶け合うようなドキドキが、胸に広がった。

「――約束のおまじない、してくれる？」

　シェリルは、そっと小さな右手を伸ばす。

　魔法使いの少年とおまじないをすれば、この約束はきっと本当になる。

　凜り々りしく成長した金髪の魔法使いは、大人になったシェリルを迎えに来てくれて、二人は結婚するだろう。

「もちろん」

　ジークの小指は、シェリルの人差し指くらい長くて、よく日焼けしている。お嬢様育ちのシェリルの手ほどなめらかじゃない。一日中、力仕事や雑用をして働いているからだ。

　大きさも太さも何もかも違っても、構わず指を絡からめた。

　顔を上げると、色の違う二人の瞳も、お互いを映し合った。

「指きりげんまん、うそついたらはりせんぼんのーます！」

　二人の誓いの声が、満月の花園に響く。












「結婚を申し込む高価な宝石は、僕にはあげられないけれど、代わりにこれを」

　ジークは、手首につけていた麻あさ紐ひもの飾り――魔法の文字が刻まれた、青い貴き石せきの腕飾り――を外はずして、シェリルにくれた。

　シェリルは、世界一の宝石をもらったように嬉しくなった。

「これを目印にシェリルを迎えに行くから、絶対になくしちゃ駄目だよ」

「うん！」

　シェリルは大きく頷いて、腕飾りを握り締めた。




　魔力で咲いた美しい偽いつわりの花園で、二人の子供たちが約束を交わした、たった三日後。

　スカーロックの町に逗とう留りゆうしていた流浪の民の一族は、次の土地へと旅立っていった。
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　その日、シェリルは朝からやさぐれていた。

　何度も、家を脱走しようとした。

　隙すきを見て、召めし使つかいの目の届かない地下室や屋根裏部屋の大戸棚に隠れてみたりした。

　お手洗いにこもって、「おなかが痛いっ」と籠ろう城じようしてみたりもした。

　――でも、全部だめだった。

　とうとうドレス部屋に連れてこられて、肩を露ろ出しゆつした濃いピンク色のドレスを着せられ、金茶色の髪を丁寧に巻いて宝石で飾り立て、光の妖精のような摘つみたての薔ば薇らを白い胸元と髪にあしらい、睫まつげや唇くちびるに念入りに化粧を施ほどこし、乳う母ばには「王女さまでもこれほど美しくはなりませんよ」とお墨すみ付つきをもらって、小一時間後――。

　人生最高にぶすくれた顔で、お城のように広大なお邸やしきの中庭に、一人突っ立っていた。

「最悪」

〝美しい花でも見て、その不機嫌そうな顔を直してきなさい〟と、付き添い兼、お目付け役の従姉いとこからは命じられている。

「お従ね姉えさまはいいわよね、人ごとなんだもの」

　シェリルは、薔薇色の艶つややかな唇で愚ぐ痴ちをこぼす。

「……お見合いなんか嫌だって、何回も言ったのに」

　最初にこの話を聞かされたのは、二カ月前のこと。

　シェリルは、なんとかしてその話を潰つぶそうと頑張った。

　父親の葉は巻まきをくすねてきて部屋の中で吸ってみたり――これは悪い噂うわさが立つ前に母親に奪うばい取られて終わった――、こっそり町の酒場に入って飲酒行為に手を染めてみたり――ほろ酔いで帰宅した最初の夜以来、一人で町に出ることを禁止されてしまった――。

　そうして自宅に半軟禁状態になっているうちに、とうとう今日という日は訪れてしまった。

　ところが、かつてはこの辺り一帯の領主でもあったというブレステン市長閣下の立派な邸宅に、時刻ぴったりに到着してみれば、お見合い相手の若様はうっかり寝過ごしたという。彼の支し度たくをお待ちする間、美しい花でも見て機嫌を直してこいとこの中庭に追い出されたのだ。

　従姉のもくろみは、だいたい分かっている。

　レイエ家の広くて美しい庭園を見せて、「まあ、なんて素敵なお城！　ここの若奥様になれるなんて最高ね[image: ]」とシェリルを懐かい柔じゆうしようというのだろう。

「確かに綺麗なお庭だけど、森の奥のルキウス草の花畑の方が、もっとずーっと綺麗だったんだから」

　市長の息子となんか、絶対結婚しない。

　シェリルは胸の中できっぱりと宣言して、初夏の花が咲き乱れる花か壇だんの中を歩いていく。自然と足がひきつけられるのは、白い蕾つぼみをいくつもつけるルキウス草が植えられた辺りだ。夏になると薄紅色の花をたくさん咲かせるこの草はまだ、天使の卵のような真っ白い蕾を揺らしている。

　桜色の花が一斉に開花するには、あと一週間はかかるだろう。

「光シゲル、成長オーク、豊穣フエオ……」

　遠い昔、魔法使いの少年に教えてもらった魔法の三文字を、花の根元に描いてみる。

　――子供の頃、満月の下でこの魔法文字を描けば、ルキウスの蕾は身震いするように揺れた。魔法使いの少年が手を貸してくれれば、シェリルにだって花を咲かせることができた。

　でも今、正午の眩まぶしい太陽の下で、白い蕾は高貴なお姫様のようにつんと澄ましているだけ。シェリルの魔法なんか、見向きもしない。

　シェリルはずっと夢見てきた。大人になったら、魔法使いになるんだと。流浪の民の恋人と結婚し、彼と一緒に世界中を旅するんだと。

　それなのに、肝心の彼が迎えに来てくれない。

「私、もう十八歳になったのよ……？」

　なんの力も持たない魔法の文字を見下ろして、シェリルは悲しく呟く。

　春生まれのシェリルは四カ月前、双そう魚ぎよの月の九日に十八歳になった。

　その夜は嬉しくて眠れなかった。なくさないよう、抽ひき斗だしの奥に大事にしまっておいた約束の腕輪を左手首につけ、〝彼〟が迎えに来てくれるのを待った。

　けれど、何頭かの狼が森の方で遠吠えしただけで、彼はやって来なかった。

　次の日も。

　その次の日も。

　翌週になっても、翌々週になっても、次の月になってしまっても――。

　双魚の月が終わる日はとても悲しくて、涙が浮かんだ。自や棄けになって父親の書しよ斎さいに忍び込み、秘蔵の酒を一気飲みしてやった。

「ジーク、私の誕生日を忘れちゃったの？　早く来てくれないと、私、あなた以外の人と結婚させられちゃうわ……」

　美しい薔薇のアーチの上で鳴き交わす、仲の良さそうなつがいの白い小鳥に訴うつたえかけてみる。

　小鳥たちは、地上に住みついた天使なのだと、彼は教えてくれた。それから、その天使たちを呼び寄せる魔法の呪じゆ文もんも。

　太陽のような金髪の少年が呼べば、どんな鳥も動物も二人のすぐ側までやって来て、まるで親しい友達のようにたわむれ合えた。背中に乗せてもらって、森の彼方かなたまで連れて行ってもらうことだってできた。

　彼の魔力は月の満ち欠けの影響を受けるらしく、満月の輝く夜には、ジークは森の動物だけでなく、恐ろしい魔ま獣じゆうさえもやすやすと従えてしまっていた。

　その少年の誘いに従って、シェリルは満月の夜になるといつも町を抜け出し、深い山奥や森の広場で夜遊びをした。靴くつを泥だらけにし、白い寝巻きに葉っぱをくっつけて。

〝夜に家から出てはいけませんよ！　太陽を嫌う魔物たちが森から出てきて、お嬢様をぱっくり食べてしまいますからね！〟

　乳母には何度も言い聞かされていたけれど、ちっとも怖くなかった。

　彼さえいれば、無敵だと信じていたから。

「ジーク、今頃どこにいるのかしら……？」

　流れの民たみには、定住する王国がない。

　音楽を奏かなで軽かる業わざを披ひ露ろうし、魔法の力や薬草術であらゆる病気を癒いやす。壊れた農具や金物を修理し、来年の豊ほう作さくや失うせ物のありかを占う。天候を操あやつり、動物の言葉を喋り、若い娘たちには恋のおまじないを教える。

　普通の人には真ま似ねできないこれらの特技を武器に、ジークたち流浪の民はいつも旅をしている。この大地の果てまでも。

　放浪したくてしているわけではない、と大人になったシェリルは知っている。

　聖せい典てんに書かれた一いつ遍ぺんの詩し篇へんによって、彼らは『神に呪われた民』とされているからだ。

　呪われた民の存在は、どこの土地でも嫌われる。――が、素晴らしい癒いやしの術や優れた技術を持つ一族であるがゆえに、彼らの到来は、初めだけはいつも歓迎される。

　しかし、家族の病気を治してもらい、壊れた鍋を直してもらい、来年の豊作を占ってもらった後は、もう用がない。

　となれば町の人間たちは、教会の教える聖典の文もん言ごんを思い出して、怖くなるのだ。

「お前たちのせいでこの町まで呪われてしまう、早く出て行け！」

「魔術は、教会に禁じられた悪魔の技わざだぞ！」

「貴き様さまらが井戸を使うと、水が腐る！」

「仕か事ねが欲しいから、うちの子供に呪いをかけて病気にしたな！」

　と、ありもしない言いがかりをつけ始め、助けてもらったことも忘れて、役人や市兵に「追い出してくれ」と訴え始める。

　鋭するどい勘かんを持つ流浪民たちはその時期を見み計はからい、住民から石を投げられる前に、働いて得た金を強ごう奪だつされる前に、ありがとうの代わりにさんざん殴られる前に、ある夜、なんの前まえ触ぶれもなく旅立っていく。

　渡り鳥のように、誰にも行く先を告げずに。

　――だけどあの夜、青い瞳をしたシェリルの渡り鳥は約束してくれた。

　シェリルが大人になったら必ず迎えに来る、と。

「……どうして、迎えに来てくれないの？」

　もう十八歳になった。結婚できる年になったのに。

「ジーク、もう私のこと好きじゃないの？　……他に好きな人が出来ちゃった……？」

　大人になった今なら、あのときは分からなかった色々のことが分かる。

　ジークはシェリルより五つも年上で、魅惑的な魔法使いで、国籍はなくてもとても綺麗な少年だった。町から町へと旅してたくさんの人と出会う間に、素敵な女性との出会いもきっとあっただろう。あるいは、ずっと一緒にいる流浪民の一族の、踊りの上手い女の子や歌の上手な褐かつ色しよくの肌の美女と恋に落ちたりするかもしれない。

　シェリルは、大地に魔法の徴しるしを描いたって花も咲かせられない、特別な取り得も何もない普通の女の子だ。彼は平凡なシェリルのことなんかとっくに忘れて、別の女性と結婚してしまったかも――。

「そんなのいやっ！」

　なんとかして彼に会いたい。会って、気持ちを確かめたい。……もう待てない！

「……ええ、本当に美しいお方でございますよ、シェリルお嬢様は。若君もお気に召されることは間違いございません」

　にこやかな執しつ事じの声が、遠くから聞こえてきた。そして、散策の小道に敷かれた砂じや利りを踏む、複数の足音も。

　とうとう、見合い相手がやって来たのだ。

　――振り向いてなんかやらないわ。絶対、結婚なんてしないんだから。

　シェリルはつんととり澄まし、若様の登場になど気づいていない素振りで、さらに花庭の奥に逃げる。

　市長の息子と執事らしき二人分の足音は、低い声で話をしながら近づいてくる。

「クロード様、待ってぇ！」

　突然、甲かん高だかい女性の声が響き渡った。

「……ローズ？　今日は仕事があるから、来るなと言っただろう」

「噓つきっ！　お仕事じゃなくて、女と会うんでしょ！　聞いたわよ、あなたがお金持ちのお嬢様とお見合いするって！」

「わ、若君、こちらの女性はいったいどなたですか!?」

　シェリルに聞き分けられたのはそこまでだ。そのあとは、金切り声で泣き喚わめく女の声と激げつ昂こうする執事の声、それに二人を宥なだめる男の声が入り乱れて、何がなんだか分からない。

「とにかく黙れ！　オレは中でローズを落ち着かせてくるから、お前はあの女をしばらく待たせとけ！」

　怒ったような男の大声が青天を震わすと、辺りはとても静かになった。

　耳だけに意識を集中して背を向けていたシェリルの側に、一つだけになった足音がさみしげに近づいてくる。

「――シェリルお嬢様」

　困ったような壮そう年ねんの男の声に、ゆっくりと振り向く。

　そこにいたのは、途方に暮れたような顔の銀髪の眼鏡めがね執事、一人きりだった。

　……誰かに引っ張られたのか、ネクタイが大きく歪ゆがんでいる。それを直そうともしないくらい、憔しよう悴すいしきった表情だった。

「あのう、お嬢様。えー、若君は急におなかが痛くなられまして、あー、そのぅ……」

「恋人の〝ローズ〟さんに看病してもらうことになさったのね？　聞こえてたわ」

　シェリルがすらすら答えると、執事はギクリと身をこわばらせた。

「い、いいえ！　違います、断じてあの女性は、若君の恋人などではなくっ！」

「じゃあ愛人？」

「それも違います！」

「わかった、夜専門の、私設秘書ね？」

　一時期、父と母がその存在を巡って大おお喧げん嘩かしていたのを見た覚えがある。

「たっ……ただのご友人でございますっ!!」

　執事は顔を真っ赤にして大声で言ったけれど、シェリルは信じなかった。

　隠さなくてもいいのに。どうせ私は、彼と結婚なんかする気はないんだから。

　と思った時、ハッとした。

　見合い相手が恋人と過ごすことを選んだのなら、自分だってそうしてもいいのでは？　このブレステンの町で、ジークを――流れの民を探すのだ！

　家の外に出られるのは滅多にない機会だし、シェリルの住むスカーロックより、この町は二倍も大きい。人探しにはうってつけだ。

　シェリルはとっさに頭を働かせ、これまでやったことのない「泣き落とし」作戦に挑戦してみようと思った。

「もういいわ……ぐすっ。私のお見合い相手には、愛する女性がいらしたのね。お邪魔してごめんなさい。私、うちに帰ります……」

　シェリルはこぼれてもいない涙をハンカチでぬぐう素振りをしつつ、邸の門に向かってすたすたと歩き始める。

「お待ちくださいシェリルお嬢様！　それは誤解です――！」

　馬車も、館やかたで待つ従姉も無視して、徒歩で出て行こうとするシェリルを、執事は慌てて追いかけてきた。シェリルは追いつかれまいと走りだした。

「誤解なものですか！　私のことは放っといて！」

「お嬢様！　自じ暴ぼう自じ棄きにならずにお考え直しくださいませ！　そもそも、ここから隣町までは歩いて帰れる距離ではございませんぞ！」

「まあ、シェリル!?」

　執事との追いかけっこに気づいたらしい従姉が、二階の窓から身を乗り出してこちらに声をかける。

　――見つかった！

　従姉は、シェリルのお見合い嫌いと脱だつ走そう癖へきを知っているはずだから、今の状況もすぐに理解したに違いない。シェリルはハンカチを投げ捨て、声を限りに叫んだ。

「お従姉さま、シェリルは愛人持ちの男となんか、絶対結婚しませんー！」

　最後の言葉を残すと、なりふり構わず、市長の邸から脱走した。
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　情報を集めたいなら、酒場に行け。

　それは、この十年の間にシェリルが身につけたささやかな知恵だ。中でも、宿やど屋やを兼けん業ぎようしているような酒場は狙い目だ。

　遠い町で起きた事件、有名なお尋たずね者の噂、どこの町で大雨や崖がけ崩くずれがあったとかいうことまで、宿に泊まっている旅人の目や耳を通して知ることができるから。

　そんなわけで、見合い現場から脱走したシェリルは、日のあるうちは町中を歩きまわってジークや流れの民らしき人影を探し、日没が近づいて酒場に明かりが灯り始めると、宿屋を二階に持つ大食堂兼酒場の前に来ていた。

　――昼間、歩きづめに歩いたけれど、ジークらしき人はどこにもいなかった。

　金髪の青年で、着るものを買うお金のない、貧しそうな男。あるいはお金持ちで性格の悪そうな若者。髪の毛のすっかりない人。象みたいに太った男。

　ジークがどんな姿になっていても見逃さないように、通りを歩く二は十た歳ち過ぎの男性にはすべて目を配って歩いたが、彼は見つからなかった。

　流れの民を見た、という目撃情報の一つさえもなく。

　流浪民は、「一度町を去ってしまえば、次に訪れるのは数十年先」とも言われる、まるで野生動物の群れのような一族。探すのは容易ではないと分かっていたけれど、それでも、丸一日歩いてもなんの手がかりも得られなかったことに心が沈む。

「この酒場が最後の頼みの綱つな。どうか神様……」

　誰か、ジークの居場所を、流れの民の行方ゆくえを教えて。

　目を閉じて、胸の前でそっと十字を切る。

　シェリルは信仰に篤あついほうではないし、神に呪われているという一族に会いたいと神様に祈るなんて変かもしれないけれど、それでも祈らずにいられなかった。

「おい。入らないんならどいてくれ」

　突然、耳のすぐ後ろで、若い男の声がした。

　驚いた拍子に、あまりにも近くに立っていた男の胸にぶつかった。

　さらに慌てて挙きよ動どう不ふ審しんになりかけたところを、男の腕がシェリルの肩をつかんでまっすぐに立たせる。髪に飾っていた薔薇が一輪、静かに落ちた。

「そんなにびっくりするなって。――おや？　あんた、どっかのご令嬢か？　こんな大衆酒場に一人で来るようなご身分には見えないが……」

　華やかなドレス姿のシェリルを見て、男は鳶とび色いろの瞳を見開いていた。うす暗くてよく見えないが、鮮やかな赤毛に精せい悍かんな顔つきの二十代半なかばの男だった。細身で背が高い。軍人を思わせる身なりに、長い剣も提さげている。父から漂うのに似た煙草たばこの匂いもする。

「人探しをしようと思ってきたの」

「――人探し？」

　シェリルが素直に頷くと、赤毛男はキラリと瞳を光らせた。満面の笑みを浮かべて、親しげにシェリルの肩に腕を回す。

「そりゃあ偶然だなぁ！　オレは困っている人を見ると見捨てておけないたちでな！　自分でも人がいいとは思うんだが、ちょっとした小こ銭ぜにで、人探しや伝でん令れい、運び屋、護衛に傭よう兵へい、魔物退治に、旅の道案内から商売の仲ちゆう介かいまで、ようするになんでも屋なんだが、人助けを生きがいにしているんだ。きっとお嬢様のお役にも立てると思うぜ？」

「まあ、あなたは人探しの専門家なの!?」

「おう。逃げた恋人の行方ゆくえでも浮気中の旦だん那なのしけ込み先でも、たったの銀貨二枚で探してやるぜ」

　笑顔で、男が指二本を閃ひらめかせた瞬間、シェリルは凍りついた。

「私、お金持ってない……」

「あ、そ。じゃーな」

　火を吹き消したように、男の顔から笑顔が消えた。赤毛男は、シェリルの脇をすり抜け、一人で酒場に入っていこうとした。シェリルは慌ててその手をつかむ。

「待って！　銀のブレスレットをあげる！　これではだめ？」

　飾り立てた手首から、装飾の入った美しい銀ぎん板ばんを繋いだ腕輪を外し、なんでも屋に差し出す。赤毛青年は、その価値を見定めるかのように、夕闇の中で鳶とび色いろの目を細めた。

「――換かん金きんに50ガルドゥルは取られるな。銀貨二枚分には及ばないが、若い美人の頼みだし、とりあえず話だけは中で聞いてやるよ」

　男はポケットにシェリルの腕輪を突っ込み、酒場の扉を開けてくれた。

　……この男は、「困っている人を放っておけない親切な男」と自称していたけれど、どうやらそれは充分なお金がもらえる時だけらしい。

　……感じ悪い。

　と思いながらも、シェリルは男に促うながされるままに酒場に入った。

　横並びのカウンター席につくと、赤毛男は早さつ速そく、醸じよう造ぞう酒しゆを頼み、自己紹介を始めた。

「オレはウィリアム。このローレシア大地のすべて――とまでは言わないが、辺り数十カ国なら一通り旅して、地理も歴史も頭に入ってる。ちょうど今、でかい仕事が終わったばかりで暇になったところなんだ。お嬢様が探している男は――まあ女でもいいが、どんな奴だ？」

「ジークっていう金髪の男の人なの。私より五つくらい年上で……、……」

　シェリルは真剣に、その先を言うべきかどうかを悩んだ。

「年上で、なんだ？」

　もしやヤバい話かと、ウィリアムは声をひそめた。

「犯罪者か、お尋ね者か？　それとも――どこかの貴族のご落らく胤いんだとか？」

　真剣に訊くウィリアムに、シェリルは首を振った。

「違うわ。長い間会っていないから、すっかり若ハゲしてるかもしれないと思ったの」

「くっ。――くくく……あはははっ！」

　ウィリアムは背中を二つに折って笑い始めた。

「笑わないで、真剣なのよ！　髪は男のプライドだっていうじゃない？　もしかして髪が薄くなったことが恥ずかしくて戻って来られないのかもって、悩んでるんだから――！」

「くっくっく……オレより年下で若ハゲだって？　そりゃあ女の前には出にくいかもな！　それもなかなか珍しい特徴だが、もっと他の特徴はないのか？　苗みよう字じや出身の町、服装は？」

「――彼は流れの民なの。すごい魔力を持っていたわ」

　シェリルは囁ささやき声で言った。

　流れの民の話題は、人に歓迎されない。

〝流浪民〟という単語を聞いた瞬間、さっきまでシェリルの話を熱心に聞いてくれた人が突然冷たくなったり、あっちへ行けと怒ど鳴なりつけたりすることも、何度もあった。

「―」

　黙り込んだ赤毛男の反応を窺うかがうように、シェリルは緑の瞳を上げる。

　ウィリアムはぴたりと笑うのをやめていたけれど、無表情の顔からは感情が読めない。

「……なんでまた、あんたみたいなご令嬢が、流浪民の男を探す？」

「大人になったら結婚するって約束したの。だけど、約束の時になってもジークが帰って来ないから、私から探そうと思って」

「は？　流浪民と、あんたみたいなお嬢様が結婚だって？　そんなのできるわけねーだろ！」

「できるわ！　この大陸には国がいっぱいあるから、私たちの結婚式を挙げてくれる国もきっとあるはず！　それを見つけたら戻って来る、ってジークは約束したもの！」

「で、戻って来ないんだろ？　ってことは、その国が見つからなかったんじゃないのか？」

「……！」

　シェリルは悔くやしくなって、唇を嚙かみしめた。

　その可能性は、実はシェリルも考えていた。

　ジークは、「結婚できる王国を見つけたら、迎えに来る」と言った。「必ず見つける」とも約束した。でも、万が一、見つからなかった時にどうするかは言わなかった――。

「でもジークは、世界には五百以上も国があるって言ってたわ！　それなら一つくらい――」

「ない！〝奴ら〟の存在を許している国が、そもそもないんだ。地の果てまで旅してたって、奴らと隣りん人じんになってもいいっていう国家は存在しない。それなのに結婚できる国なんかあるわけねーだろ？　おめでたいお嬢さんだなぁ。あんたが夢見てるのは、ただのおとぎ話だ」

　完かん膚ぷなきまでの否定の言葉に、シェリルの全身から血の気が引いていく。

「でも、ジークは……きっと見つけるって……！」

「そりゃあんたを宥なだめるための、ただの口約束だ」

　ウィリアムは、あっさりと言い放った。

「そもそもお嬢様、約束したのは何十年前の話だ？　国ってのはいつも戦争を繰り返している。二百年前には、都市国家も合わせれば千もの小国がひしめき合っていた。十年くらい前なら、五百の国々があったとも聞く。だが、今じゃせいぜい三百五十ってとこだ。新しい国が増えてるならともかく、今は小国がどんどん併へい合ごうされて、大たい国こくに呑のみ込まれていっている時代だ。――流浪民なら噂に聡さといはずだが、こんな当たり前のことも知らないなんて、そいつは本当に本物の流れの民か？　あんた、詐さ欺ぎ師しに騙だまされて一晩遊ばれただけじゃねーの？」

　ひどいことを言う赤毛男を、シェリルはキッと睨にらみつけた。

「ジークはそんな人じゃないわ！　約束したのが九年前なだけよ！」

「九年？　あー、お嬢様。それはありえねーわ。十年前のガキの約束なんて、本気で信じるなよー。とっくに手近で新しい女を調達して、楽しく暮ら――いてっ！」

　シェリルは無言でウィリアムの後頭部を殴なぐった。

「何するんだよ、正直に教えてやっただけだろ!?　十年前の女なんか化石だって！　迎えになんか来るわけねーんだよ！」

「ジークはあなたとは違うの！　……絶対、違うんだから……！」

「あー……はいはい。分かったから、泣くなよ」

　目元を潤うるませるシェリルに、ウィリアムは困ったように視線をそらし、酒を一口飲んだ。

「仕方ねえな……じゃ、腕輪一個分の最新情報を教えてやる。ここから馬で二週間くらい南に行ったところに、エルンストってでかい領主町がある。……昔はエルンスト大たい公こう国こくだったが、今はスタールベルク王国の一州になっちまった。そこで、三、四カ月前に流れの民を見た」

「ほんとっ！」

　シェリルは椅い子すを蹴け倒たおさんばかりに立ち上がった。

「声をひそめろ、この話題はヤバい。――いたにはいたが、エルンストに新たに赴ふ任にんした司教様が、流れの民が大嫌いでな。大規模な狩りをやってる最中だった」

「狩りって？」

「〝魔女狩り〟って言葉は聞いたことあるか？　それとほとんど同じ意味だ。流浪の民を片かたっ端ぱしから捕まえて、処刑してるんだよ」

　シェリルは悲鳴をこらえて口元に手を当てた。ウィリアムはただの世間話でもしている口調で、淡たん々たんと続けた。

「流れの民は、魔力を持ってる奴らが多いだろ？　それを、『神から力を盗んだ悪魔の子孫だ』って信じてる迷信深い奴らも、まだまだ多いんだよ」

「そんなのおかしいわ。彼らは何も悪いことはしてないのよ！　なのにいつも泥棒扱いされたり、汚けがらわしいって嫌われたり、変だわ！」

「悪いことはしてるだろう、しょっちゅう。奴らは、住む家もなければ畑もない。ってことは収穫する食料もないわけで、いつも貧乏暮らしだ。人様のパンや小銭をくすねるのは日常のことだし、仕事が見つからなければ本当に呪いをかけて、市民様の飼ってる山や羊ぎや子供を病気にしたりする。あんたはお嬢様だから、そういうのを知らないだけで――」

「でもジークは違うっ！　彼の仲間たちは、みんないい人だったわ！」

　息巻くシェリルを、珍しそうにウィリアムは眺めた。半分まで減った酒をテーブルに置き、場違いに上品なドレス姿を上から下まで眺め回す。

「あんた、珍しいお嬢様だな。そんなに綺麗なのに、あの薄汚い一族の肩を持つなんて」

「流浪民は、薄汚くなんかないわ。取り消して！」

「……ああ、いいけどさ。――そう興奮せずに座れよ。目立つだろ」

　シェリルがすとんと腰を下ろすと、ウィリアムは話を続けた。

「あんたが言うような生き真ま面じ目めな支し族ぞくも、いないことはねーよ。一族を率ひきいる長おさ次第では、盗みや呪いを絶対にやらない奴らもいるからな。だが、あいつら大半は、盗ぬす人つとと噓つきどもの集団だ。しょっちゅうどこかで人様に悪事を働いている」

「……でもジークは本当に違うの。私に、心から親切にしてくれたのよ」

　シェリルが言い張ると、ウィリアムは面倒くさそうにため息をついた。

「その若ハゲ男だがな、」

「だからそれは、もしかしてだってば」

「どうしても行方を知りたきゃ、南のエルンストまで行ってみたらどうだ？　流れの民にはおおまかに十二の支族があるが、互いの居場所は知ってるっていうぜ。もし知らなかったとしても、流浪民の占い師に行方を探してもらえば、見つかるかもしれない」

「エルンストの占い師……！」

　そうすれば確かなジークの手がかりがつかめるかもしれない！　いや、もしかしたら、その町で彼本人に会えるかも！

　シェリルは、見たこともない南の土地を想像して胸をときめかせた。きっと、広い緑の大地に色とりどりの屋根の家が並び、人々はみんな親切で――。

「浮かれるのはまだ早いぞ。流浪民の行方を聞いて歩けば、あんたも間違いなく魔女狩りに引っかかる。命がけの旅になるぜ。それに運よく再会できたとしても、相手にはとっくに妻子がいて、あんたは完全なお邪魔虫になるかもしんねーし。……やめとけば？」

　ウィリアムは酒を飲みながら、シェリルのやる気をそぐ言葉を次々投げつけてくる。

「あんた可愛いし、もっといい男との出会いだってあるだろ？　……たとえば、オレとか？」

「嫌よ。再会して、ジークに奥さんがいたら諦あきらめるわ。でもそれを見るまでは、……確かめるまでは、約束を信じる。――ありがとう、ウィリアム。あなたのおかげで手がかりがつかめたわ。この後どうするか、家でよく考える」

　シェリルは酒場を出ようと背を向けたが、男の手がシェリルの左手首をつかんだ。

「待て。この腕飾りは何だ？」

　ウィリアムがつかんだ左手には、ジークにもらった贈り物の腕輪があった。麻に編み込まれた青せい藍らん色しよくの石には、いくつかの魔法文字ルーンが刻まれている。

「ジークにもらったの。約束の印だから、絶対なくしちゃ駄目だって」

「ここに書いてあるのが、相手の男の名前だな。シゲル、カーン、フェオ、ラト……。それにイサカルの徴しるし。そいつの本当の名は〝ジーク〟じゃない。ジークフリート――イサカル一族のジークフリートだな？」

　深い鳶色の瞳にひたと見つめられ、シェリルは驚いて瞬まばたきを返した。

「ジーク、フリート……？」

「ああ、間違いない。これはおそらく、流浪民の一人ひとりが持ってるっていう守しゆ護ご石せきだ。こんな大切なものを他人に渡すなんて、オレならありえねーよ。……もしかしてその若ハゲ男、本気であんたに惚ほれてたのかもしれねーな」

「……」

　角ばったルーンが刻まれた青い石を、シェリルは指の腹でそっと撫ぜる。












　枝のような魔法の文字が示していたのは、彼の名前だったのだ。そしてこの石は、彼にとってとても大切なものだった。

　それを、シェリルにくれた……。

　きっとまた会えると、彼も本気で信じてくれたからじゃない？　そう思うとますます恋人に再会したい気持ちが溢れ、シェリルは胸が切なくなった。

「ねえウィリアム、エルンストで見たっていう流れの民は、イサカルの一族だった？」

「いや、ガド族だ。流浪民の中でも、一番数の多い支族。イサカルは――ん？　そういえばイサカルは、消えた一族といわれてる奴らじゃなかったか？」

　ふと思い出したというように、ウィリアムは眉根を寄せた。

「消えた……ってどういうこと？」

「五、六年前から、流れの民の間でも消息が分からなくなっている支族がある。それが確か、イサカルだったはず……。北部の町で、信心深い領主からの大だい殺さつ戮りくに遭あい、民は一人残らず行方不明。領主は『悪あしき一族を根絶した』と発表したはずだぜ」

「うそっ！」

　全身から、血の気が引くように思えた。

　大切な守り石を預けてくれたジーク。絶対迎えに来ると約束してくれた誠実な恋人。

　その彼が迎えに来てくれないのは、「来ない」ではなく、「来られない」――つまりもう、この世に生きてはいない、から……？

「そんなの嫌よ！　変なこと言わないで、ジークは絶対に生きているわ！」

「オレに怒ってもしょうがないだろ。……陰で囁ささやかれている噂では〝彼らはとうとうカーデュエイルへの道を見つけた〟とも聞いたことがあるが――」

「カーデュ、エイル？」

　それは、見知らぬ地名ばかりの中でも、ひときわ異い彩さいを放つ言葉だった。

　シェリルの不器用な声こわ音ねに、はっとウィリアムは口をつぐんだ。喋しやべりすぎたことに気づいたと言うように、残りの酒を喉のどに流し込む。

「ねえ、カーデュエイルって何？」

「さあな。――ほら、お前もう帰れよ。腕輪一個分の情報はもう教えてやっただろ」

　ウィリアムはうるさそうに手のひらを振り、シェリルをハエのように追い払おうとする。

　シェリルは迷わず反対の手首につけていた真珠の腕輪を外し、なんでも屋に押しつけた。

　銀の腕輪は見合い用の新品だったが、この真珠飾りは十六の誕生祝いに母からもらった特別の品だ。値段も十倍以上する。

　ウィリアムは鋭い眼差しで真珠を見、素早く懐ふところにしまった。誰かに聞かれることを恐れるように、小声でぼそぼそと喋り始めた。

「カーデュエイルは、流れの民の探し求める楽園だ。国から国へと他人の王国をさ迷い続ける彼らだが、一応故郷といわれる場所がある。そこに帰りつくことができれば、彼らは苦難の旅から解放される。カーデュエイルの大地で、奴らは自分たちの王を戴いただき、自分たちの律りつ法ぽうを持ち、自分たちの家畑を持って永遠に平和に暮らせるという。……二度と、誰からも罵ののしられることなく、石をぶつけられたりすることもなく――」

　ウィリアムの声は、まるで運命の女を探し求める男のように響いた。かつて彼自身も石を投げられた経験があるかのように。それが気にはなったものの、シェリルはなんでも屋の気が変わってまた黙り込んでしまう前に、もっと具体的な話を聞きたかった。

「その王国はどこにあるの？」

「どこにあるか分からないから、放浪しながら探してるのさ。魔法に満ちた美しい王国だったカーデュエイルは、千年の昔に正当なる王を失い、光を失って闇に沈んだという……。あんたも聞いたことあるんじゃねえか？　時折地上に現れて人を喰らう魔物ども――あいつらがやってくる源こそ、その王国だという。つまり、魔界だ」

　シェリルは鮮やかな緑色の瞳を、大きく見開いた。

「魔界……！」

　流れの民は、なんて所に住もうと思ったのだろう！

　顔も体も石像のように凍りつかせている令嬢を見、ウィリアムは面白そうに笑った。

「その王国を探したければ、魔物たちの後をついて行ってみろよ。途中で頭からガツガツ食われなければ、カーデュエイルにたどり着けるかもしれないぜ！」

「無理よ、魔界なんかに人は住めないわ！　そんな所に王国があるなんて、悪い冗談だわ！」

「いや、これは本当だ。あんただって知ってるだろ？　流れの民には、魔力があるって」

　その言葉に、シェリルの脳のう裏りに遠い日の記憶――美しい満月の夜の光景が浮かぶ。

　子供の頃、ジークは歌うような呪文一つで動物たちを招き寄せて、まるで家族のように親しく手て懐なずけていた。

　彼のような魔力があれば、異形の魔物たちとも共に暮らせる？　支配することさえ……？

　そう思うと、怖いのとも違う、ときめくのとも違う、なんともいえない不思議なドキドキが胸に広がった。

「カーデュエイルには、遠い時代の財宝が山ほど隠されているといわれている。有名な聖杯や聖せい骸がい布ふ、十七人の天使が変化したという宝ほう玉ぎよくに、魔力を秘めた銀の湖――。オレも、十代の頃には、そのお宝を求めてカーデュエイルへの道を探したもんだが――うおっ！」

「よおウィル！　久しぶりだなぁ！」

　突然後ろから、男のがらがら声が響いた。大きな顔に熊のような剛毛の髪と髭ひげを生はやし、傷跡のある鷲わし鼻ばなをした男が酒を片手に、親しげにウィリアムの肩を叩いた。

「雷らい剣けんのマグヌス？　あんた、まだ生きてたのか！」

「ぴんぴんしてるさ！　それよりウィ～ル～、隣の美人は誰だぁ～？　俺にも紹介しろやぁ」

　ニタニタ笑う鷲鼻男の視線が、花飾りを身につけたシェリルを舐なめるように見、肌の露出した肩に手を伸ばそうとした。

「もちろんオレの女さ！　可愛いだろう、お前のきたねぇ手で触んじゃねーよ！」

　ウィリアムは笑顔でとんでもないことを言い、シェリルの腰を抱き寄せて、ベタベタ触ろうとしたマグヌスの手を空から振ぶりさせた。

「きゃあ、違うわよっ！」

　シェリルはウィリアムの腕を振り払って逃げた。怒って睨みつけた瞬間、鳶色の射い貫ぬくような視線と目が合った。「もう帰れ」と、彼の目は警告していた。

「情報ありがとう、なんでも屋さん。さようなら！」

　シェリルは急いで酒場を後にした。







〝イサカルのジークフリート〟

　初めて知った彼の本当の名を、胸の中で繰り返す。

　すっかり暗くなった裏通りで、シェリルは馬車を待っていた。

　空には小さな星が顔を見せ始めているが、賑にぎやかな町の明かりに押されて、居い候そうろうのようにひっそりと瞬またたいているだけだ。

　ジークは星を読んで、今が何時でどっちの方向にどんな町があるのか、すぐに教えてくれた。けれどシェリルには、今の時刻も、自分の住むスカーロックの町がどっちの方向かも分からない。町馬車に自宅まで送ってもらわないと、家にも帰れない。

「イサカルの一族は、北部の町で大規模な魔女狩りに遭って、行方不明……。ガド族なら南部のエルンストにいるけれど、それはジークの一族じゃない……」

　行くべきなのは、北か南か。それとももう少し、ジークの迎えを待つべきか。

　一人で馬にも乗れない、この隣町までしか来たことのないシェリルにとって、旅立ちの決意をするだけでも大問題だ。

「ジーク、あなたはどこにいるの……？」

　町の馬車乗り場には、次々と空の馬車が止まってはお客を乗せてまた走り出していく。

　けれど、そこにやって来る馬車はシェリルが探している高級馬車ではない。大衆向けの乗り合い馬車ばかりだ。これらは小銭と引き換えにちょっとそこまで、という種類の車で、たった一人の客のために隣町まで走ってくれる貸かし切きり馬車とは別物だ。

「……なかなか来ないわね」

　もしかして、乗り場が間違っているのだろうか？

　あたりを見回した時、シェリルの前に一台の小綺麗な馬車が止まった。

　外観だけで、おんぼろの辻馬車との違いが分かる。きらめく貝で細さい工くされた瀟しよう洒しやな車両に、手入れされた艶つややかなたてがみと白い足の四頭立ての馬車は、貴族が乗っても恥ずかしくないような豪華さだ。

「隣町のスカーロックまで帰りたいんだけれど、乗せてもらえる？　代金は自宅で払うわ」

　シェリルが御ぎよ者しやに問うと、初夏だというのに重厚なアルスターコートを着込み、襟えりまで立てて帽子を目ま深ぶかに被かぶった御者は、「乗れ」と言うように手振りで示した。

　毛深くて指の長い、小柄な老人の手だった。

　御者台を下りることもなく、客のために扉も開けてくれない。見た目は高級そうだがサービスはいまいちだ。少しむっとしつつ、シェリルは自分で扉を開け、馬車に乗り込んだ。

「――あら？」

　動き出した馬車の窓から外を眺めていると、シェリルが後にしてきたばかりの酒場や飯屋などのある大通りの真ん中に向かっている。……おかしい。道を逆戻りしているようだ。

「ちょっと、こっちじゃないわ！　私が行きたいのはスカーロックの町！　隣町に行ってってお願いしてるのに、どうして町の中心部に向かうの？」

　御者は慌てたようにこちらを振り向いたけれど、もたもたと鞭むちを持ち替えるばかりで馬の向きを変えようとはしない。シェリルはイラッときた。

「何も知らないお嬢様だと思って馬鹿にしてるの？　サービス悪いのもいいかげんにして！　ちゃんと走ってくれないなら、降りるわよ！」

　怒った顔で宣言すると、小柄な御者は慌てて馬に鞭打った。馬車はすぐに街路をとって返し、繁華街から抜け出す。シェリルに飛び降りられないようにとばかり、素晴らしい速度で馬を走らせ始めた。

　シェリルは窓から見える景色をしばらく見張っていたが、徐々に周囲の風景は静かな住宅通りに変わり、やがて、朝にもくぐって来たブレステンの町の大きな門が見え始めた。

　門の隣には、昇り始めた上弦の三日月クレセント・ムーンが優美な顔を見せている。

　――ここまで来れば、もう大丈夫。

　安心して、手触りのいいベルベットのカーテンを閉める。ふさふさした毛皮のひざ掛けが用意してあったので、シェリルは露出した肩を覆った。

　心地よい揺れに身を任せ、家に着くまでほんの少しだけ……と、若草色の目を閉じた。
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　ガタン！

　突然の振動に驚いてシェリルはハッと身を起こした。

　辺りを見回すと、馬車の中で眠っていたことに気づく。見慣れない鮮やかな緋ひ色いろの車内は、自分の家の馬車ではない。もっと上質なものだ。

　――そうだ、お見合いの帰り道で、家まで送ってもらおうと馬車を拾って……。

　妙にぐっすり眠ったような気がするけれど、隣町までは四し半はん刻ときの距離だから、まだほんの少ししか経たっていないらしい。

　扉を開いて外を眺めると、宝石のように美しい星がきらきらと夜空に瞬いていた。

「なんだか、今夜は星がすごく綺麗――」

　空気まで澄み渡っている気がする。

　シェリルは、相変わらず不親切な御者には期待せず、一人で馬車を降りた。

「――え？　ここどこ……？」

　見慣れた自宅の前ではなかった。

　……どころか、シェリルの頼んだ隣町でさえない。

　目の前には、見上げると首が痛くなるような巨大な石造りの巨大建造物があり、その上層階の窓まど枠わくには、見たことのない生き物たちがとまっている。ものすごく巨大なコウモリの群れと、ハゲワシを獰どう猛もうにして、サソリの尻尾しつぽをつけたような不気味な鳥たちだ。

　さらに上を見ていくと、深い藍あい色いろの空に、落ちてきそうに大きな満月がかかっている。それから眩まぶしい星々――小さい月なのかと思うほどに大きい――と、そびえ建つ建造物の背後を彩いろどる、七色に揺らめく鮮やかな光のカーテン。

　幾いく重えにもひだを寄せた、美しいオーロラだった。

「綺麗……だけどおかしいわ。どう見たって私の町の空じゃない！」

　コウモリと猛もう禽きんなら、もっと小さくて普通のものは見たことがある。

　大きな月も、満天の星も、ごく稀まれにはオーロラも。

　だけど、夜なのを忘れるほど明るい月光に、こんなに鮮やかなオーロラなんてはじめてだ。

「そういえば、どうして満月なの？　馬車の窓から三日月を見たと思ったんだけど？」

　時計塔の明かりを、三日月と見間違えたのだろうか？

　……何か、おかしい。

　とてつもなくおかしい。

　焦しよう燥そうに駆られて後ろを振り向けば、なだらかな丘の下には王都かと思うような無数の光が宝石箱のように輝き、大きな町を形作っている。

「どうしてあんな大きな町があるの――ここは一体どこ!?」

　見知らぬ町、見知らぬ空！

　パニックに陥おちいりそうな自分を落ち着けて再び前を向けば、針のような尖せん塔とうを幾いくつも従えた巨大な城館がそびえ立っている。扉の大きさは巨人だって通れそうなくらいに大きいし――ああもしかして、月も星も大きいから、シェリルの体が小さくなってしまったのだろうか！

「そんな夢みたいなことあるわけないっ！　ちょっとそこの御者さん！　私、スカーロックの町にってお願いしたわよね？」

　常識的なサイズの馬車と小柄な御者に近づき、シェリルは怖い顔で問う。聞こえないふりをしているらしく、御者はシェリルの方を振り向きもしない。

「返事くらいしなさいよ！　ここはどこなのっ!?」

　怒りのままに御者台に上り、襟えりをつかんで揺さぶる。

　顔を隠すように目深に被っていた老人の、帽子トツプハツトが落ちた。

「ミギャあ～！」

　怪しい鳴き声を漏らしたそれは、やたら大きな目を持つテナガザルだった。毛深い体に、五本の指は皺しわだらけ。人間に似ているけれど、どう見ても動物――。

　シェリルが唖あ然ぜんとしているうちに、猿は素早く腕を伸ばしてきた。ジークにもらった大事な腕飾りを引きちぎり、小さな手に握り締める。

「あっ、ダメ!!」

　取り返そうと手を伸ばしたが、猿は身軽にシェリルの手をすり抜けていく。城庭を飾る大きなイチイの樹へ飛びつくと、長い手足を活いかしてみるみる登っていった。

　教会の側そばでよく見かけるものよりも何倍も元気に茂った巨大イチイの枝えだ葉はに隠され、猿の灰色の毛並みはすぐに見えなくなってしまった。

「返してーっ！　それは大事なものなの！　こんな所に連れて来た挙あげ句くに泥棒するなんて最低よ！　馬車賃が欲しいなら、他の宝石をあげるからあー！」

　到底自分には登れそうもない大たい樹じゆを見上げて、シェリルは嘆なげきの声を上げる。いくら叫んでも、小柄な猿はまったく戻ってくる気配がない。

　石でも投げてみようかと辺りを見回すと、奇妙な動物の石像がたくさん立ち並んでいることに気づいた。

　小山のように大きな、竜の彫ちよう像ぞう。群れを成した巨大な石の軍ぐん隊たい蟻あり。今にも襲いかかってきそうな、ダンゴムシのようなムカデのような石像。

　あまりセンスのいいものではない。しかもどれも大きくて、生々しいほど細部まで作り込まれている。

「不気味なお城……。一体、どこの貴族の城なの？」

　考えていると、頭上でひどいだみ声の鳥が喚わめく声がした。さっきまで窓辺にいた、ワニに似た頭と、コウモリのような飛ひ膜まくを持った巨大な生物が群れをなして飛んでいる。シェリルの真上を、「美う味まそうな生き物がいるぞ」と言わんばかりに旋回している……。

　と思ったら、怪鳥たちはいっせいに舞い降りてきた。

「きゃーっ！」

　シェリルは城館の入り口めがけて必死に走った。

「誰かー！　助けてーっ！」

　身長の五倍くらいありそうな分厚い扉を必死に叩く。大きく口を開けたライオンの姿が彫り込まれた両開きの扉は、びくともしない。

「開けてえー！　魔物が出たの！　食べられちゃうーっ！」

　太陽の光を嫌う魔物たちは、他の動物より遙かに美味だという人間の肉を求めて、地上の森に棲すみつくこともある。が、一度に出てくるのはせいぜい二、三匹。こんなにたくさん群れて出るなんて見たことがない。天てん変ぺん地ち異いの前触れかもしれない！

「お願いだから、開けて……！」

　額に宝玉を輝かせるライオン模様の扉に、シェリルは体当たりした。

　ようやく、ズズ……と地響きのような音がして、巨大な扉が開き始める。人ひとり分だけ開いた扉の向こう側に、シェリルは滑り込んだ。

「てめーら、何ギャーギャーやってんだ！　今日は偉えらいお客さんがいっぱい来るから、お行ぎよう儀ぎよくしてろって言っただろーが！」

　扉を開けてくれた男が、野太い声で叫んだ。シェリルは礼を言おうと顔を上げて、その場に凍りついた。

　そこにいたのは、大柄な人間の門番ではなくて、熊の頭をした半裸の魔物男だった。

「きゃあああ！」

　どうして、お城の中からも魔物が出てくる？　ここは一体どこ？　悪夢の世界？

「あれ、あんた人間さん？　えーっと、十字の街からの来らい賓ひんの方っすか？　招待状を……」

「そんなの持ってるわけないでしょ！」

　シェリルは叫んで熊男から逃げようとしたが、魔物の動きの方が早かった。

「招待状を持ってねえ奴を、城の中に入れるわけにはいかねえなぁ。さあどうするか……ここはやっぱり、裏庭で喰っちまうのが最高だよなぁ！」

「きゃーっ、きゃーっ！」

　必死の形ぎよう相そうで暴れるシェリルをしっかりと腕に抱え、大柄な熊男は鼻歌交じりに城の外に出て行こうとした。

「――待て、セシル」

　その時、城内から男の声が響いた。シェリルにはそれが、自分の名を呼んだように聞こえて、暴れるのをぴたりと止めた。なんだか聞き覚えのあるような、この男性の声――。

　金茶の髪の娘を捕まえた熊男も、踏み出しかけた足のまま立ち止まった。

「どうやら、迎えが予定よりも早く戻ったらしい。お前が担かついでいるのは、地上から迎えた我が花嫁だ」

　振り返った熊の肩越しに、シェリルは金髪の青年を見た。その容よう貌ぼうは、顔の半分を覆う仮面に隠されていてはっきりとは分からない。

　豊かな金髪は満月のように鮮やかで、背はすらりと高い。

　肩には一瞬、大だい蛇じやかと見まごう豪ごう奢しやな毛皮を纏まとい、片腕に灰色の毛並みのテナガザルをしがみつかせて、ゆっくりと階段を下りてくる。












　シェリルの心臓が早駆けをし始めた。

　――もしかして、あの声は。

　あの輝く金髪のひとは。

　じっとシェリルを見つめている、二は十た歳ちくらいの青年は……！

「し、失礼しましたっ！」

　熊が床に下ろしてくれたので、シェリルも少しだけ青年の方に近づく。青年は足を速めて歩み寄ってくる。二人の距離がどんどん縮まり、それに比例して胸騒ぎが大きくなる。

　シェリルの一歩手前で、青年は立ち止まった。

　仮面の奥の瞳が、シェリルの期待通り、海のように深い青色をしているのを見た時、今にも鼓動が止まりそうに思えた。

　瞬きも忘れた様子で見下ろしてくる瞳と目が合うと、懐なつかしさに髪の先まで震える気がした。

　間違いない。この人は、ジークだ。

「シェリル――久しぶりだね」

　ああ、彼も戸惑っている、と思った。

　何から話していいか分からずに。

　こんな再会をするはずじゃなかったのに、と青い瞳が語っていた。

「迎えを、行かせたんだ。皆が寝静まった真夜中に、君をお屋敷の部屋から連れ出そうと思って。あと三、四刻はかかると思っていた。だから――、これを見せられて驚いた」

　ジークが見せたのは、猿が奪っていったシェリルの腕飾りだった。シェリルに不親切だと思った灰色猿が、実は一番の助け手だったらしい。

　ジークは黙って、それをもう一度シェリルの腕につけ直した。

「ありがとう。……迎えって、そのお猿さんのこと？」

「いや。これはただの御者だ。――他に、このくらいの大きさの、元気な子供がいたはずだが」

　仮面のままのジークフリートは、自分の身長の半分くらいの高さを示した。

「そんなの、いなかったわ」

「変だな。人間界に行きたがっていたから迎え役を任せたんだが。……さては、菓子にでも釣られてどこかで迷子になったかな？」

「……にんげんかい？」

　不思議そうなシェリルに、九年前より遙かに髪を長く伸ばしたジークは笑顔を見せた。

「ああ。ここはカーデュエイル――人間とは違う、たくさんの知的で活発なものたちの住む国。そして、シェリルの大好きな魔法が息づく王国だよ。詳しい話は中でしてあげるから――さあ、僕と一緒においで」

「うん」

　微笑む口元で手を差し出されたシェリルは、考える暇もなくそこに自分の手を重ねてしまっていた。

　温かい、昔どおりのジークの手――と思いかけ、その爪が驚くほど長いことに気づく。

　歯車が嚙み合わないような違和感が胸の中に生まれ、シェリルはぴたりと足を止めた。

　――何か、おかしくない？

　たとえば、空。シェリルの町の夜空と似ているけど、やけに巨大な月や星々。

〝カーデュエイル〟という名前の魔界のことを、赤毛のなんでも屋から今日聞かされたばかりだ。

　そしてこの、ジークそっくりだけど、何か微妙に違う金髪の男。シェリルの知っているジークは、こんなに爪も髪も長くなかった。仮面で顔を隠すほど、恥ずかしがりでもなかった。

　――魔界と呼ばれる大地で、大きな城に住み、魔物を従え、顔を隠した男。

　いま手を繋いでいるこの男は本当に、シェリルと結婚を約束した流浪の民の青年なのか？

「待って。あなたはジークでしょ？　そうよね？」

「もちろん僕だよ。信じてもらえないなら、こう言えばどうだい？　満開のルキウス草の花畑で、必ず君を迎えに行くと約束した、イサカルのジークフリートだと」

　ほんの少し顔をこわばらせているシェリルに、ジークは宥めるように優しく微笑みかけた。

　その穏やかな瞳を見ると、ふっと緊張が和やわらぐ。自分は何を警戒していたのだろう。この口元も、低くて耳触りのいい声も、シェリルの記憶にあるジークそのものなのに。

　温かな手をきゅっと握り返して、シェリルは彼に寄り添って歩き始める。

「ねえジーク、どうして髪をそんなに伸ばすことにしたの？」

「ん……シェリルが昔、この髪を綺麗だと言ってくれたからだよ」

　シェリルは嬉しくなって、ジークと繋いだ手を指まで絡めた。

「じゃあこの爪は、どうしてこんなに長く伸ばすことにしたの？」

「ああ……昔シェリルが、手先が器用だって褒ほめてくれただろう？　だからだよ」

　シェリルはますます嬉しくなった。

　赤毛のなんでも屋には、「十年前の女なんて化石だ」と言われてしまったけれど、やっぱりジークはシェリルを忘れてなんかいなかった。

　甘えるような眼まな差ざしで、凜々しい婚約者の顔を見上げる。

「じゃあ、その素敵な仮面は、どうしてつけているの？」

「これはね……シェリルが昔、僕の目の色が好きだと言ってくれたから、それを引き立てようと思ってつけたんだよ」

　シェリルはまた嬉しくなった。まるで自分が、彼の世界の中心になったように思える。

　そのとき、ふとこれにそっくりな童話を聞いたことがあるのを思い出した。

　久しぶりに大好きなおばあさんを訪ねた赤ずきんという少女は、以前と少し姿の変わってしまったおばあさんに戸惑い、こう尋ねるのだ。

　――おばあさん、どうしてお耳がそんなに大きくなったの？

「お前の可愛い声をよく聞くためだよ、赤ずきん」

　――おばあさん、どうして今日はそんなにお目々が大きいの？

「お前のことを、もっとよく見つめるためだよ、可愛い赤ずきん」

　――おばあさん、どうしてそんなにお口が大きくなったの？

「それはね……」

　幸せ一杯の少女の質問に、おばあさんはどう答えたのだっただろう？　「愛しいお前に、たくさんキスするため」だっただろうか。

　……きゃあ！　キスなんてとんでもないわ！　私ってば、なんて恥ずかしいことを考えているの！

　シェリルは真っ赤になって俯うつむいた。

「どうしたの、シェリル？」

「な、なんでもないわ！　幸せすぎて余計なこと考えちゃっただけ！　それより、私たちはどこに向かってるの？」

「一番上の階の部屋だよ。途中でシェリルの気持ちが変わって僕から逃げ出しても、そう簡単には出られないように、入り口から一番遠くに君の部屋を用意したからね」

　ジークは冗談半分の口調で言った。……そう、半分は冗談だけど、残り半分は本気だというような声で。シェリルは真剣に首を振った。

「逃げ出したりしないわ。ここがちょっとくらい変な国でも！　私、ずっとあなたが迎えに来るのを待っていたんだから！」

　熱心な眼差しで見上げるシェリルを見、ジークは嬉しそうに笑った。

　その口元から、ちらりと鋭い牙きばのようなものが見えた気がした――。

「えっ？」

　さすがにシェリルは戸惑って、瞬まばたきを繰り返す。あんなに尖とがった歯は、昔のジークの唇の奥にはなかった。

　絶対、なかった。

　どうしてあんな、恐ろしいものが、ジークの口に……？

「ねえジーク、さっき――」

　と訊きかけて、シェリルはやっぱりやめた。なぜって、「どうしてお口に牙が生はえているの？」と訊いて、童話のように「君に素敵なキスをするためだよ。……試してみたい？」とか言われてしまったらどうする？

　まるでシェリルがジークにキスしてほしいとねだったみたいではないか！

　再会して早々そんなことをねだるなんて、恥ずかしすぎる。はしたない女に育ったと思われて、彼に愛あい想そを尽かされてしまうかもしれない。

「な、なんでもないわ！　本当よ、牙なんか見てないわ！　さあ、素敵な私のお部屋はどこかしらーっ！」

　無理矢理視線をジークの口元から離して、シェリルはきょろきょろと辺りを見回す。

　内ない壁へきのいたるところに魔法の文字と細密な壁画が刻まれた、不思議な廊下だった。人間の手が届かない高いところには、秘密の通路なのか空を飛ぶ魔物用の通路なのか、ぽっかり穴の開いた抜け道や小さな扉がいくつも並んでいる。……あの奥には、何があるのだろう？

　階段のある場所では、シェリルが上っている階段とちょうど向かい側に、天てん井じようから床に向かう「逆さ階段」があった。普通の人間なら絶対に使えない代しろ物ものだが、絨じゆう毯たんまできっちり敷かれ、おまけに大きな足跡までついている。……一体誰が、あれを上るのだろう？

　曲がり角や廊下の交差点には、狼おおかみ頭あたまや鳥とり頭あたまの魔物兵士たちが厳いかめしい顔をして立っていて、ジークとシェリルが通るたびに敬礼をしてくれる。……一風変わったお城だけれど、教育はきちんと行き届いているらしい。

「くすくす……シェリルは本当に可愛いね、相変わらず……騙だまされやすくて」

　好奇心旺盛に城内を眺めている少女を見下ろし、ジークフリートは小さく笑いながら呟く。

　その口元には、はっきりと四本の白い牙が生えていた。

「噓つきで有名な流浪民の少年と恋の約束をして、十年も行方不明だった『彼』を信じて、こんな所までのこのこやってくるんだから……くっくくく……」

「――あら、何か言った？」

　熱心に辺りを見回していたシェリルは、かすれた彼の呟つぶやきを聞き逃のがしていた。

「いいや、なんでもないよ？　……シェリルはなんて美しいんだろう、って見み惚とれてしまって、つい独り言をいってしまっただけだから。

　あらためて、魔界カーデユエイルへようこそ。可か憐れんな僕の花嫁。君が来てくれて本当に嬉しいよ……」

　ジークフリートは猫撫で声で言い、極上の微笑を浮かべて、シェリルの髪に挿さした薔薇に唇を寄せた。
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　たくさんの花で彩いろどられた美しい居間と、真新しい家具に囲まれた王おう妃ひの間ま。

　主あるじを迎える準備の整った豪華な三間続きの部屋に案内され、シェリルは息を呑のんだ。

　月明かりの他に、輝く燭しよく台だいに照らし出された部屋には、優美な柱ちゆう頭とう飾りの付いた柱があり、よく磨かれた樫オークのテーブルには、摘みたてのルキウス花が甘い香りを放っている。

　居間の中央には、猫足ならぬ魔物の足をかたどったソファがあり、親切にもひざ掛けまで用意されている。棚には魔法に関する革装丁の書物がぎっしり入っているし、下の段にはとても愛らしい妖精の絵柄のティーセットもある。

　寝室には、ライオン頭の飾りがついた広い寝台とふわふわの羽枕、おろしたてのリネンのシーツ、ジークの襟えり巻まきとおそろいの毛皮製の、裾すその長い素敵なガウン。

　影が出来るほど明るい月光が射し込む窓辺には、可か愛わいらしい鳥かごまであった。

「半分は地上のもので、半分はカーデュエイルのものなんだ。シェリルの気に入るといいんだけれど」

「どれもこれも最高だわ！　クッションはとっても綺麗な刺し繡しゆう入りだし、鏡台に並んだ香水瓶びんは宝石みたいだし、まるで魔法の国のお姫様になったみたい！　――きゃっ！」

　輝くような笑顔で答えたシェリルは、足元に置いてあった何かに躓つまずいて転びそうになった。すぐにジークが腕を伸ばして支えてくれたので、転ばずに済んだが。

　足を引っ掛けたものの正体を探して床を見ると、柱から伸びた優雅な銀細工の鎖くさりが、四本のソファの魔物の足の一つをがっちりと捕まえていた。

　鎖で、ソファを捕まえている……？

　まさか、このソファは夜中に自分で歩いたりするのだろうか？

「ねえジーク、この鎖とソファは何？」

「あっ――いや、ええと、シェリルは動物好きだったから……そう、犬でも飼いたがるかもしれないと思って用意したんだ。捕まえたばかりの動物は、時々主人に懐なつかずに逃げ出そうとするからね。ちゃんと従順になるまでは、鎖に繋つないでおかないといけないだろう？」

「まあ、ありがとう！　うちでは母さんが動物嫌いで飼えなかったんだけれど、ぜひ飼ってみたいわ！　……でも、どうしてソファを繋いでいるの？」

「それは魔法の鎖でね。俺……いや僕が長くしようと思えば、城内のどこまででも長く伸ばすことができるんだ。――いつも狭い部屋の中に閉じ込められてちゃ、どんなに無む垢くで愛らしい動物だってイライラしてしまうだろう？」

　笑顔で説明するジークに、シェリルは熱心に頷うなずいた。「愛玩動物ペツトの気持ちまで考えてあげるなんて、私の婚約者はなんて優しい人なのかしら」と、感動しながら。

「だけどその魔法の鎖は、いつも何かを捕まえていないと死んでしまう――魔力が消えてただの鎖に戻ってしまうんだ。だから、本物を捕まえるまでは、シェリルのソファを捕まえて憂うさ晴らしをしているんだよ」

「ジーク、あなたは本当に優しくて、頭もよくて、魔力にも恵まれた、素晴らしい男性だわ。私なんかにはもったいないくらい」

　シェリルはうっとりと囁ささやいた。この上、おまけに容姿まで魅力的だなんて、いろんなものが揃いすぎていて怖いくらいだ。

「そんなことはない。僕よりも君の方が何倍も魅力的だよ、シェリル」

　微笑ほほえみかけるジークと手を繋いだまま、シェリルは部屋の奥に足を運ぶ。

「ねえ、この燭台みたいなものは何？」

　手紙を書いたり読書したりができる広い机には、優美な三みつ叉またの燭台と、蠟ろう燭そくの代わりに白銀の砂が置かれていた。低い円えん錐すい状に盛られた銀ぎん砂さはとても綺麗だけれど、何に使うものなのか全然分からない。

「それは星ほし屑くずの砂だよ。昔教えた〝光のルーン〟を覚えている？」

　シェリルは頷うなずいた。花を咲かせる三つのルーンのうちの、一番最初の文字だ。

「砂の上に描いてごらん。すぐに使いかたが分かるから」

　シェリルが砂の上に〝シゲル〟の徴しるしを描く。銀砂は、うっすらと光を放ち始めた。

「わあ、すごい……！　お星様みたいに光るのね！」

「くすくす、シェリルの文字はへたくそだって砂が言ってるよ。もっと、砂の魔力を引き出せる綺麗な字が描ければ、もっと明るくなるはずなんだけれどね？　……まあそれは暇ひまな時に、遊んでくれればいいから。消す時は同じルーンを逆から描く。触っても熱くはないよ」

　ジークはシェリルの書いた文字を逆さに描き、簡単に灯りを消した。

「なんて素敵なの、この国では、私も魔法が使えるのね！」

　シェリルが大喜びでもう一度文字を描くと、さっきよりも明るい光が灯ともった。

　嬉しくなって、燭台を掲かかげて室内を見渡す。

　今度は、窓辺で揺れる銀色の鳥かごに興味を惹ひかれた。

　近づいてよく見てみると、中には石で出来たつがいの小鳥も入っている。

「ナイチンゲールにそっくりだわ。可愛い……」

「シェリルが一人でも寂しくならないように、小鳥を用意したんだ。ちゃんと地上の鳥を捕まえてこさせたんだよ」

「捕まえた……？　石よね、これ？」

　それとも、魔法の文字を描くと、これも本物の鳥になるのだろうか？

　不思議そうに見つめるシェリルに、ジークは慌てたように言った。

「あ、ああごめん、言い間違えた。誰かが、石の鳥を買ってきたらしい。緊張してうっかり口が滑ってしまったな。今度はちゃんと生身の鳥を買ってこさせるから、もう少し待っていてくれる？」

「もちろん、いくらでも待つわ。私のためを思ってあなたが小鳥まで用意してくれたっていうだけで、私はとっても嬉しいの」

「優しいシェリル、気を遣つかわせてすまない。君の到着までもう少し時間があると思っていて……だから本当は、鳥も入れ替えて、爪も切って、鎖も棚の奥に隠してから、君を出迎えようと思っていたんだよ。手落ちだらけで、きっとがっかりさせてしまったね」

「そんなことないわ！　私の目に映るあなたは、いつだって最高に素敵よ！　あなたほど魅力的な人はこの世に二人といない――私、本気でそう思っているのよ」

「ああシェリル、本当に？」

「本当よ！　会えて嬉しいわ、ジーク……」

　恥ずかしさを振り捨て、シェリルは目の前の青年の広い胸に寄りかかる。長い爪を持った両腕が、ひしとシェリルを抱きしめた。

「僕もだ、シェリル。君に再会できて、どうしようもなく嬉しいよ――」

「ジーク……」

　二人は見つめ合った。シェリルは甘えるように、肩から零こぼれ落ちるジークの金髪に指を絡める。

　もう、二人の間に言葉はいらなかった。

　ゆっくりと形のいい鼻が近づいてくる。ジークフリートの、魔法をかけるような青い瞳が言っている、さあ目を閉じて、と。

　シェリルはうっとりとそれに応こたえ、近づいてくるジークの髪に指をくぐらせて頭を引き寄せる。ふと、柔らかな金髪の間に、乾いた手触りの紐ひもをつかんだ。

　無意識にそれを引っ張る。

　するりと、ジークの目元を覆っていた仮面が外はずれた。

　――澄んだ青い瞳を、引き立たせるための仮面が。

　シェリルは恋人の素顔を見たくなって、一度は閉じた瞼まぶたを持ち上げる。

　もともと、整った綺麗な顔の少年だった。十年経って、どんなふうに成長しただろう？　もっと凜り々りしく知的に？　それとも男らしく精せい悍かんに？

　期待をこめて視線を投げた先には……。

「――ひっ！」

　そこにいたのは、幼馴染おさななじみのジークではなかった。

　ジークによく似た顔立ちではあったが、目の前の男には、額を二つに裂くようにして輝く、縦たて長ながの金きん褐かつ色しよくの瞳があった。

　すっかり閉じた青い両目の上で、王者のようにらんらんと輝く第三の目――。

　魔力を凝こごらせたように強く輝く瞳と目が合った瞬間、シェリルは一気に体が冷え、体中を呪じゆ縛ばくされたように感じた。

　苦しい……う、動けない！

　必死に抜け出そうとするが、視線さえ動かすことができない。

　あの金色の目だ。目に呪縛されている――。

　動けないシェリルに、口づけしようと覆い被かぶさる三つ目男の顔はどんどん近づいてくる。

「……！」

　悲鳴を上げたくても、声が出ない。

　唐突に男の右手がシェリルの目元を覆い、強制的に視線を遮さえぎった。

「シェリル、あまり俺を見つめるな。この目と見つめ合って五秒経つと、体が石になってしまう……。せっかくの花嫁が石になってしまったら、次を探すのが面倒だ……」

　ジークそっくりの声で魔物は言い、体の芯から冷えてしまったシェリルの体を温めるように、ぎゅっと胸に抱きしめる。

　面倒？　次を探す？　それに〝俺〟？　……噓よ、これは夢でしょ。そうに決まってる。私のジークが、そんなこと言うわけない。

　シェリルは条件反射ですぐに目を開いた。

　やめろ、と口では言いながら、魔物男はシェリルを見つめるのをやめようとはしない。濃い青の両目も一緒になってシェリルを凝ぎよう視ししている。

　特に第三の瞳は、見つめないと死んでしまうとでもいうように、瞬まばたきもしないでシェリルを熱心に見ている。

　――あの目さえなければ、顔はジークそのものなのに。

　魅力的な二ふた重えの瞳に、鼻の高い造ぞう作さく、なめらかな顔の輪郭も、全部記憶とうり二つ。少し大人びて精悍になったくらいしか違いはない。……はずだが、少し開いた唇の隙間からは尖った牙が見えているし、額には、獲物を胸の中に捕まえて満足げな縦長の目が、らんらんと輝いているし。

　――やっぱりこれは夢なんだわ。目を閉じて何回か深呼吸すれば、きっと目が覚める。

「シェリル。俺の、可愛い人間の花嫁――」

　囁く声は、シェリルの唇の真上で途切れた。












　犬や狼が親愛を確かめる時のように、鼻と鼻をつき合わせる感触がする。そして温かな何かが、動きを封じるようにシェリルの唇を覆った。

　初めての、痺しびれるような感触――。

「んっ……！」

　大丈夫よシェリル、落ち着いて。これは夢なのよ。現実じゃないんだから！

　――でも、夢なのに息が苦しいのはどうして？　暴れてもびくともしない。逃れようとする唇をどこまでも追いかけてくる。

　夢なのに、牙のようなものが唇に当たっている気がするのはどうして？　じゃれつく子犬のように、夢中で嚙みつかれている気がしてならないのは……？

　それはきっと、ふとんよ。上掛けのふとん！　歯が当たってる？　きっと自分で歯は軋ぎしりでもしてるのね。体に巻きついて暖かいけれど身動きできないこれは？　毛布よ。夏なんだから、早くしまわなきゃ！

「ああ、シェリル……」

　じゃあ耳元でシェリルの名を何度も呼ぶ声は？

　声は……この低い男の声は――。

「シェリル……唇を開いて」

「やっぱり夢じゃない……っ！」

　泣きそうな顔で、シェリルは目を開けた。

　瞬きをしない金褐色の瞳と、最初に目が合った。

「もおいやああっ！」

　シェリルはパニックを起こして絶叫した。

　背中を抱き寄せている魔物男を思い切り突き飛ばし、正気を取り戻そうとするように自分の髪をかき乱す。

　震える手で唇をぬぐうと、部屋を飛び出した。
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　そうしてシェリルと魔物たちの追いかけっこが始まった。

　少女は半分泣きながら広いお城を夢中で駆け抜け、迷宮のような城内にうんざりして、自や棄けになって何回か屋根から下に飛び降りて――いくらすり傷を作ってもこの夢が醒さめてくれないことにさらに無念さを募つのらせつつ、広大な庭を逃げ回った。

　例の三つ目の魔物を筆頭に、犬頭・鷲わし頭・熊頭の魔物兵士たちが、鋭い嗅きゆう覚かくや視力にものを言わせてシェリルを追いかけてきた。

　庭に並ぶ、巨大な怪獣の彫像の周りをぐるぐる回って追いかけっこをしたあと、シェリルは大きな砂漠に迷い込んで魔物たちに捕まった。

　広大な銀の砂漠に埋もれるようにして、そこには街の廃はい墟きよがあった。

　銀砂に足首まで埋まりながら神殿跡らしきところに隠れようとすると、突然足元に流砂の渦うずのようなものが出来て、シェリルはあれよあれよという間に吸い込まれてしまった。

　辺り一面砂だったおかげで、大した怪け我がはせずにすんだが、砂の中に住んでいた大きなクワガタのような生き物にハサミでがっちりと捕ほ獲かくされて、シェリルは再び三つ目男の前に連行された。

　次に何をされるのかと恐怖に悲鳴を上げ、軽く失神して次に気づいた時、シェリルは手足のすり傷に包帯を巻かれて、豪華なソファに寝かされていた。

　慌あわてて飛び起きたシェリルは、足元で何かががジャラリと鳴ったのに気がつく。

　白い包帯の上から、片方の足に銀の環わがしっかりと嵌はまり、そこから銀の鎖が伸びている。

　つい数刻前まで、ソファの魔物足を捕まえていた愛玩犬の鎖――のはずだったのに。

　愛玩用の動物とは、実はシェリルのことだったらしい。

「ようやく目が覚めたか。そろそろ医者を呼ぼうかと思っていたところだ」

　三つ目の魔物が言った。また元通り仮面をつけていたが、その下の顔が三つ目なのに間違いはない。

「きゃああ！」

　ついさっきまで枕にしていたものが三つ目男の膝ひざだったと気づき、シェリルは悲鳴を上げて飛びのいた。鎖が許す限り遠くに逃げたが、思った以上に短くて、部屋から出ることもできない。柱の裏側にかじりついて震えるくらいしか。

「わ、私なんか捕まえてどうするつもり!?　食べるの!?」

　ジークに似た魔物男は、不愉快そうに顔をしかめた。

「まず、言っておく。俺はジークフリートだ。魔物ではない――少なくとも半分は。それから、お前は俺と結婚すると約束した。一般的に〝花嫁〟は娶めとるもので喰うものではない。たとえここが魔界と呼ばれる国であっても」

「噓よっ！　あなたはジークじゃないわ、だってジークは三つ目じゃなかったし、牙もなかった！　爪だってもっと短かった！　それに――こんなひどいことをする人じゃなかった！」

　涙目で、重い鎖を睨にらみつける。

　十年前の恋人は、力ずくでシェリルを縛しばりつけるような人ではなかった。とても謙けん虚きよで、優しくて、親切な少年だった。

　三つ目青年は髪を揺らして立ち上がり、シェリルに近づいてきた。

「それは、お前が本当の俺を知らずに騙だまされていただけだ。……この部屋に連れて来て最初に、鎖をつけておくべきだったな。うっかり逃げられたせいで、俺の可愛い花嫁が傷だらけになってしまったじゃないか……せっかく、すべらかな白い肌だったのに」

「あなたの花嫁じゃないわ、私は――私は……」

　ジークの花嫁、だ。

　……仮面をつけたこの魔物青年はジークにそっくりだけど、ジークじゃない！

　だって、さっき目にした素顔を思い出してみれば、魔力に満ちた第三の瞳の下の顔は、どう見ても二は十た歳ちかその手前くらいの若さだった。苦労性なジークのことだから、若ハゲやストレス太りはしていなくても、年より若く見えることはないはずだ。

「うっ……ぐすっ――」

　どうしよう。ジークではない人と、しかも魔物なんかとキスしてしまった。

　初めてだったのに。これが現実なら、もう本物のジークに合わせる顔がない……。

「泣くな。何がそんなに嫌なんだ？」

「こっちに来ないで！　あなたなんか嫌いよ！　私の純情を返して……！」

　涙をぬぐう手も震える。うずくまって泣き始めたシェリルの側に膝をついて、仮面の魔物はため息をついた。

「だから、俺がジークだと言ってるだろう。馬鹿な女だ。――数年前、お前の家で馬車を引いていた雌ひん馬ば〝フェアリーちゃん〟が病気になって、俺と祖父に助けを求めてやって来たのを覚えている。その時もお前は、こんなふうに馬の枕元で泣きじゃくっていた。俺がフェアリーちゃんの病気を治した次の日から、お前は家の門の陰からずっと通りがかる人間を見張っていたな。下町で病気の子供を治した帰りの俺を見つけて、『シェリルにも魔法を教えて！』って飛びついてきた。……それからだ。夜中に何度も、二人で遊びに行っただろう？　もう覚えていないのか？」

「お、覚えてるけど――」

　それは、シェリルとジークしか知らないはずの昔話だった。

　どうしてそれをこの魔物が知っている？　……本当に、この魔物がジークなのか？

「落ち着いてよく見てみろ。俺が本物なのか、そうじゃないのか」

　ジークフリートは再び仮面を外し、代わりに大きなハンカチを額に巻いた。華やかな色使いの布で、第三の瞳はすっかり隠れてしまう。

　耳の横に独特な形の結び目を作り、布の角が顎あごまで垂たれる姿は、シェリルに強い既視感をもたらした。

　あれは確か――ある夜遊びの晩、ジークに連れられて、流れの民の夏げ至し祭まつりに加わった時のことだ。

　大きく火花がはぜる焚たき火を囲み、一族の若者たちは、歌ったり楽器を奏かなでたり踊ったりしていた。大人の男女は皆、あんなふうに濃くて鮮やかな色と模様の染め布を身につけていて、未婚女性は右手首、既婚女性は左手首、男たちは額を飾っていた――。

「……まさか、もしかして」

　流浪民の男の人はみんな、成人すると目が三つになってしまう？

　だから、ああやって布で隠していた――!?

「ああ……なんてこと！　だから流れの民は『呪われた民』って嫌われていたのね……！」

　シェリルは強い衝撃を受け、神に祈るように目を閉じた。

　子供の頃、ジークが「頭がハゲても」とか「体重が増えても」とかこぼしていたのは、本当はこのことだったのだ！　大人になると額に目玉が生えてくる運命と知っていて、悩み苦しんでいたのだ……！

「シェリル、その空想は飛ひ躍やくしすぎだ。目が三つあるのは、一族の中でも俺だけだ」

「どうしてあなただけなのよ！　何か呪いを受けるようなことをしたの!?」

「これは呪いじゃない。むしろ祝福――魔力の結晶だ。『カーデュエイルの魔王は代々、強い魔力を秘めた琥こ珀はくの宝ほう玉ぎよくの王冠を戴いただく』そう諭さとされて俺が冠かんむりを被ったら、そいつは目になって額にとり憑いた。〝天てん目もく〟というものらしいが、俺の頭部からの見晴らしがとても気に入ったらしく、どう説得しても離れてくれない」

　魔王は代々……。なにげなく言われた言葉に、シェリルは目を見開いた。

「もしかしてあなた、魔王なの!?」

「もしかしなくてもそうだ。もう四年前……地上では六年前か。ここは少し、地上とは時間が違うから」

　シェリルは気が遠くなりかけ、柱にもたれかかった。

「ここは山岳地帯のちょうど真下にある王国で、太陽がない。そこで、かつてのカーデュエイル国民――俺の一族の遠い祖先にあたる人々は、魔力を集めて月や星を作った。それらを動かして『時』を作るのが魔王の仕事だ。この天目が開いている時、カーデュエイルの月と星はゆっくり西へと動いていく。あの仮面をつけて魔力を遮さえぎれば、空は止まる。月も、星も」

「――仮面をつければ、月が止まる？」

　信じられない言葉に、シェリルが呆然と繰り返す。ジークは窓辺を指した。

「その目で見てみろ」

　シェリルが窓辺に近づくと、短かった鎖はするすると細くなって伸びた。

　なだらかな丘の下には、到着したばかりの時にも見えた賑やかな街の明かりが見える。その上には、オーロラの揺らめく魔界の夜空と、天頂で動きを止めたままの太った満月がいた。

「私がここに到着してから、全然動いてない！」

　シェリルが魔物たちと追いかけっこをして、傷の手当てをするのにはそれなりの時間がかかったはずなのに。魔界の月は天の中央に座したまま、鎖で捕らえられたシェリル同様、どこにも行けないでいる。

「スカーフ程度では魔力を抑えられないから、今は少しずつ動きだしているはずだ。――花嫁の歓迎祝いを始めるまで、月はあの場所に繋いでおこうと思ったのに」

　ジークの話を聞いていると、月までペットの子犬のよう――しかも、「お座り、待て！」を習得した子犬のようだ。

　あまりに非常識すぎて、シェリルは突っ込みどころが分からなくなった。

「地上を真似て、俺は魔界の時間を決めたんだ。地上では太陽が時間を決めるが、この国では月がすべての時間を支配する。月が沈めば一日が終わる。月の満ち欠けを二十八日かけてやって、それを一カ月に制定。これを十三カ月やると三百六十四日で、正月を一日やると、地上とぴったり合う。――と思ったんだが」

　ジークは言葉を切って、月を睨んだ。

「あの月は曲くせ者ものでな。俺の魔力を吸って動いているから、魔力が落ち込めばそれにつられて遅くなるし、『早く明日になれ』と思っていると、知らない間に加速していたりする。気を抜くとあっという間に一年経ってしまうから、いつも『ゆっくり、ゆっくり』と念じているんだが、微調節というのは実に難しくてな。俺がカーデュエイルの王となって四年目になるが、噂によると地上では六年も経っているらしい」

　――だから、この人、四カ月も遅れて私を迎えに来たんだわ。

　シェリルはようやくその理由を悟った。

「……遅れているのは、二年じゃなくて、二年と四カ月なんじゃないかしら」

「うん？」

「分からないなら、もういいわよ。……それで、どうしてあなたはこの国の王様……魔王になったの？」

「ラーグンヴァルド公国の北西部山脈に、お尋ね者たちが使う秘密の抜け道がある。その山中の洞どう窟くつを抜けた向こう側に、翡ひ翠すい色をした石が転がる浅くて幅広の川が流れている。俺たちの一族の長おさはいつも黒い馬に乗って民を先導しているが、たまたま腰を痛めて一番前を甥おいが走っていた。甥の馬は、鹿か毛げで足先だけが白い、珍しい模様の馬だった」

「……？」

「古い伝承で聞いたことはあったんだ、『乗る馬次第で、たどり着く未来が変わる』と。それは足の速さや馬の賢かしこさの比ひ喩ゆだと、誰もが思っていた。――お前をここに運んできた馬車の馬も、四頭とも足の白い葦あし毛げ馬だったのを覚えているか？」

　――そのとおりだ。そういえば、四頭とも足だけ白い馬だった……。

「お前の世界と俺の世界、二つの世界を繋いでいるのは、翡翠の川だ。その境界は魔物には簡単に越えられるが、人間には決して越えられない。見ることさえも叶かなわない。ただし、足先だけが白い馬がいれば、『開けゴマ』なんて魔法の呪文がなくても、隠された道を踏み越えることができる」

「じゃあ、私が地上に帰ろうと思うなら、その特殊な馬に乗らないとだめってこと？」

「そうだ。さもなければ、川を渡ったところで永遠にカーデュエイル王国内を彷徨さまようだけ。獣か魔物に食われて死ぬか、死者の沼地に捕らわれて仲間入りするか。あるいは鐘の鳴る谷ライキブライスに呼び寄せられて正気を失うか……。どれにせよ、悲惨な死が待つことは間違いない」

「そ、そんな脅おどしには負けないわよ」

　と言いながら、シェリルはぶるりと身震いした。

「脅しじゃないさ。俺はともかく、お前やイサカルの民にとって、地上へ戻るためには足白の馬は必需品だ。それなしには地上へ帰れない」

「あら、あなたには必需品じゃないの？」

「……ああ。イサカルの民は皆、魔界に移住しただけのただの人間だが、俺は魔物だからな。青い方の瞳でも、対岸に異界の景色が見える。眩しい朝日を浴びれば、この体は焼き滅ぼされ、一握りの銀砂になって消えるだろう。……だからもう、馬はいらない」

　さらりと言われた告白に、シェリルは心臓をつかまれたような衝撃を味わった。

「朝日を浴びたら死ぬって、どうして!?　魔王になったから？」

「そうだな。あの時、欲を出して冠なんて被らなければよかった。一族で最も魔力が高いからと、おだてられてな。――まあそれはいい。これで俺がジークフリートだと信じてもらえたか？」

「……あと一つだけ教えて。あなたのおじいさまはどこ？　あの優しいおじいさまに会わせてくれたら、……信じるわ」

　家族が証言してくれるなら、間違いないと思った。

　しかし、ジークは気まずそうに視線をそらす。

「――残念だが、祖父には会わせられない」

「どうして？　だって、一族の全員でこの国に移り住んだんでしょ？　だったら――」

「……察してくれ、シェリル。祖父の年齢を」

「あっ――」

　孫が成人する頃、その祖父母はたいてい、命の炎を燃やし尽くす年齢になる。

「……ごめんなさい。私の考えが浅かったわ」

「一族の仲間なら、あとで何人か紹介しよう。祝賀会に招待してあるから」

　祖父はいなくとも、イサカルの民たちは本当にいるらしい。

　この魔界に住んでいる人間たちが本当にいるのだと思うと、シェリルの気持ちも少し落ち着いてきた。目の前の男性が、本当に幼馴染おさななじみの青年だというのも、納得できなくもない。

「分かったわ。とりあえず、あなたがジークだって認める。……認めるけど、結婚の話は――」

「もちろん予定通り、新月に式を挙げる」

　ジークは断言し、シェリルは即座に反はん駁ばくした。

「だめっ！」

「拒否は許さん。俺はどうしても人間の花嫁が欲しい」

「人間なら他にもいるじゃない、イサカルの人たちとか！」

「イサカルの民は結婚が早い。基本、十六、七で身を固めてしまう。俺の年に釣り合う、独身で婚約者もいない娘はいない。俺は完全にもらい損ねたんだ。……お前との約束のせいで」

　恨うらみがましい声に、ドキッとする。

「しかも、結婚してくれとうるさく泣きついたのはお前の方だ。魔王相手に、結婚詐さ欺ぎが通じると思うなよ」

「確かにお願いしたのは私だけど、あの時は子供で――」

　シェリルが過去を否定しようとするたび、だんだんとジークの顔が険悪になっていく。

「俺はそう簡単に地上に出て、次の花嫁を探せる体ではない。お前を逃せば、代わりは二度と見つからないかもしれない。なんとしてでも、お前に花嫁になってもらう」

「次がないから私って何よ！　人間だったら誰でもいいみたいに言わないで！」

「誰でもというほどではないが、お前でもいいと思える程度には俺は寛かん容ようだ。……前から思っていたんだ、シェリルは甘やかされたお嬢様育ちだし、とんでもない我わが儘まま女に育つだろうなと。だが器量だけは期待できそうだし、緑の目は格別美しいし、馬鹿正直でなんでも信じるから、からかうと面白そうだし。地上では野獣扱いの流浪民が、議員の令嬢を手に入れるってのはなかなか痛快だなと思って、五つも年下の子供の求愛を受け入れてやったんじゃないか」

「――あなた、そんなこと考えてたの？」

　ジークは、クス、と意地悪く笑った。

「やっぱり気づいてなかったのか。そもそもお前を夜遊びに連れ出したのだって、一緒に遊ぶためでもなければ、魔法を教えるためでもなかったんだぜ。贅ぜい沢たく三ざん昧まいで育った市民の娘を、森に置き去りにして泣かせてやろうと思ったからだ。獣に喰われたら、なお面白いと思って」

「――――」

「理不尽な言いがかりで親を殺されたばかりの俺にとって、幸せそうなお前の顔を見てると、どん底に突き落としてやりたい衝動に駆られたよ。俺が親を奪われたように、市民の家庭から愛娘を奪ってやったら、最高の復ふく讐しゆうになると思えた」

「――親を、殺され……？」

「俺に祖父しかいないことに、お前は気づいていなかったのか？」

　……気づいていなかった。

　シェリルは頭を殴られたような衝撃を感じた。少年の日のジークと会う時はいつも、シェリルは旅のお話や魔法のお話をしてとねだるばかりで、「どうしてジークにはお父さんもお母さんもいないの？」と訊いたことはなかった。

　そのことに気づいてさえもいなかった……。

　――私、何かすごく大きな間違いを……勘違いをしてたんじゃない？

　この人のことを、何も知ってはいなかったんじゃ？

　衝撃を受けているシェリルを見下ろして、面白そうに笑っているジークフリート。青い瞳はシェリルが知っている愛情深い優しい色ではなく、冷淡な光を宿している。彼の手は細かい編み込みが施されたシェリルの髪を一房持ち上げると、弄もてあそぶように指の間に絡ませた。

「また『あなたなんかジークじゃない！』って俺を否定するか？　いいぜ。でも目の前にいる俺を否定したら、一生、世界の果てまで探したってお前の〝ジーク〟は見つけられない……自分でも不思議だよ、お前といたひと時、どうしてあんなにも上手に優しい演フ技リができたのか」

「……演技、だったの？　全部？」

「当然だろう。……だがもしも、この三つ目を見てもお前が悲鳴を上げなかったら、ずっと演技してやるつもりだったよ。お前の理想とする優しいジークのままでいてやってもいいと思っていた。だが、お前は俺の顔を見て逃げ出した。……だから、鎖で繋いでおかないといけない」

　淡々とした声は、傷ついているようにも、恨んでいるようにも聞こえない。それなのになぜか、シェリルの胸はひしひしと痛んだ。

　もしかして、本当にひどいことをしたのはジークではなくて、彼を魔物だと罵ののしった自分だったのかもしれない。両親がいないことにも気づかずに、我儘ばかり言っていたシェリルの方だったのかも――。

「可愛いシェリル。心配しなくても、婚礼が済めば鎖は外してあげるよ。どんなに逃げ帰りたくても、俺の腕枕で夜明けを迎えたら、もう諦あきらめもつくだろうし？」

　牙の生えた口元が、耳元でくすくす笑いながら囁く。

　シェリルは、返す言葉を探した。いやだ、とか、嫌い、とかじゃなくて、彼を元通りの優しい心の人に戻すための謝罪の言葉を。

　それが見つからないでいるうちに、突然、部屋の扉が開いた。

「魔王様あああ！」

　甲かん高だかい子供の声が響き、黒い毛並みの生き物がちょこちょことシェリルの視界を走り抜けていく。意外に動きは素早い。黒い動物は短い足で必死に走ると、ジークの膝に飛びつく。












　魔王の膝に登った瞬間、さっきまで子犬に見えた生き物は、人間の子供に変わった。

　背中で何かが必死に揺れている――と思ったら、尻尾しつぽだった。

「――ラエル？　えらく薄汚れているな。一体どうした？」

　ジークフリートは、怪しげな子供に向かって気軽に声をかけた。

「やっと人間界から帰ってきたんですよう！　一人で長い道のりを走って……ううっ！」

「なぜ泣く？　そんなに地上は怖かったのか？」

「怖いんじゃなくて、悲しくて……うう、このぶさいくな女、これが魔王様の嫁ですね!?」

　ラエルと呼ばれた黒髪の子供はシェリルを振り返り、短い人差し指を突きつけた。

　顔の造りは人間の子供そっくりで愛らしいが、ものすごく怒っているらしく目がギラギラと邪悪な金きん褐かつ色しよくに輝いている。

「いや、シェリルは美しいぞ。性格は微妙なところだが、容姿に関してはこれ以上ないほど俺好みだ。――シェリル、この子はラエルといって、お前を迎えるために馬車に乗せて地上に送り出したジャッカルの子供だ」

　この子供が、シェリルの迎え？　馬車の扉を開けたり、乗り降りに手を貸してくれたり、ジークからの迎えですと教えてくれるはずだった案内係？　……だったらどうして、馬車に乗っていなかったのだろう？

「魔王様、騙されちゃいけません！　この女は、本当は鬼のように邪悪な心の女なんですっ！　ぼくを一人ぼっちで人間の町に置き去りにした、鬼おに女おんななんですからあぁ！」

　ラエルはジークの膝にすがって泣きじゃくり始める。魔王によしよしと頭を撫でてもらいながらも、恨みが忘れられないのか、たまに振り返ってシェリルを睨む。その時だけ、パタパタ振り回している尻尾が止まるのが面白い。

「私は何もしていないわ。馬車から突き落としたわけでもないし。私が馬車に乗った時、もうこの子はいなかったのよ」

「この冷血女め、いまさら魔王様の前でいい子ぶりっ子したって無駄じゃ！　パルパルが菓子屋に戻ろうとしたのを叱り飛ばして、わしを置き去りにしたんじゃろう！　なんて卑劣な女じゃあ！　お前なんか、だいっっっ嫌いじゃ！」

　――パルパルが菓子屋に戻ろうとしたのを叱り飛ばして？

　パルパルというのが誰なのかは知らないけれど、仮にそれが猿の御ぎよ者しやだったとすると、なんとなく思い出すことがある。

　ブレステンの繁華街で、猿の御者はどこかに寄り道をしようとしていた。

　……もしかしてあの御者は、まだ迎えの時間には早いからと町でお菓子を買って遊んでいたこの魔物の子供を拾ってから帰ろうとしていた？

　それをシェリルが急せかしたがゆえに、置いてきぼりにしてしまった？

「ご、ごめんなさい。知らなかったのよ。わざとじゃなくって……」

　シェリルは慌てて謝った。懐かい柔じゆうするように手を差し伸べると、ラエルはぺしっと打ち払った。

「フン、今さら謝ってももう遅いわ！　魔王様、こんな冷血な女と結婚したら一生不幸になりますよ！　お腹開いて、カラカラに乾かして、人間の干ひ物ものにして食べちゃいましょう！　ぼく、上でおいしいハーブ塩買って来ました！　――覚悟しろ、鬼おに婆ばばめぇ！」

　シェリルを振り返って叫んだかと思うと、黒い子供はみるみる姿を魔物へと変えてシェリルに飛び掛かった。

　ちょこんとした鼻がどんどん長くなり、ずらりと並んだ鋭い牙と、漆黒の毛並みに天を向いてピンと立つ大きな三角耳を持った、狂暴なジャッカルに。

「ガルルルルッ！」

「こら、だめだ」

「きゃんっ！」

　ジークに後ろから尻尾を引っ張られ、ラエルはその場に墜つい落らくした。尻尾を丸めてジークの足元に転がる。床に鼻でもぶつけたのか、細い両前足で顔を押さえている。

「少しくらい性格が悪くても、シェリルはまだ若いから調教すれば直る。俺たち魔物ほど賢くはないとしても、人間は並の動物よりは賢いからな。念入りにしつければ、捻ねじ曲がった性しよう根ねもマシになるはずだ。危険な地上に彷徨さまよい出て、俺好みの花嫁を探しまわるより、捕まえたシェリルをじっくり調教した方が確実だろう？」

「ううう、そうですけど～～～」

　鼻を押さえたままラエルは、シェリルを睨んだ。

　――魔物ほど賢くはないにしても、って何？　それに、「捻じ曲がった性根」とか！

　シェリルは、むっとしてジークを睨んだ。

「調教なんかされません！　私は地上に帰ります！」

「帰り道も、特別な馬の居場所も知らないのに、どうやって？　囚とらわれの花嫁さん？」

　面白そうにジークはシェリルの鎖を揺らして、立ち上がった。

「ラエルも戻ったことだし、そろそろ花嫁到着の祝しゆく宴えんを始めよう。ラエル、シェリルを衣裳部屋に案内して、着替えを手伝ってやれ。そのままでも充分美しいが、魔界の宴に出るからには、魔界の衣服をまとってもらわなくては」

　テーブルの上に転がっていた仮面を拾い上げ、ジークは部屋を出て行こうとする。

「ちょっと、鎖を外して！　祝宴なんか出ないわよっ！」

　怒鳴るシェリルを、人間姿に戻ってソファの上に立ち上がったラエルが後ろからどついた。

「こら鬼嫁！　魔王様に失礼な口をきくな！　敬語を使え！」

　調教その一、と言わんばかりの偉そうな顔で、ラエルが命じる。

「嫌よ！　どうしてあんな嫌味な男に！」

「魔王様を馬鹿にする気か？　許さんぞ、ガルルルルッ！」

　ラエルは首から上だけジャッカルに変えて、シェリルを威い嚇かくした。

　賑やかに喧けん嘩かする二人を見て、楽しそうにジークが笑った。

「シェリル。俺のために美しく装よそおい、祝宴でいい子にしていたら、鎖を外してやろう。それからラエル、さっきからイライラしているのは、腹が減っているんだろう？　祝宴には美う味まい肉がたくさん――もちろんお前の好きな砂糖菓子も、人間の燻くん製せい肉もある」

「えっ、本当ですかっ！」

「食べ放題だ。だから、シェリルを早く着替えさせて連れて来い。それまで、俺は月を止めて大広間で待っている」

　部屋を出て行く間ま際ぎわ、ジークは片手を仮面に、もう片手で三つ目を隠す布をほどいた。

　人を石にする魔力を持った第三の瞳を見てしまいそうになり、慌ててシェリルは顔を背そむけた。

　ぱたんと扉の閉まる音がして、三つ目の婚約者は部屋から去って行った。

「わしらも行くぞ鬼婆！　とっとと歩けぇ！　わしは、もーれつに腹が減っとるんじゃ！」

　ラエルは小さな手でシェリルの鎖をつかみ、扉の方へと強引に引っ張っていく。

「――いたっ！」

　思い切り引っ張られた足の鎖にバランスを崩し、シェリルは絨じゆう毯たんの上で転んでしまった。

「なんと、ぐずな人間じゃのう。こんな低能な生き物をしつけて花嫁にしようとは、魔王様はとんでもなく広いお心をお持ちじゃ！　魔界には、もっと賢くて優すぐれた女がたくさんおるというのに……ぶつぶつ」

　シェリルは、文句を言うジャッカル少年を睨みながら立ち上がる。

　――結婚して、可愛い子犬を飼うつもりだったのに、気がつけば、可愛くない子犬モドキに飼われている自分。優しい婚約者と再会したつもりだったのに、よくよく話してみれば性格の歪んだ魔王の捕虜になっている現実。

「……魔界カーデユエイルなんか嫌い」

　シェリルは呟いたが、その声は、ガランガランとどこかの鐘しよう塔とうから鳴り響いた鐘の音にかき消されてしまった。
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　家どころかちょっとした塔まで入りそうなほど天井の高い大広間は、おびただしい数の魔物たちでごった返していた。どこをどう見ても魔物にしか見えない生き物、半分は人間、半分は獣の体の生き物、見事に人間にしか見えない生き物、多くの魔物たちが賑やかに談笑しながら、宴うたげの始まりを待っている。

　どこかから優美な円ワ舞ル曲ツの音色も聞こえてくるが、魔物たちの興奮した話し声、鳴き声のせいでよく聞こえない。

　ラエルの先導に従い、シェリルは舞踏会場を歩いていた。

　燭しよく台だいの銀砂に照らされた大広間は、地上の宮殿と同じくらいに美しかった。

　壁際には贅ぜい沢たくにシルクの染め布が飾られ、張り出し燭台からは満月と同じ色の光が輝いている。正面入り口の他に、広間の数カ所にある出入口の上には獅子の頭部の浮き彫りがあり、鋭い眼差しで客たちを見下ろしている。ジークと同じ三つ目のライオンだが、その瞳は三つとも琥珀色だ。

　そのライオンの真下を通り抜けたとき、ぎょろりと睨む視線×３がシェリルを刺した。

「えっ!?」

　ただのレリーフだと思ったものに睨みつけられ、シェリルは足を震わせた。ライオン像はひくひく鼻を揺らした後に舌なめずりをしたが、壁から飛び出してくるわけでも、その三つ目でシェリルを石化させるわけでもない。無害な、彫刻のままだ。

　ほっとしてまた歩き出そうとしたとき、前から思い切り鎖を引っ張られた。

「痛っ！」

「何をぼけーっとしておる。玉座はもうすぐじゃ、ぐずぐずせんと歩け！」

　ラエルに急かされ、羽の生えた魔物の群れをかき分けて進む。誰かに鎖を踏んづけられて苦戦しながら魔物の一群をすり抜けると、ようやく玉座が見えた。

　二十段ほどの階段の上に石の玉座があり、そこに魔王ジークフリートは座っていた。

　長い王おう錫しやくを手にして。顔には仮面をつけ、長い金髪で背中を彩いろどりながら。

　玉座の後ろには美しい乙女の立像がずらりと並び、その手には光の珠が載っている。皆同じ姿勢をしているから、石化したのではなく元から石像なのかもしれない。

　両端の乙女像が捧げ持つ金色の珠は三日月だが、中央に行くにつれてまん丸になっている。もしかしてあれは、魔界の暦こよみを示しているのかしら、とシェリルは思った。中央の乙女が捧ささげ持つ満月珠――今日の月齢と同じ――だけ、赤く輝いているから。

　シェリルを見つけたのだろう、魔王がトンと錫の尻で大理石の床を叩いて立ち上がると、突然広間は静まり返った。

「シェリル」

　ジークが呼ぶ。ここまで上がって来い、と。

　――行きたくない。逃げ込む先を探して首を動かすと、右手に痛みが走った。

　ラエルが、シェリルの手に軽く嚙みついていた。

「早はよう行け。行かんと、この指を一本ずつ食いちぎって、」

「わ、分かったわよ！」

　しかたなく、シェリルは足の鎖を引きずって階段を上っていく。広間中の視線が後ろから突き刺さり、あまりの緊張に背中に穴が開いてしまいそうだ。魔物たちがヒソヒソと自分を値踏みする声も聞こえてくる。

　うまそうだ、とか。小さいな、とか。肉が少ない、とか。魔力を感じないぞ、とか。

「あっ――」

　残り一、二段というところで、また誰かがシェリルの鎖を踏んだ。倒れかけるシェリルをジークの腕が軽々と抱き留め、くるりと後ろを向かされる。馬車で行った方がいいんじゃないかと思えるくらい遠くに広間の中央入り口が見え、玉座のすぐ下まで、着飾った魔物たちがぎっしりとつめかけているのが見下ろせた。

　……こんなに広かったなんて。千匹を超える異い形ぎようの魔物を眼下に見下ろすのはちょっとだけ気分がよかったけれど、同時に怖くもあった。

　ここが、魔王の玉座。

　そして自分を支えて立つこの人が、この王国の支配者。

「カーデュエイルの大地に住まう賢き魔物たち！　今日はよく宴に集まってくれた！」

　静まり返った広間にジークの声が大きく響く。魔物たちは打たれたように一斉に頭こうべを垂たれた。

「これが俺の地上の花嫁――シェリル・ベルティーニだ。二本の腕に、二本の足、髪は金茶色で瞳は緑。側で見かけても、絶対に手を出すな。シェリルに手を出した者の一族は――言うまでもなく、分かるだろう」

　優雅に金髪を揺らし、ジークフリートは仮面を外す。

　魔物たちの間に、戦せん慄りつが走った。

　仮面の消えた素顔で、金色の第三の目が額を割るようにして開く。

　――花嫁を傷つけた者は、邪じや眼がんで石にする、という宣告だった。

　シェリルは、その目が開ききる前にサッと視線をそらした。寄り集まった魔物たちも、万が一にも魔王に睨まれることがないように、次々と顔を伏せて跪ひざまずく。

　王を尊敬しての跪き拝はいというより、恐怖ゆえの恭きよう順じゆんだった。

　千もの魔物に怯おびえられていることも気に留めず、ジークは続ける。

「古来からのしきたりどおり、魔王は満月に花嫁を迎え、新月に婚礼を挙げる！　さあ魔物たち、踊り、飲み、食い、今日という日を存分に祝うがいい！」

　ジークは仮面を投げ捨て、祝宴の始まりを合図する。

　広間の両側に六個ずつあった扉の上の守護ライオンが一斉に遠吠えし、業ごう火かを噴いた。優雅なワルツが、初めは密やかに忍び込むように、やがて堂々と大広間に響き渡る。

　さっきまで怯えていた魔物たちも、キイキイ声を上げて料理の卓やダンスフロアに群がった。

　――魔王が仮面を外し、魔界の月ときは動き始めた。

「シェリル、俺たちも下に降りて踊ろう」

　ジークはシェリルの手を強引に引き、階段を下りていく。

　シェリルはずっと俯うつむいて、三つ目をむき出しにしているジークから視線をそらしていた。

「……そんなにこの目が怖いか？」

「怖くないわけないでしょ？　石になっちゃうのよ」

　シェリルが小さく呟くと、耳元でため息をつくのが聞こえた。

「――もういいぞ。第三の瞳は隠したから。これならいいだろう」

　スカーフが仮面の代わりに額を覆っていて、ジークの顔はただの人間のようになっている。

　シェリルはほっとした。けれど、安堵の息をつくシェリルを見つめるジークの表情は、どこか影があった。

　……なんだか、寂しそうだわ。

　すごく悪いことをしたような罪悪感が、胸をよぎる。

　――でも、怖いんだもの。私だけじゃない、魔物たちもみんな怖がってるわ。

　シェリルは自分に言い訳して、罪悪感を打ち消そうとした。

「さすがに、鎖つきでは踊れないな」

　ジークは、シェリルの足についていた鎖を、すぐ側で貪むさぼるようにトカゲ肉を食べていた、ひょうたん頭に魚のえらを持った魔物に押しつけて踊りだす。

「……」

「……」

　耳をくすぐる円えん舞ぶの調べに乗って、かつては情熱的に恋を語った二人の男女が手を取り合っているのに、会話はちっとも弾まない。

　彼は金糸の縫い取られた贅沢なマントに、瞳と同じ色の青い上着、黒い手袋。サファイアの宝飾品を胸にかけている。非の打ちどころのない貴族の美青年に見える。

　自分は、華やかな薔薇色のドレスに、真珠のついたレースの手袋、編み上げた髪には桜色のルキウス草を飾り、胸元には妖精の職人が作ったのかと思えるような精せい緻ちな首飾り。それなりに非の打ちどころは少ない令嬢……のはずだ。

　それなのに、とても気まずい。編んだ髪がいまいち乱れている気がするし、胸元は開きすぎている気もする。寝不足だから、目元に隈くまもあるかもしれない。シェリルがいまいちだから、ジークは黙って目をそらしているのかも。

「――シェリル、綺麗になったな」

　ため息をつくように、ジークが呟いた。前触れもない褒め言葉に驚いたシェリルは、うっかりジークの足を踏んでしまう。

「あっ、ごめんなさい！」

　尖った踵かかとに攻撃されて相当痛かったはずだが、ジークは素振りも見せない。片手でシェリルの後おくれ毛をすくって、かすれた声で続ける。

「あの頃想像していたより、ずっと綺麗になった。……俺が一国の王でなければ、手を出すのをためらうほど」

「そ、そんなすごい美人じゃないわ。……ドレスのせいよ」

「ドレスだと？　馬鹿な」

　鮮やかな緑の宝玉ひとみが輝くシェリルの顔と、真紅の華やかなドレスを見比べたジークは、馬鹿にしたように一笑に付した。

「美しいのはお前だよ、シェリル。貧しい流浪民の男が望むには、綺麗すぎる高たか嶺ねの花。俺が闇の世界で魔物と化している間に、小さいシェリルは大輪の薔薇になった……」

　ジークはいきなりシェリルの肩に力を入れて引き寄せ、二人の距離を半分にした。

　シェリルは頭が真っ白になった。

「この手で手た折おって、お前を育てた大地から永遠に切り離してしまいたいよ。一枚ずつ花びらをちぎって、芯まで魔界の色に染めてしまいたい。もう二度と地上に帰れないように。俺の側から離れられないように。愛しいシェリル……」

　低くて甘いジークの声が、耳たぶをくすぐる。

　――また、優しい振りで私を騙して笑おうっていうのね。「愛しい」なんて軽い言葉、もう簡単に信じたりしないんだから！

　シェリルは顔を上げ、誘惑を仕掛ける魔王の青い瞳を睨みつけようとした。

　が、見上げた先にあったのは、からかうような眼差しでも噓っぽい笑顔でもなく、玉座を見つめて皮肉げに微笑む横顔だった。

　――俺も、お前と同じ人間のままだったらよかったのに。

　声なき声が聞こえた気がして、シェリルは胸を衝つかれた。

　この人は……何？　なぜこんなに、寂しそうなのだろう？

　いま見たものに、シェリルはひどく混乱する。

「ジーク、あのね……えっと」

「やあジーク！　君もとうとう結婚か。おめでとう！」

　言葉を探してもごもごと口を開いたシェリルの側を、人間そっくりの男が踊りながら挨あい拶さつしていった。男のパートナーは、大きな嘴くちばしを持ち、羽毛がびっしり生えたセクシーな女性だ。確か、鳴き声で人を狂わせるハーピーとかいう魔物……。

「エディか、よく来たな。――シェリル、今のはイサカルの民の男で、俺の一つ年下の友人だ。穴の開いた靴を直す天才で、エドウィン。昔、夏至祭のときに会ったんじゃないか？」

「えっ!?　私の靴に魔法をかけて、一晩中踊らせようとした意地悪エドウィン？　そばかすだらけで、私と同じくらいしか身長のなかったあの男の子？」

「お前があんまり可愛かったから、意地悪したんだろ。この国についてからは、食料に困ることはなかったから、すくすく成長して十八歳で結婚した。もう二人も子供がいる」

「もしかして、あの人の奥さんって……！」

　シェリルは魔物の群れに消えていったエドウィンとハーピーのカップルを探した。

「ちがう。あれは妻じゃない。あいつも俺と同じで、人間の幼馴染と結婚したんだ」

「……同じじゃないわ」

　細かくシェリルは否定したけれど、ジークは聞かなかったふりをして踊り続けた。

「前にも言ったが、流れの民は結婚が早い。迫害に貧困、病気。旅の間の落らく盤ばん事故。いつ死ぬか分からないから、生きているうちに人生を楽しむ。二十歳まで結婚しない変人はお前くらいのものだとよく笑われたが、ようやく汚お名めい返上できる」

　まるでシェリルが悪いと言わんばかりの口調に、カチンときた。

「それなら、ちゃんと時計を合わせておいてよ。地上では、六年どころか六年四カ月も経ったのよ。あなたが迎えに来るって約束した私の誕生日は、もう四カ月も前なの！」

「――なに？　四カ月前だって？　まさか」

「本当よ！　私、あなたが迫害に遭って殺されちゃったのかも、だから迎えに来られないのかもって本気で心配したんだから！」

　ほんの少し涙目で睨みつけるシェリルを見て、ジークは真剣に謝った。

「ああ、すまないシェリル。まさかそんなにずれているとは思っていなかった」

「……ばかっ！」

　シェリルは、ジークの足を思い切り踏んで抗議した。

「ぐっ！　――そう怒るな。悪かった。……長くここに住んでいると、月日の感覚がわからなくなるんだ。本当にわざとじゃない」

　宥めるような声に顔を上げると、じっと見下ろす深青色の瞳と目が合った。

　本当に、一刻も早く会いたかったんだ。

　そう言わんばかりの表情を見てしまい、胸が微かすかにときめく。

　――だめ、この人は三つ目なのよ。朝日に溶ける魔物なのよ。おまけに性格が歪んでいるのよ。こんな人に懐なついてどうするの！

　うっかり結婚したって、どうせ十日もしないうちに石にされちゃう。好きになんか、なっちゃだめ！

　シェリルは〝誠実なフリ〟なんかに懐柔されまいと、つんと顎あごをそらす。微笑を誘う上品な円舞曲を無視し、パートナーからめいっぱい顔を背けて踊り続けた。

「そんな顔したって、もう騙されないんだから。あなたなんか――」

「痛つっ！」

　威勢よく怒ろうとした時、むぎゅっと柔らかいものを踏んだ。今回は、わざとじゃない。

　三回目の足踏み攻撃に、とうとう彼は怒りの声を上げた。

「シェリル……さっきから何回足を踏む気だ？　俺を歩けなくする魂こん胆たんか？　こんなひどいステップでしか踊れないなんて。本当にお前はスカーロック町議員の娘のシェリル・ベルティーニか？　偽者じゃないだろうな？」

「わ、私は私よ！」

「じゃあどうして何回も俺の足を踏むんだ。怒らせたいのか？　それとも、抱き上げてくれという独特のアピールか？」

「違うわよ！　私、地上にいた時は、ダンスはけっこう得意だったんだから――ここの音楽がおかしいのよ！」

「何もおかしくなんかない。地上に合わせて導入した、ただの四拍子のワルツだ」

「四拍子？　今、四拍子って言った？　ワルツは三拍子よ、四拍子なんてありえないわ！」

　シェリルが叫ぶと、一瞬驚いたように、ジークは青い目を見開く。

「――いいや、これが魔界の四拍子舞曲ワルツだ。間違いなく、ワルツはこれで正しいんだ」

　魔王は、「俺が法律だ」と言わんばかりに傲ごう然ぜんと言い張った。

　ようやくシェリルは、さっきから踊りにくいと感じていた理由が分かった。

　難しいといわれる上流作法――利き手と反対の左回りにステップを踏むせいじゃない。

　あるはずのない無駄な四拍目がある舞曲のせいだったのだ。

　悪いのはシェリルではなく、この怪しいワルツ！

　こんなものを素知らぬ顔で踊らせていた魔王だ！

「俺がワルツだと言ったら、これがワルツなんだ。お前もこの国に嫁ぐからには魔界カーデユエイルの流儀に慣れろ。地上の常識など、不要なものは忘れてしまえ」

　決して自分と目を合わそうとしない青年を見て、シェリルは直感した。

　彼は勘違いしたのだ。普通のワルツのつもりでこれを作り、シェリルが大好きだった華やかな三拍子舞曲ワルツを、おかしなものに変えてしまった！

「誰がこんな国に嫁とつぐものですか！　こんな非常識な王国はもううんざり、今すぐ実家に帰らせていただきます。さようならっ！」

　シェリルはジークフリートの足を思い切り踏んづけ、彼が痛みに怯ひるんだ隙に両手を振りほどく。鎖のなくなった足で、人ごみ――魔物ごみをかき分けて走った。

「シェリル、待て！」

　待て、と言われて待つ馬鹿はいない。伸びてくるジークフリートの指を、髪一筋の差ですり抜け、ドレスの裾を翻ひるがえして逃げる。

　自分の衣装と同じ真っ赤な毛並みの猩しよう猩じよう――大猿たちの群れに飛び込んだ。







　扉の上部を飾るぎょろりとした金眼のライオン像が、魔物たちの頭の向こうに微かに見えた。

　――あと少しで、広間の出口にたどり着く。

　シェリルは後ろを振り返り、追っ手を完全に振り切ったことを確認する。

　どこを見回しても、異形の魔物魔物魔物。金髪の元婚約者の姿は、ない。

「よかった……。あとは、ここを出て馬を探して、」

「――ぐえっ！」

　後ろを見ながら歩いていたシェリルは、やたらと体の大きい魔物の背中にドンとぶつかってしまった。

「げっほげほげほ！　……ぐげえっ！」

「あっ、ごめんなさい！」

　何かを一心不乱に食べていた牛顔の魔物は派手に何回も咳せき込んだ後、口からかじりかけの赤カエルを吐き出した。ピカピカ光る一いつ張ちよう羅らを着込み、ネクタイを締めた牛魔物は、鼻息荒くシェリルを振り返った。

「おい貴様、さっき俺様を突き飛ばしたなァ～？」

　ヤクザな口調に、興奮して吊り上がった両目。怒りを示すように、牛の耳の間から短い角つのが生えてくる。

　……もしかして、ものすごく怒っている？

「俺様を突き飛ばしといて、謝らんのかいコラァ！　ええ根性しとるやないかい！」

「わ、わざとじゃないの、ごめんなさい！」

　シェリルは頭を深々と下げて謝ったが、牛はますますいきり立った。もしかして、シェリルの真っ赤なドレスを見て、血圧が一気に上がってしまったのかもしれない。

「ごめんで済んだら、裁判所なんかいらんだろーがよぉ！　貴様のせいで、ノドにカエルが詰まっちまって危うく死にかけただろぉが！　どう償つぐなってくれるんだよ、ああん!?」

「ごご、ごめんなさい……」

「そんな小せえ声で謝ったって聞こえねーぞ！　誠意のカケラもねえ人間だな！　悪かったって思うんなら、カラダで示せよ！　そうだなぁ、腕がいいかなぁ、足がいいかなぁ、頭にしようかなぁ……」

　とんでもない！　頭なんかかじられたら死んでしまう！

　シェリルは後ずさり、武器になりそうなものを探して、テーブル上の燭台をつかんだ。

「よ、寄らないで。近づいたら……」

　これが炎なら燃やすことができるけれど、砂の燭台では目め潰つぶしくらいにしか使い道がない。

　――そうだ！　もっと眩しい、目が痛くなるような光を作れば、逃げ出す隙を作ることができるんじゃ？

「やっぱり、丸ごと全部喰いてぇなあ！」

　シェリルはこちらに腕を伸ばしてくる牛男に向かって燭台をかざす。既に〝光のルーン〟が刻まれている銀砂に、重ねて光のルーンを記した。

　その直後、恐ろしい轟音を上げて、明かり砂から稲妻が飛び出した。

「――グギャアア！」

　天井に向かって斜めに飛んだ稲妻は、広間の天井付近を旋回していた、首に白い輪を持つ毛むくじゃらの怪鳥の片方の翼を貫つらぬいた。

「きゃあっ！　何が起きたの!?」

　自分でやっておきながら、わけが分からない。握りしめた燭台では、輝く砂が不気味にプツプツと膨ふくれ上がっている。まるで、沸ふつ騰とう直前のお湯のように。

　――まだ終わっていない、次の稲妻が来る！

　シェリルは慌てた。どうしてこんなことになった？　もしかして、一度描いたルーンを消さずにそのまま次の文字を描いたから？　連語の魔法になってしまった？

　急いで砂を乱して文字の痕こん跡せきを消したけれど、砂からは次々と稲妻が飛び出して、天井へ向かって突き刺さっていく。

「ヒュー！　すごいな、誰の余よ興きようだ!?」

「ははは、誰か知らんが、怖いもの知らずだな～！　城を壊すと、魔王様に殺されるぞー？」

　花火のような稲妻の連打にも、さすがは魔物たち。驚くどころか呑のん気きに見物し、破滅的で面白い余興だと手を打ってはしゃいでいる。

「遊びじゃないのよー！」

　シェリルは燭台を遠くに投げ捨ててしまいたくなったが、さすがにそれは無責任すぎる。

　魔法の効果を消すには、どうしたらよかったのだろう!?　パニックを起こしたシェリルがおろおろしていると、鮮やかな青い布を額に巻いた男が、目の前に滑り込んだ。

　燭台の銀砂に光のルーンを逆から記し、植物の芽のようにむくむくと生えかけていた稲妻の芽を摘み取ってしまう。さらにもう一つ逆文字を描くと、まばゆい光を放っていた砂から、輝きが消えた。

　青年はシェリルの手から燭台を取り上げ、元通りテーブルに戻した。

「大丈夫？　怪我はない？」

　心配そうに振り返った男は、ついさっき踊りながらすれ違った青年イサカルのエドウィンだ。昔は意地悪な子だったけど、大人になって――父親になって、面倒見がよくなったらしい。

「え、ええ。ありがとう……」

「気をつけなよ、ジークの奥さん。半端な知識で魔法に手を出すと、痛い目を見る。君の字は下手だったから、あの程度の稲妻ですんだけれど。――魔物に絡まれたのなら、ちゃんと言えばいいんだよ。私は魔王の花嫁なのよって。そうしたらみんな怖おじ気けづくから」

「違うわっ。私、あんな人と結婚なんかしない！　今だって家に帰るところだったんだから！　それじゃお世話さまでした！」

　シェリルはぷいと横を向いてエドウィンの側をすり抜けようとする。彼は、とっさにシェリルの手首をとって止めた。

　振り返って文句を言おうとするシェリルの目に、大変なものが映った。稲妻騒ぎに喜ぶ魔物たちの向こうに、こちらへ向かおうとする豪ごう奢しやな金髪の男――ジークフリートだ。

　大変だ。派手なことをしてしまったせいで、見つかってしまった！

「助けたお礼に、一曲踊ってくれる？　親友の花嫁さん？」

「え――」

　嫌です。と言いたいけれど、にっこり笑ったエドウィンは強引にシェリルを引っ張っていく。器用に魔物の間を縫い、稲妻騒ぎから十分離れた場所で軽快なステップを踏み始める。

　これが四拍子だと理解したからか、ジークと踊ったときほど足を踏まずに済んだ。

　――十年ぶりに同じ男性に、また無理矢理踊らされていると思うと微妙な気分だったが、エドウィンのほうはシェリルのことをさっぱり覚えていないらしい。

「結婚なんかしないって言ってたけど、どうして？　君はジークが嫌いなの？」

「……嫌いっていうか。怖いし、変だし、魔物だなんて聞いてなかったから……突然すぎて」

　混乱している、というのが正確なところ。

　エドウィンは少し寂しそうに微笑む。

「奥さんになる人でも、やっぱり怖がるのか。ジークの初恋の少女は天使だって聞いていたけど、やっぱりそれは恋に溺おぼれたあいつの妄もう想そうだったんだな」

「……天使？　誰が？」

「君が」

　シェリルは理解できずに目を瞬しばたたいた。どうしてシェリルが天使なのだ。

「このお城ってさ、魔物しか住んでないだろ？　僕たちイサカル――流れの民の一族も、同族のくせに、一人もここには住んでいない。僕が独身の時は三階に間借りしてたけど、結婚と同時に十字の街に移り住んだから、今は人間はジーク一人だけだ」

「どうして誰も住まないの？　こんなに大きくて立派なお城なのに」

「君と同じだよ。怖いから」

「――」

「あいつが魔王になった時、かなりの数の魔物と人間を石化させちゃってさ。一族の長も長老衆も片っ端から石像になっちゃった。まあ説明もなく突然三つ目に変えられて、二度と地上に帰れない魔物の体になったわけだから、荒れるのも当然だと思うんだけどさ」

「えっ――どういうこと？」

「あれ、聞いてない？　――本来なら長の息子が被るべきだった冠を、みんなしてジークフリートに押しつけたんだよ。魔物の体になるのが嫌で、何も知らないジークを騙してさ。……流れの民って、結束が固いんだ。一族みんなが大家族みたいなものなんだけど、それに裏切られたわけだから、相当ショックだったと思うよ」

　シェリルはあまりの衝しよう撃げきに、返す言葉が見つからなかった。呆然としている間にエドウィンの足を踏んでしまったけれど、彼は少し眉をひそめただけで話を続けた。

「めちゃくちゃに暴れるジークを、祖父のリルセンさんが必死に止めてね。リルセンさんを石化させて、ジークはようやく正気に戻ったんだ。後先分からないくらい派手に暴れたのはあれきりだったけど、悩みはいつもあったと思うよ。二人で酒を飲みながら、僕が『辛くないのか？』って聞くと、こう言ってた。『俺には婚約者がいるから大丈夫だ』って」

「婚約者……？」

「そう。自分のことを大好きな可愛い女の子が地上で待ってるから、一人でも寂しくないってさ。とても純真な女の子で、翼をなくした天使みたいなんだってしょっちゅう自慢してた」

「……それ、私のこと……？」

「さあね、僕はその子の名前までは知らない。でも、若葉のような緑の瞳に、髪は秋のクルミ色で、お姫様みたいな立派な家に生まれたのに、差別を知らない無む垢くな少女だって言ってた。利用されるばかりで誰にも愛されなくても、彼女がここに来て自分を愛してくれるから大丈夫だって。その時まで、一人でも頑張れるって。ほらあの犬――ジークの飼ってる黒ジャッカル。なんだっけ？」

「ラエル？」

「そうそう。あの魔物の子供と、同じくらいの身長の少女だったんだってさ。会えない間、せめて彼女を思うよすがにって、ジークはあの子犬を飼い始めたんだ」

　シェリルは呆然と、エドウィンの話を聞いていた。

　確かに……ラエルの身長を思い出してみれば、シェリルがジークに結婚を迫って押し倒した頃にそっくりだ。

「何か怪しいと勘づいていながら、あいつが魔王職を引き受けたのも、お姫様みたいな暮らしに慣れている初恋の女の子をがっかりさせたくなかったかららしい」

「――彼、私のために、魔王になったの？」

　エドウィンは苦笑しながら頷いた。

「それも聞いてないのか？　……何も言ってないんだな。ほんと、困った奴だよね」

　――ジークが魔王になったのは、シェリルのため？

　贅沢に慣れた女の子に、お姫様みたいな暮らしをさせるためだった？

　……そういえば、ジーク本人も言っていた。

　三つ目を見てもシェリルが逃げなかったら、ずっと優しいふりをしてやるつもりだったと。

　その言葉も〝噓つきジーク〟の適当なでまかせかもしれないけれど、もしかしたらあれが、彼の一番本当の気持ちだったのかもしれない。

　ジークは、シェリルのために魔界――新しい法律の国を探し、シェリルのために魔王になって、シェリルに再会する日をずっと待っていた。だけどシェリルは、彼の本当の姿を見て逃げ出した。一度目も。そして今まさに、二度目も……。

　シェリルの胸がズキリと痛んだ。人を傷つけたことが、今になって自分の痛みになって跳はね返ってきたように思えた。

「ジークはさ、すごく早くに母親をなくした上に、父親も同じ人間に惨ざん殺さつされる姿を見てるから、ちょっと歪んじゃってるっていうか……甘えたり、人に心を開いたりするのが苦手なんだよ。キレるまで本当の心を見せないし、キレたらしばらく正気に戻らない。そういう面倒な奴。……面倒だけど、見捨てないでやってよ。――いてっ！」

　ぼうっとジークのことを考えていたシェリルは、思い切りエドウィンの足を踏んでしまった。尖った踵の一撃が猛烈に痛かったらしく、エドウィンはその場にうずくまってしまった。

「ああっ、ごめんなさい！　ごめんなさいっ！」

「――それは天罰だ。エドウィン、人の花嫁に気軽に手を出すな」

　ようやく追いついたジークの不機嫌極まりない声が、シェリルの頭上から響いた。

「手なんか出してないだろ！　僕には、奥さんと可愛い娘たちが家で待ってるんだから！」

　むっとした顔のジークは、エドウィンの手からシェリルの手を奪い取って引き離す。あっと思う間もなく、また足に重たい鎖をくっつけた。

「やめてよ、これじゃ踊れないわ！」

「踊らなくていい。逃げ出した上に他の男の腕の中で踊るとは、あきれた浮気性の花嫁め」

「浮気なんかしてないわ！」

「なら本気か」

「それも違う！」

「言い訳するな。エドウィンとはすらすら踊っていたのに、俺が相手だと、足を踏むばかり。お前は俺よりも、あいつの方が好きなんだろ」

　二人が踊っている姿を、ジークは遠くから見ていたらしい。妖精たちの音楽を思わせる魅惑的な円舞曲も無視して、どこか分からないところへシェリルを引っ張っていく。

　おそらくは、エドウィンからできるだけ遠いところへ。

「俺は知っている。シェリルは、魔法の使える男なら誰でもいいんだろう……三つ目でなければ。俺を好きになった時もそうだった。俺じゃなくて、魔力に恋していたんだ」

　ひどい言いがかりに、シェリルは目を吊り上げて怒った。

「勝手に決めつけないで！」

「真実だ。魔力さえあるなら、年が離れていても、孤児でも、誰でもいいんだ。すぐに好きになって、その大きな瞳で男をじっと見つめて、誘惑する」

「私、そんなに軽い女じゃないわ！　そのひねくれた思考はなに？　私はね、あなたが優しくて、なんでもよく知っていて、ついでに魔力があったから好きになったの！」

「じゃあ今は？　俺は何も変わっていないし、城に来た直後はこの上なく親切に紳士的に接したのに、お前は逃げた。手足が傷だらけになって、屋根から飛び降りるくらい必死になって」

「そ、それは……驚いたからよ！」

「無理しなくていい。魔物の俺が嫌いなんだろう」

　魔王はまだ拗すねている。シェリルは大きく息を吸い込み、幼馴染の顔を見上げた。

「そんなことないわ。……ごめんなさい。いきなり逃げて悪かったわ。もう逃げないから――結婚できそうかどうか、この国に馴染めるかどうかちゃんと考えるから、この鎖を外して」

　シェリルは、誘惑的だと言われた大きな瞳で、じっとジークを見つめる。魔王は、まったく信じていない顔で青い目を細めた。

「急にどうした？　新あら手ての詐欺か？」

「違うわ。エドウィンと話して、あなたも人間なんだなっていうか、本当にジークなんだなって感じたのよ。……もうちょっと、あなたのことを知りたいなって」

「――」

　ジークはまだ、胡う散さん臭くさそうにシェリルを見つめている。

「お願い、私を信じて。絶対に、黙ってあなたの国からいなくなったりしないから」

「……もし噓をついたら、地の果てまで追いかけてお前を食い殺す。それでも？」

「いいわ」

　シェリルが頷くと、ジークはシェリルの足元に跪き、足首に絡みつく鎖を外した。放り出された鎖の端は、蛇のように苦しげにのた打ち回り、近くにあったテーブルの足までひとりでに伸びていって、その一本足をがっちりと捕まえた。

「お前を信じよう」

　シェリルを見つめて、ジークは言った。
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　――宴うたげの夜。

　満月が西の空に沈み、魔界にも静かな夜がやってきたが、ラエルはあまりの悔くやしさに、ひたすらベッドの足をかじっていた。――人間の子供の姿のまま。

「ガルルル、いやじゃ……そんなの噓うそじゃあ！　わしが、この愛らしいわしが、あの鬼おに婆ばばの代わりじゃっただと!?」

　宴の最中、熱心に羊の腿もも肉にくをかじっていたラエルは、魔王様の花嫁となる鬼婆と、時々お城に遊びに来る魔王様の親友の話を聞いてしまった。

『あの子犬、なんだっけ？　ラエル？　そうそう。ジークがあの子犬を飼い始めたのも、君に会えない寂さびしさを埋うめるため。身長が同じだった魔物の子供を、側そばに置いてたんだよ』

　それを聞いた瞬間、ラエルの目の前が真っ暗になった。ギトギトの脂あぶらに絶妙の塩加減が最高においしかった羊の腿のあぶり肉も、口から落としてしまったくらいだ。

「噓じゃ……うそじゃうそじゃうそじゃあぁぁ！」

　ラエルは、自分が魔王様に可か愛わいがられている理由は、「魔王様の一族が魔界に着いたとき、最初に出迎えたジャッカル一族、しかも中でも一番可愛い子犬だから」だと、ずっと誇ほこりに思ってきた。

　それなのに、鬼婆と身長が同じだったというくだらない理由だったなんて！

　噓ですよね、って魔王様に確かめようと思っていた。

　――けれど口に出すまでもなく、それは真実だと証明されてしまった。

　ラエルは朝晩二回、犬の姿で魔王様と散歩するのを心から楽しみにしている。

　が、昨夜の魔王様は、鬼嫁の機嫌をとるのに忙しくて、夜のお散歩をころっと忘れてしまったのだ！　しかも、「今日は忙しいんだ、すまない」という一言さえなく。

「今夜は、わしら犬族ジヤツカルの大好きな満月の散歩じゃったのにいい！　ぐるるるぅ！」

　人間の子供姿のまま、ラエルは拗すねて自室のベッドの足をかじりにかじった。

　腹立たしいやら悔しいやら。あの人間に嚙かみついて喉笛を食いちぎってやりたいけれど、そんなことをしたら魔王様にこっぴどく怒られるのは目に見えている。

「なんとか……なんとか、あの鬼婆をぎゃふんと言わせて追い出してやる方法はないものか。魔王様の寵ちよう愛あいは、わしだけのものじゃあ……！」

　ラエルは夜を徹して、『鬼嫁追い出し作戦』を考え続けた。
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　朝起きた時、シェリルの部屋のテーブルには一枚の紙切れと、古びた鍵が置かれていた。




〝おによ目、魔界一ぅまい砂糖菓死屋、おしエてやる。

　わしの好物、お星さまの形のコンベイトゥじや。

　たくさん買ってきたら、昨夜のプれい、ゆる[image: ]てやる。――らエル〟




　シェリルは、読みにくい手紙に目を落とし、首をひねった。

「……うーん。たぶん、『コンベイトゥ』は金こん平ぺい糖とうのことで、『プれい』は無礼、よね」

　特に何のプレイもした覚えはないのだから、きっとそうだろう。

　ようするに、お菓子を買ってきたら仲直りしてくれる、という手紙らしい。

「鎖で引っ張りまわされて、私の方が苛いじめられた気もするんだけど……」

　とはいえ、わざわざ魔物の子供が慣れない筆ひつ跡せきで、仲直りの手紙を書いてくれたのだから、無視するわけにもいくまい。

「それで、その砂糖菓子屋はどこにあるの？」

　シェリルが書き置きを裏返してみると、城内の地図らしきものが描かれていた。

「お城の地下から、秘密の通路を通って……街まで繋つながっているの？　すごいわ。ちょっと楽しそう」

　シェリルは手紙をたたみ、小さな冒険のために身み支じ度たくを始めた。







　カツン。カツン。

　地獄の底へ続くような暗い階段に、足音が何重にも響き渡る。

　真っ暗な階段を、シェリルはランプ一つで照らしながら下りていた。

　城の廊下には充分な砂の明かりがあったが、この苔こけむした裏階段は普段誰も使わないのか、明かりが一いつ切さいなかった。シェリルは周辺のガラクタ部屋から古びたランプを探し出し、重厚な扉と鍵に守られていたこの秘密階段へと足を踏み入れた。

「それにしても、長い階段……どこまで続くのかしら」

　見上げても、見下ろしても闇また闇。

　まるで夢でも見ているような気分になってくる。あるいは、時間が止まってしまって、永遠の闇に捕らわれているような幻想につきまとわれる。どこから吹くのか、ときおり生暖かい風が女の吐と息いきのように吹きつけては、不気味に炎を揺らす。

「あ」

　ふいに、ランプの明かりが違う方向に大きく揺れた。

　微風に導かれてさらに数段下りると、ようやくシェリルの目の前に道が開けた。

　一本の狭い通路が、延々と先に向かって延びている。

　ラエルの地図を確かめれば、ここから先は「十字の街」となっている。

「ここが街？　……ずいぶん、不気味な感じだけど」

　魔界のお菓子屋さんだから、こんなものだろうか。

　シェリルは、小さなランプで真っ暗な回廊を照らし出す。

　どこまでも続く長いレンガ壁と、左右の壁のところどころに〝三つ目〟に似た三つの丸模様の刻印がある。天井には魔法文字の変種である〝同どう幹かんのルーン〟が刻まれている。一つの長い線を基本に枝葉が出るように記された続け字は、難しすぎてとてもシェリルには読み取れない。

　人の気配はまったくなく、十字の街どころか、十字路のひとつさえないように見える。

「奥に進めば、そのうちお店があるのよね……？」

　ラエルが噓をついたとは思いたくない。

　シェリルは、カツン、と乾いた足音を響かせて秘密通路を歩き始めた。

　どこまでもどこまでも、暗い一本道は続いた。

「……油、足りるかしら」

　ふと心配になって、シェリルは憂ゆう鬱うつな視線を手元に落とした。古びたランプのオレンジ色の炎は、城を出た時より一回りくらい弱くなってしまっている。

　どうしよう、あんまり奥まで行くと、帰りの油がなくなってしまうかもしれない。

　早足になりかけた時。

　――ドンドンっ！

　突然、扉を叩く音が響いた。息を凝こらして通路の先を見つめると、真っ暗な廊下の少し奥で、壁に作りつけられた小さな木戸が開くのが、室内からの明かりで見えた。

「ひーっ、酔った酔ったぁ～！」

　ワイン樽だるくらいの高さの扉から、つま先まで髭ひげを伸ばした小柄な老人が出てくる。顔を真っ赤にして踊るように通路で回転すると、硬直して突っ立っているシェリルの足にぶつかった。

「なんだぁ、この棒は？　うーん……？　ここは牢ろう屋やかぁ？」

　道の真ん中にだらりと寝そべった老人は、シェリルの足をぺちぺち叩く。

「きゃあ！　何するの、それは私の足っ！」

　シェリルは飛ぶようにして酒乱老人の手から離れた。

「おおっ？　こりゃ失礼！　失礼千せん万ばん！」

　酔いどれ老人は肘ひじをついて、上半身だけを起こす。シェリルの体を順に見上げていって、顔に視線が届くと、驚いたように眦まなじりを上げた。

「よぉ姉ちゃん。おめぇ、キレイだねぇ。まるで人間みてぇだ……ヒック！」

「正真正銘の人間よ」

「ほお。そりゃ珍しいな。上ならともかく、この地下街に人間が来るなんて……」

「そうなの？」

「ああ、ここらは魔界の中の魔界だからよ、ヒック！　それより姉ちゃん、まだ先に行くのか？　だったらここらでランプの油を買ってかねぇか？」

　老人は持っていた杖つえを伸ばし、シェリルのランプをつついた。ランプが大きく揺れ、炎の芯がジジッと音を鳴らしたが、油の跳ねる音はまったく聞こえなかった。

「こりゃあもう油切れ寸前だな！　――大丈夫かのう、この回廊で真っ暗になったら、〝アイツ〟がやって来ちまうのに……」

「アイツ、ってだあれ？」

「この地下街の支配者で、そりゃあ恐ろしい奴じゃよ。――いやいや、心配せんでええ！　可愛い姉ちゃんには、このゴンゴラ爺じいさんが、安～く油を売ってやるよ。明かりさえあれば、もう何も怖いことはないからのぉ！」

　陰いん鬱うつな表情で脅おどしたかと思うと、爺さんは満面の笑みで油を売り込み始める。

　この爺さんは、商売上手らしい。

　髭の老人は出てきた扉の中に入っていくと、顔を赤くしながら油のたっぷり入った壺つぼを持ち出してくる。

「うんしょ、うんしょ！　――これ、若いもんが何をぼさっと突っ立っとる、手伝わんかい！」

「あ、はい！」

　シェリルは、爺さんを手伝って油壺を扉の外に運び出す。爺さんの家の中には、たくさんの油壺と、壁に大小いくつものランプが並んでいた。この老人は、ランプと油屋を営いとなんでいるようだ。

「よーし！　この壺一つ、10ドロップでどうじゃ！」

「……ドロップ？」

　自信に満ちた爺さんの声に、シェリルは耳を疑った。「ドロップ」というのは……あれでいいのだろうか？　喉が痛む時に舐なめる、丸くて甘い、カラフルな飴あめ玉だま――。

　それを十個？

　……そんなもので買い物するなんて、本気だろうか？

「この最高級の油がたったの10ドロップじゃぞ！　安すぎる？　そうじゃろそうじゃろ！」

　爺さんが売りつけようとする油壺を覗のぞくと、小さな羽は虫むしの死し骸がいが幾つも浮いていた。しかも、かなりいやなにおいもする。どんな動物――あるいは魔物――の脂あぶらを絞って作ったものなのか。

「あのぅ、私ドロップを持っていないんだけど……この宝石ではどう？」

「なんだと？　こんな石ころで、わしの最高の油を買おうだと？　舐なめるんじゃねえ！」

　シェリルは耳飾りにしていた翡ひ翠すいを片方差し出したけれど、爺さんは白はく眉びを吊り上げて怒り始めた。さっきまでの、好こう々こう爺やの面おも影かげはどこにもない。

「生きた人間が、ドロップを持ってねえはずねーだろーが！　さあよこせ、今すぐよこせ！」

「えっ……で、でも」

「ほおぅ、どーしても払う気がねぇんなら、こっちから取り立てるしかねえなぁ……！」

　爺さんは不気味に笑い、杖の持ち手をひねって短刀のようなものを取り出した。

「ひっ……！　さ、さよならッ！」

　シェリルは一、二歩後ずさりすると、一いち目もく散さんに逃げた。

「逃げるんじゃねぇ～！」

　爺さんは追いかけてきたのだが、酔っていたせいかすぐに転んでしまった。その場で杖を振り回し、腹いせに壁や床を殴っている音が聞こえる。

「戻って来いこの野郎ぉ！」

　罵ば倒とうの声が聞こえなくなるまで、シェリルは走った。

「ふう。疲れた……」

　善良そうなお爺さんだったのに、いきなり刃物を出すなんて。やっぱり魔界の街には、魔物級に性た質ちが悪い人が住んでいるらしい。

　シェリルは気を引き締めて歩き続けた……が、どこまで歩いても何もない。

　暗い秘密回廊はまた、誰もいない、なんの物音もしない、無限回廊と化してしまった。

　最初は緊張していたシェリルも、だんだん退屈になってきた。

「変な魔物が出るのも嫌だけど、何もないのも退屈ね……。暗いし、眠くなってきちゃう」

　歩きづめで足が痛くなってきたところだし、どこか休きゆう憩けいできる場所でもないだろうか。ランプ屋のような木戸を探しながら歩いていると、ふっと鼻先に甘い花の香りが漂ただよった。

「――おや、綺麗なお嬢さんがいる」

　艶つやめいた少年の声が、回廊に響いた。

　ハッと眠い目を上げると、廊下の片隅に腕を組んで寄りかかる少年がいた。

　黒い巻き毛に、雪のような白い肌。少女にも思える美しい少年だ。シェリルと同年代に見えるが、黒こく檀たんのような瞳がわずかに濡れたように輝いていて……妙に魔的というか、長年の手て練れん手て管くだに長たけた色香を醸かもし出している。着ている服も、「湯上がりなの？」と訊きたくなるほど着崩れていて、火ほ照てった肌を露出している。

　見せびらかすように大きく開いた胸元の、鎖さ骨こつのすぐ横には、口づけでも誘うように赤あか薔ば薇らの刺いれ青ずみがあった。












　印象的な少年の黒い瞳にじっと見つめられ、シェリルはどぎまぎした。

「眠そうだね。疲れているなら、僕の部屋で休んでおいきよ？」

　少年は舌した舐なめずりするように唇を湿しめらせ、シェリルの側に近づきながら微笑みかける。

「えっ……でも」

「君は可愛いから、特別にサービスしてあげる。人間、だろう？　しかも初めてだね――この街に来るのは」

　少年がシェリルの側までやって来ると、くらくらするような甘い香りが全身を包む。すっと手首を取られると、急に体がとろんとけだるくなった。

「はじめての子は、すぐに分かるよ。いい香りがするから。さ、こっちにおいで」

　少年は、いつの間にか回廊に出来ていた扉の前にシェリルを連れて行く。扉の中央やや上部には、壁のところどころに刻まれているのと同じ〝三つ目〟の印があった。

「だ、だめ。男の人の部屋になんか入れないわ！」

　シェリルは腕を振り払おうとしたが、反対に指を絡からめてぎゅうっと手を握りしめられた。

　ゆっくりと肌を滑すべり合わせるような、ゾクゾクするような握り方だった。

「っ！　ちょっと！」

「こんなので赤くなるの？　やっぱり〝上〟の子は好きだな。魔族の女と違って、純真で……手もマシュマロのように柔らかい。一度人間の女を知ったら、やみつきになるよ」

　少年は、上機嫌のネコのようにくすくす喉のどの奥で笑う。シェリルは一生懸命、絡みついてくる手を振り払おうとした。

「い、いけないわ。知らない女性を部屋に連れ込むなんて！」

「ちょっと休むだけさ。人生には、休息も必要だよ。……快楽の極きよく致ちを教えてあげる。僕のベッドに泊まって目覚めたら、踊り疲れた足も、ストレスに凝こりきった肩も、毎夜君を悩ませる悪夢も、全部スッキリ治っているよ。一晩たったの、３ドロップだ。こんなにサービスのいい治療宿、３ドロップでいいなんて、まずないよ？」

　なんだ、ここは怪しい場所じゃなくて、ただの治療院なのか。それなら……。

　と、誘惑されかけた瞬間。少年は扉を開け、室内にシェリルを引きずり込もうとした。それと同時に、頭が痺しびれるような甘い香りを思い切り吸い込み、手足から力が抜けそうになった。

「ふふふ、いい香りだろ？　心を安らげさせる効果があるんだ。さあ早く部屋にお入り。客の回収に手間取っていると、アイツが街にやってきて、僕の獲物を横取りしてしまうから……」

　また〝アイツ〟だ。ふらつくシェリルを支えながら扉を閉めた少年に訊く。

「アイツって誰――？」

「十字の街の元もと締じめだよ。そんなことはいいから、さあ、ベッドへ……」

「だめよ……。私、ドロップ持ってない……」

「くすくす。はじめての子は、みんなそう言うんだよ。自分の価値を知らないんだ。大丈夫、僕に全部任せてくれればいいから……」

「うん……」

　魔法をかけるような甘い響きの声に頷うなずいて、シェリルは少年と寄り沿うようにして歩いた。

　大きな白い寝台の上に、妙な形の影が落ちた。ぼやけた頭にもささやかな違和感を覚え、シェリルは少年の顔をもう一度見上げる。

　美び貌ぼうはそのままに、少年の黒髪の頭部にはくねった山や羊ぎの角が生えていた。人間そっくりに見えた足元からは、ラクダの蹄ひづめと足首が覗いている。もともと着崩れたような服装をしていた少年だったが、シェリルを抱き寄せた上半身は、いつの間にか裸だった。下半身は獣なのか、へその辺りから、びっしりと茶色の毛が生え始めている。辛かろうじて下した履ばきは身につけているが、今にも腰から滑り落ちそうだ。

「きゃあああ！」

　シェリルは思い切り少年を突き飛ばし、ベッドから遠ざかった。

「どうして脱ぐの!?　こっちに来ないで！」

「あっ、待ってよ！」

「さよなら！」

　シェリルは甘い香りの充満した部屋を飛び出し、全力で通路の奥へと走った。後ろから、乱れた蹄の音が追って来たけれど、根性なしなのかすぐに止んでしまった。

「何するお店だったのよ、あれは……！」

　廊下の冷たい空気で、すっかり目が覚めた。変な香りにうっかり誑たぶらかされて、とんでもないお店に踏み入ってしまった！

「あんな危険な店が出てくるなんて……気をつけないと！」

　シェリルは甘い香りを振り払うように頭を振って、歩き始める。

　……ぐぅ、と気の抜けた音がした。腹の虫の音だ。

「そういえば、朝ごはんも食べてなかったわ……おなか空すいたなぁ」

　城を出てからどれだけ時間が経ったのか分からないけれど、もうお昼が近いに違いない。

　――ジュウッ!!

　何か食べたいわ、なんて思いながら歩いていると、突然、魅惑的な音が聞こえた。

　しかも、香ばしいスパイスや燻くん製せい肉の香りもする。

「おいしそうな、いい匂い……」

　つられて歩いていくと、廊下の左側に奇妙な文字が描かれた木の扉を見つけた。文字の上には三つ目印、さらに上には鉄てつ格ごう子しが嵌はまった小窓がある。とても頑がん丈じようそうな扉だ。

　ジュウウ……ジュウ……ジャッ！

　一流の料理人が豪快に素材を炒いためる音が、鉄格子の向こう側から聞こえてくる。シェリルは背伸びして、こぼれるほどに明るい光の漏もれてくる鉄格子の奥を覗き込んだ。

　扉に背中を向けた、巨漢の料理人がいた。

　ピンク色の豚頭に、垂たれた豚耳……よく太った全身には、ちょっぴり産うぶ毛げが生えていて。

　間違いなく、ブタだ――。

　豚の料理人は、今にも弾はじけそうな白いコック服に身を押し込み、割れた右手の爪には太い鉄の刺さす叉またを握って調理を続けている。もう片方の手では、人の脛すね一本でも丸々調理できてしまいそうな大きな料理鍋を揺らしている。

　豚料理人の耳が、ピクピクっと震ふるえた。

「いらっしゃい！　今日もいい肉入ってるぜ。南部のエディーラ人の子供の腿もも肉にくに、スティルード人の胸肉、ラーグンヴァルドの女の肉も入ってる！　言うまでもねえと思うが、うちは人肉専門の高級料亭だからドロップの支払いはお断りだ。砂で払ってくれや」

　――人肉、専門……？

　シェリルの全身から、一気に血の気が引いた。

　うそでしょ……人間を料理して、食べてるっていうの――。

「フンフン！　あんた、人間の匂いがするな！　材料持ち込みか？　だったら割引にしてやるよ。見せてみな」

　たっぷり太った豚コックは、そこでシェリルを振り返った。

　つやつやの顔に満面の商売笑顔。どこをどう見ても人間のシェリルの顔に気づくと、潰つぶれたような垂れ目を思い切り見開いた。

「なんだ、持ち込みじゃなくて材料そのものか……料理の匂いで鼻が鈍にぶったな」

　料理人は独白すると、ハッとしたように大きな声で言った。

「い、いや、なんでもねぇ！　へいらっしゃい、お客さん！　遠慮せずにそのドア開けて入って来いよ！　腹減ってんだろ？　美う味まいメシ、腹一杯食ってけや！　俺のにんげ――い、いやインゲン？　そう、インゲン豆の料理は絶品だって、十字の街でも大評判なんだぜッ！」

「……まめりょうり？」

　うそだ――。だってさっき、人肉専門って言った！

「さっきのは軽～い冗談だって！　あんた人間だろ？　砂持ってねぇんなら、ツケにしといてやるからよ。……さあ、開けて、入って来いって」

　猫ねこ撫なで声の囁ささやきに、シェリルの第六感が危機を叫ぶ。

　絶対にこの扉を開けてはいけない、開けたが最後、生きて出られないと。

　シェリルは、そろり、そろりと後ずさった。

「なぁ待てよ。ホントにここは普通の飯めし屋やなんだって！　いい匂いだろ？　もうすぐこの最高の豆料理が出来上がるところだからさ。……な、ちょっとだけ、開けてみろって」

　扉の向こうからは、相変わらず、吐き気がするほどおいしそうな香りが漂ってくる。

　後ずさりしすぎたシェリルの背中が、通路の反対側の壁にドンと突き当たった。

「そう逃げんなよ。最近俺さ、骨っぽい奴……いや、貧乏臭い奴……じゃなくって、枯れ切ったババァ……、うーん、なんてぇの!?」

　ブタ主人はカタン、と刺叉を脇に置く。鍋からも手を離し、調理台に置いてあった大きな包丁に手を伸ばした。

「――！」

　悲鳴を上げたいけれど、怖くて声も出ない。

　今こそ全力疾走で逃げるのよ、と頭の奥で本能が叫んでいるけれど、怖すぎて足に力が入らない。蜘く蛛ものように壁にへばりつき、膝ひざを震わせているのが精一杯。

「――てめェーみてぇに美う味まそうな女の肉、喰ってねえんだからよォォォ!!」

　豚魔物の絶叫が響いたかと思うと、鉄格子の隙間から飛んできたものが、ズドッ！　と音を立てて、シェリルの耳のすぐ脇のレンガの壁に突き立った。

　横目で見ると、シェリルの前腕一本分はあるような、大きな肉切り包丁だった。

　頰ほおに痺しびれるような痛みが走り、左耳の側の髪束が切られてハラハラと舞った。

「あけろォォ！　出せぇ！　てめえの生肉食わせろォ！　この小娘が、いい匂いプンプンさせやがってよぉ！　もう我慢なんねぇんだよ!!　肉！　肉肉肉～～～ぅぅぅ！」

　よだれを鉄格子から撒まき散らしながら、豚主人はガタガタと鉄格子を揺さぶった。が、その扉は中からは開かないらしい。シェリルがほっとした時、小窓から主人の姿が消えた。

　諦あきらめてくれたようだ。

　今のうちに逃げよう――と思った時、豚料理人は、細くてとても長い包丁を持って、再び窓辺に現れた。

　何かを切断した直後だったのか、その刃はべっとりとした赤い血で、ぬらぬらと輝いていた。

「逃がしゃしねえ……」

　豚男の執念深い声を聞いた時、シェリルは本気で死の恐怖を感じた。

　このままじゃ殺される！　格子の向こうから包丁の狙いをつける豚主人の顔に向かって、シェリルは右手のランプを投げつけた。ギャッと悲鳴が上がるのと同時に駆け出した。

　全身全霊の力を振り絞って。

　真っ暗闇に片手を壁につけ、手探りで。

「俺の肉ぅぅぅ！　このくそアマ、待ちやがれえぇぇ……！」

　恨めしそうな声がどこまでもどこまでも追ってくる。よろよろとしたシェリルの走りは決して速くなかったけれど、扉に閉じ込められた豚主人が追いかけてくることはなかった。

「あっ！」

　くたくたに疲れきった足がもつれ、シェリルは転んでしまった。

　苦しい息を整えて顔を上げると、真っ暗闇の中にただ一人、ぽつんと取り残されていることに気づいた。

　……豚主人の声は、もう聞こえない。

　だけど、もう明かりもない。

　何も見えない。

　音も聞こえない。

　帰り道さえ、わからない。

「いやぁ……！　どうしてこんな場所に案内したのよ！　ラエルの馬鹿！」

　怖くて、立ち上がれない。

　誰もいないように見えて、ここには突然魔物が現れる。だんだんエスカレートしてくる魔物たちが！　ひたひたと恐怖が忍び寄ってきて、シェリルはその場にダンゴムシのように丸まって泣き喚わめいた。

「帰りたい……魔界なんか嫌い！　みんな嫌いっ！」

　甘い言葉でシェリルを騙して、ひどい目に遭わそうとする。カーデュエイルなんか嫌いだ。明るくて暖かな地上に戻りたい！　お日様の照らす大地、平和な人間の王国に！

「誰か助けて……っ！　誰かあっ！」

　シェリルの脳のう裏りに、目の数が一つ増えた幼馴染おさななじみの青年の姿が浮かぶ。

　そもそも、シェリルをこんな王国に招いた張本人。魔界の王となった彼なら、名を呼べばきっと助けに来てくれるだろう。

　どんな魔物に襲われたって、魔王というくらいだからなんとかしてくれるはずだ。でも、彼の名を呼ぶのは――すごく癪しやくだ。

　困った時に名前を呼ぶなんて、心を許したと認めているみたいだから。

「とにかく助けてよ――っ！　あなた三つも目があるんだから、私が困ってるのも、きっと見えてるんでしょ！」

　ヒステリックに我わが儘ままなことを喚わめいていると、どこか遠くでシャララン、と軽やかな鈴の音が聞こえた、気がした。

　シェリルは新しい魔物の気配にびくりとした。

　――気をつけろ。暗闇になると、アイツがやって来る。

　魔物男たちが声をひそめて教えてくれた言葉が、ぞっとする冷たさを伴ともなって胸に響く。

　――客の回収に手間取っていると、アイツに獲物を横取りされてしまう。

　シャンシャンシャン……、という涼やかな鈴の音はだんだん近づいてくる。歩く速度よりも遙かに速い。

　回廊の果てに、ポッと小さな明かりが灯るのが見えた。

　明かりはあっという間に近づいてくる。左右に並んだ小さな光は、まるで先さき触ぶれの妖精のよう。お祝いする子供たちのように、甲かん高だかい声で賛歌をうたっている。

　――ねえ聞こえて、くるでしょう！

　――鈴の音が、すぐそこに！

　――聖十字セント・クロスが町にやって来る！

　――聖十字がこの町にやって来るよ～セント・クロス イズ カミング トウ タウン！

　光の粒たちは、シェリルの前で踊るようにくるりと回り、素早く通り過ぎていった。

「なんだ、町にやって来るのは、サンタ・クロースなのね」

　シェリルはほっとした。ランプ屋と治療宿の魔物たちは怖がっていたけれど、サンタ・クロースといえば子供たちに贈り物をくれる、善よい魔物の代表だ。地上では冬の聖夜クリスマスにしか出てこないと思ったら、魔界に隠れ住んでいたのか。

　シェリルはもう十八歳だけれど、成人しているからってまさかサンタさんに苛いじめられることはないだろう。シェリルは立ち上がって服の埃ほこりを払い、身み繕づくろいしてサンタの到着を待つ。

　季節も夏だし、プレゼントがもらえるとまでは思わないけれど、恐ろしい魔界の地下街で、名前だけでも知っている人に出会えるのはとても心強い。

「早く来ないかしら、サンタさん」

　サンタがやってきたら、出口の場所を教えてもらおう。

　シェリルが鈴の音に耳を傾けて鼻歌をうたっていると、やがて赤い鼻を光らせ、立派な角を持つトナカイに引かれたソリが、シェリルの目前に滑るようにやって来た。

　大きなカンテラが一つソリに吊るされていて、中にはふくよかな体に白しら髪が白しろ髭ひげの、優しそうな初老男性が乗っている。

「おや、お嬢ちゃん、見かけない顔だね。私の街にようこそ！」

　サンタは愛想よく笑顔で言った。シェリルもにっこりと笑顔を返した。

「こんにちは、サンタさん！」

「おお、ずいぶん訛なまった発音だ！　私はサンタではなく、セント・クロス、だよ」

「？」

　サンタ・クロースではない……？　でっぷり太った体に、赤い上下の衣装。ソリを引くのは鈴をたくさんつけた、赤鼻のトナカイ。どう見てもサンタ・クロースだと思うのだけれど？

「可愛いお嬢ちゃん、きみは十六歳くらいかな？　きみには、これをあげよう！」

　サンタの後ろには、大きな白い袋と黒い袋があった。老紳士はごそごそ白い袋をかき回し、小さなハート形の玩具おもちやをくれた。錆さびたねじやぜんまいが見えていて、あまり綺麗じゃない。しかも、何に使うのかも分からない玩具だ。

「なあに、これ？」

「機械仕掛けの心臓だよ。本物の心臓をなくした子が、冷たくなって死んでしまわないようにね。私は子供好きだから、無邪気な子供たちを殺してしまうのには心が痛むんだ」

　サンタはにっこり笑って、贈り物を手にしているシェリルの腕をがっちりとつかんだ。

　――心臓をなくす？　子供が死んでしまう？　呆ぼう然ぜんと凍りついたシェリルに、サンタは不ふ吉きつな笑みを浮かべ、秘密を囁くように耳元で言った。

「実は私は、子供の心臓が大好物なんだよ。お嬢ちゃんの心臓を、おじさんにおくれ」

「きゃあああ！」

「おお、お嬢ちゃん、怖がらないで！　すぐに私特製の機械の心臓と取り替えてあげるから大丈夫だよ！　ちょっと痛むだけで、死んだりはしない。一時間おきにねじを巻いておけば、永遠に死ぬことはない素敵な心臓だ！　ほーら、きみだって長生きがしたいだろう？」

「やめてやめてっ！　助けてーっ！」

　長生きはしたいけど、機械の心臓なんて嫌だ！

　怪力のサンタはシェリルを離すどころか、軽々と少女をソリの上に引きずり上げる。トナカイを繋つないでいるのと同じ革かわ紐ひもで腕を縛しばり上げると、荷台の後ろからのこぎりを取り出した。

「さあ、五分だけじっとしておいで。暴れると手元が狂って余計に痛い思いをするからね」

「いやああぁああっ！　助けてジーク！　ジークフリ―――トぉぉ！」

　シェリルは夢中で叫んだ。機械の心臓になってしまうなんて嫌だ！　人生が冷たくなってしまう！　――こんなことになるなんて、私が何をしたって言うの！

「私、もう十八歳で大人よ、食べてもおいしくないーっ！」

　サンタはシェリルをうつぶせにソリに押しつけ、背中側から心臓の位置を探して手を置いた。

「その若さなら、全然問題はない。年寄りの心臓だと、長年の苦難や悲しみのせいで、ひどく苦かったり酸っぱかったりして、強い酒に漬つけてアク抜きしないと食えたもんじゃないがね。十八歳なら十分生で喰える。……さあ、可愛い心臓はどこかな？」

「いやーっ！　ジーク、ジークぅ！」

「怖がらんでいい。恋人なら、手術後にもまた会えるよ。心臓をなくしたことなんて、隠しておけば誰にも分からない。素知らぬ顔でニコニコっとしておけば、たいていの男は、彼女から心臓ハートがなくなったことなんて気づかないもんさ！　――おお、これは力強くて元気な心臓だ！」

「気づくに決まってるー！　やめてぇ……！」

　シェリルの背中を探っていたサンタは、心臓の場所を見つけて顔を輝かせた。施せ術じゆつに入るべく、シェリルの服を破ろうと襟に手をかける。

　――キィ、とまたどこかで扉が軋んだ。捕まったシェリルの耳には、サンタが用意した機械の心臓が動きだす音に聞こえて、あまりの恐怖に意識を失いかけた。

「おかしいな……。さっきこの辺りから、シェリルの声が聞こえた気がしたんだが。美う味まそうな赤あか鹿じかと、老ろう翁おうしかいない」

　聞き覚えのある青年の声が響き、足音が近づいてくる。

「すまないがそこの翁おきな殿どの、この辺で美しい娘を見なかったか？」

　近づいてくる声は、間違いなくジークのものだ。が、不思議そうな彼の位置からは、ソリに縛りつけられたシェリルの姿が見えていないらしい。

　ハッと息を呑んだサンタは、とっさにシェリルの口を塞ふさぎ、笑顔で振り向いた。

「む、娘？　見ておらんよ！」

「おかしいな……。確かに、俺を呼ぶ声だったんだが」

　ジークはシェリルの姿を探して、辺りに視線を送る。

「――いや、さっきチラッと見たのを思い出した！　あっちの扉の奥に入っていったな！」

　まずいと思ったらしく、サンタは、壁に「三つ目印」が刻まれている部分を適当に指差す。

　どうやら、あの印のあるところに扉が発生するらしい。シェリルは必死に声を上げてジークの注意を引こうとしたけれど、サンタの大きな手は窒ちつ息そくさせんばかりにシェリルの鼻と口を覆おおっていて、微かすかな声さえも漏らせない。

「――っ！　……!!」

「あの扉か。礼を言う」

　あっさりとジークはソリに背を向け、サンタの指差した扉の方に行ってしまおうとした。

　待って、行かないで！　ジーク、お願い助けてえ……っ！

　祈る気持ちで心で叫ぶ。

　ふっと、ジークの足が止まった。

「いや、待てよ？　シェリルがそんな所に行くはずがない……。あの娘こは、この魔法の扉の開け方さえ知らないはずだから」

「い、いや、ちょうど扉が中から開いて、店主が彼女を中に呼び込んだんだよ！」

「ああ、そういうことか」

　サンタの返事に納得して、ジークはすたすたと三つ目印の下まで歩いていった。壁に右手をかざし――かけて、また動きを止めた。

〝早く行っちまえ！〟というサンタの念と、〝お願い行かないで!!〟というシェリルの祈りが、ジークフリートの背中に注がれる。

　当の三つ目男は壁の前に立ち尽くしたまま、優雅に首をかしげた。

「しかし、シェリルは魔物嫌いだぞ……。見慣れない魔物にほいほいついていくとは思えない。もしかして、老翁が見たのは、俺の恋人ではない娘かもしれないな。よし、念のために確かめておこう。――翁殿、その娘は何色の髪をしていた？」

　サンタはとっさにソリの中を振り返り、シェリルの髪を確認して叫んだ。

「キツネ色だ！　手入れの行き届いた、綺麗な金茶の髪のお嬢ちゃんだったよ！」

　勝ち誇ったようにサンタは言ったが、ジークの表情はすっと訝いぶかしげになった。

「なぜそこで、ソリの方を見る？　……まるで、そこに誰かがいるようだが？」

「うっ！」

「もしや貴様、俺の可愛い花嫁を暗がりに連れ込んで、不ふ埒らちな振る舞いに及ぼうというのではあるまいな？」

「ま、まさか！　そんなことはしておらんよ……本当だよ！　は、ははは！」

　早足に近づいてくるジークにぎろりと睨にらまれながらも、サンタは笑って誤ご魔ま化かそうとした。ジークの第三の瞳は、同じ金色の前髪の影になっており、森に隠れる虎とらのように目立たない。サンタは、彼が魔王だとまだ気づいていないようだ。

　シェリルは動揺したサンタの手が緩ゆるんだ隙をついて、精一杯の悲鳴を上げた。

「ジ……ク、た、す……てぇっ！」

「シェリル!?」

　途切れた悲鳴を聞いたジークフリートの顔に緊張が走った。長い金髪の一本一本が蛇になって動きだしそうなほどの威圧感が、回廊に満ちる。

「爺じじい、俺の花嫁を横取りしようとは、いい度胸をしているな――」

「くそ、バレてしまってはしょうがない！　誰の花嫁だろうが知るものか、これは私の獲物だ、それにここは私の街だ！　逆らうと、この暗黒地下街の支配者・聖十字セント・クロス様が容よう赦しやせんぞ！」

　ジークのことを「ただの人ひと形がた魔物、しかもあまり頭がよくなさそう」と思い込んでいるサンタは片手にのこぎりを振り上げ、もう片手でビシリと鞭むちを鳴らした。

　ジークは、傲ごう岸がんな表情に、幼子の我わが儘ままを許すような優しい声こわ音ねで言った。

「ほう、どう容赦しないのか、見せてもらおう」

　サンタは大きく息を吸い込み、口から猛烈な吹雪ふぶきを吐き出した。

「――この程度で、支配者を名乗るつもりか？」

　サンタの息が途切れた時、ジークが言った。顔を庇かばっていた腕を下ろして、まとわりつく雪を振り払う。額に落ちる前髪を一気にかき上げて、魔物サンタを凝ぎよう視しする。

「せめて俺が氷ひよう像ぞうになるくらいまで、吹雪を吐いてみせたらどうだ」

「ひ……ひいいっ！」

　サンタの恐怖に満ちた悲鳴が聞こえ、手からのこぎりが滑り落ちる。シェリルはとっさに視線をそらしたが、見なくても想像はついた。サンタが、ジークフリートの邪じや眼がんに気づいたのだ。

「俺はもっと凍こごえる寒い夜を知っている。お前にも教えてやろう――石となって、永遠に凍りつくがいい」

「うぐっ！　もっ、もしや貴様、カー……デュエイルの、魔……王――」

　強い魔力を持つサンタは、ジークに睨まれたとき声すら出なかったシェリルとは違い、精一杯抵抗しようとしていた。恐ろしい第三の瞳が、シェリルのすぐ隣のサンタを睨んでいると分かっていたので、シェリルはしっかりと視線をそらし、胸の中で五秒を数えてじっとしていた。

　五秒目に、シェリルの腕を縛る紐が、ジークの鋭い爪によって切断された。

「――シェリル!!」

　切せつ羽ぱつまった男の声が響き、俯うつむいたまま身動き一つしないシェリルを抱き上げる。

「ああ、どこをやられた？　傷を見せろ……いま治癒魔法をかけるから――死ぬな！」

　凍りついたシェリルを、死にかけていると誤解したらしい。

「ジー……ク」

　声が震えたのは、必死に揺さぶられたせいだ。

「苦しいのか？　どこだ!?　ああシェリル――シェリル！　お前がいなくなったら、俺は……！」

　生きていけないと言うように、ジークは震える腕でひしとシェリルの体を抱きしめた。背骨が折れそうなほどに強く抱かれ、今度は苦しくて息ができない。

「怪け我がなんか……して、ないわ。……そんなに抱きしめないで。苦しい、わ」

　ようやく告げると、コルセットよりもきつく体を締め上げている腕がふっと緩んだ。

「怪我していない？　――だが、頰が」

　前髪だけで三つ目を隠した魔王は、じっとシェリルを見つめる。二つの青い瞳は心配ではちきれそうだった。そっと、豚料理人の包丁に傷つけられた頰をたどる。

「かすり傷よ。あなたと目が合うと怖いから、俯いていただけ。死にかけてたわけじゃないわ」

　元気だという証あかしに、両腕を動かしてみせる。ジークの緊張した顔がほっと緩んだ――かと思うと、今度は目を吊り上げて怒り始めた。

「死んだフリで俺を騙したのか!?　非常識な女だな！　俺を弄ぶとは！」

「騙してなんかないわ、あなたが勝手に勘違いしたんでしょ!?」

「う、うるさい！　人間はか弱いから、死んだのかと思っただけだ。……お前がいなくなったら、次の花嫁を探すのが面倒だから――もういい、こっちを見るな！」

　ジークはシェリルをかき抱いていた腕をつき離し、そっぽを向いて立ち上がった。

　もしかして、取り乱した姿を見せたことが恥ずかしいのだろうか。むすっとした顔をして、青い瞳はしっかりよそを向いているのに、前髪の向こうの天てん目もくはまだ、心配そうにシェリルの方を窺うかがっている。

　あれ？　三つ目なのに怖くない？　むしろ……ちょっと可か愛わいい？

「……来てくれてありがとう」

　シェリルがお礼を言うと、一対の青い瞳も、シェリルの方を振り向いた。

「……ああ。どんなに非常識で愚ぐ図ずな花嫁でも、助けるのは夫の義務だからな」

　そっけなく言って、ジークはすぐに青い瞳をそらす。頰に赤みが差してくるのを隠すように、指輪で手袋を留めた左手で髪をかき上げる素振りをしていた。







　このまま地下通路に置いておくと通行人の邪魔になりそうだったから、サンタの石像とソリは、近くにあった空あき木戸の中に押し込んで片付けることにした。

　何の変哲もない回廊にどうやって扉を出現させるのか不思議に思ってシェリルが見ていると、ジークは壁の三つ目模様の下に手をかざし、〝真実〟の魔法文字ルーンであるネピス、それから〝扉〟のウェリア、〝家〟を表すエゼルと、続けて三文字を描いた。

　すると、ただの壁だったはずの場所に扉が出現したのだ。

　それを見ていたシェリルはどうしても自分で試してみたくなって、ジークがソリと格闘している隙に通路の反対隣にあった三つ目模様のところまでこっそりと歩いていき、魔法の徴しるしを素早く描いてみる。

　すごく、ドキドキした。――本当に扉が出て来るのか？　どんな扉が？

　しかしシェリルの文字では、壁の三つ目模様は何かが気に入らないらしく、反応がない。もう一度丁寧に描いてみると、目を細めて観察すればなんとか見える、という程度の淡い扉と取っ手が出現した。シェリルの後ろの保ジ護ー者クはまだ、ソリからトナカイを離すのに苦戦している。シェリルは半透明の取っ手をつかんで、そうっと開けてみた。

　……真っ暗だ。何も見えない。泥臭いような異臭がするだけ。

　シェリルは魔力がないから、扉をどこかに繋げるのに失敗したのだろうか？

「つまらないわ」

　扉を閉めようとすると、びちゃりと濡れた音が響いた。生臭いにおいがしたかと思うと、中から茨いばらの鞭むちのようなものが飛んできて、シェリルの右手にきゅっと絡みついた。

「きゃ、なに!?」

　タコの足だった。吸きゆう盤ばんのようなものがびっしりついた、海洋生物のぬめった手足。丸い吸盤がシェリルの手首の皮膚を痛いくらいに吸い上げ、暗い室内に中に引きずり込もうとする。

「オキャクサン、オイデ……ゲヘッ。オンナ、ハジメテ……。ワシ、ドキドキッ！」

「ひっ……いやあっ！」

　シェリルはタコ足を振り払う。老いて肌のぶよぶよした大タコの腕は、意外とあっさりとほどけた。が、吸盤が吸いついていた場所に、次々と文字のようなものが浮かび上がる。海のルーン、そしてシェリルの知らない文字が三つ。さらに、変化のルーンと、子供のルーンだ。これは何を表す魔法なのだろうと見つめていると……。

「きゃああ！」

　しなやかな五本指だったシェリルの手が、みるみる吸盤のついたタコ状の軟体触手に変わってしまった。親玉の生き物そっくりに、ぬめぬめとして異臭を放っている。

「や、やだやだやだ、たすけてーっ！」

　慌てて扉を閉めるけれど、タコ化の呪いを受けた右手は元に戻らない！　吸盤に吸いつかれて肌に刻まれたルーンが、消えないせいだ。

「こら、シェリル。俺の三つ目を盗んで、さっきから何をしている」

　ルーンを消そうと躍やつ起きになって服に腕をこすりつけていると、ソリをどこかの扉に押し込み、サンタ像を絶妙な角度で扉の前に飾り終えたジークが、怖い顔で振り向いた。

「なんだその不気味な手は？　――お前、ここがどこか分かっているのか？　十字の街でも一番危険な地下街だぞ。人間の、しかも魔法も使えない初心者が一人で遊ぶな」

「遊んでるんじゃないわ！　お願い、この手をもとに戻して！」

「自分でやったことは自分で責任を取れ。お前は全然反省していないようだからな」

「だって、あなただって、適当に扉を開けていたじゃない！」

　シェリルはタコになった右手を振り回して言い訳した。

「俺はちゃんと、中が空っぽの気配の扉を選んでいる。遊び半分のお前とは違う。俺が娶めとると決めたのは、美しく純真な人間の花嫁だけだ。不気味なタコ女は、嫁にもらってやらんぞ」

　ジークにも見捨てられそうになり、シェリルの目尻に涙が浮かんだ。こんな右手でずっと生きていくなんていやだ！　魔王の花嫁になるよりも最悪すぎる！

「扉のことは謝るから、助けてよ！　お願いだから……！」

「生臭い。こっちに近づくな」

「ひどい！　私を見捨てるのね!?　――いいわ、どうしても助けてくれないなら……！」

　シェリルは、涙をぬぐうこともできないぬめぬめした右手を、ジークの首に絡みつかせた。

「あなたもタコ男にしてやるうぅ！」

「うっ！　こらやめろ！　く……首に吸いつくなッ！」

　シェリルは、捕まえたジークの首にタコ足を絡ませ、吸盤に力を入れて吸い上げる。――が、魔力も知識もないから、肌に赤い吸盤痕あとを残すことはできても、魔法の文字を残すことができない。悔しいけれど、魔王をタコ男に変えてしまえない！

「わ、分かった！　治してやるから、い、いろんなところに吸いつくな……くっ！」

　吸盤にまとわりつかれた首が激しくくすぐったいらしく、ジークはもだえて即座に降参した。

　シェリルがタコ化した腕を差し出すと、赤く浮き上がっていた不吉なルーンを逆からなぞり、魔法の効果を消していく。

　六文字すべてが綺麗に消えると、シェリルのタコ腕は元通り人間の右手に戻った。

「よかった……！」

　シェリルは、いくら面白そうだからって手当たり次第に魔法を使ってみるのはやめよう、と反省した。本当は、まだかなりの好奇心があったのだが。

「意外と大胆なことをする女だ。見捨てるなんて、ただの冗談だったのに。――それにしてもお前、どうしてこんな地下街にいるんだ？　まさか、昨夜の約束を破って、さっそく俺から逃げようとしたんじゃあるまいな？」

　赤い痣あざの出来た首をさすりながら、ジークが言った。表情が険悪になりかけたので、シェリルは慌てて否定した。

「違うわ！　こんな怖いところ、来たくて来るわけないでしょ！　今朝――」

　ラエルに手紙をもらってここに来た。たぶん、嫌がらせに。

　シェリルはそれを口にしてしまいたくなったけれど、我慢した。

　見知らぬ魔物街で迷子になって、シェリルはすごく怖かったけれど、もしかしたらラエルだって、地上の国で一人残されたとき、同じくらい怖い思いをしたのかもしれない。

　ラエルは魔物の子供だし、人間に見つかったら殺されてしまう。

　――こんな目に遭ったのも、私の自業自得だわ。保護者に告げ口するなんて、大人おとな気げない。

「今朝、あなたを探してお城の中を歩いていたら、うっかり迷い込んじゃったのよ！」

「なんだって!?　俺の部屋はすぐ隣にあったのに、こんな所まで入り込むなんて、俺の花嫁は手の施ほどこしようがない方ほう向こう音おん痴ちだな！」

　ジークは驚いたように天を仰いだ。シェリルは疑われまいと、夢中で言い訳した。

「だって私、あなたほど地理に詳しくないし。お城の間取りだってさっぱり分からないんだもの！　初めに隣にいるって教えてくれればよかったのよ！　夜明けに会いたくてたまらなくなるって思わなかったの!?」

　ちょっと言いすぎた、と思ったが、口が滑ってしまったものは仕方がない。噓を暴あばかれまいと、至近距離でじっと青い瞳を見上げてみる。驚いたように、ジークは目を瞬しばたたいた。

「お、思わなかった――。女心とは奇妙だな。あれだけ散々逃げておいて、数時間後には逃げないと約束したかと思うと、翌朝には自ら俺に会いたがるとは」

「そういうものなの！」

「分かった、この件はもういい。その代わり、今度からはもっと早く俺の名を呼べ。お前が呼べば、どこにいてもすぐにも会いに行ってやる」

　子供に言い聞かせるようにジークは言い、シェリルの頭を撫ぜる。

「うん」

　――ドキリ。

　こんなふうにしていると、子供の頃に戻ったように思えてしまう。

　前髪の奥でこちらを見つめる三つ目を見上げれば、やっぱり少し怖いけれど――でもその他は何も変わらない。どんな恐ろしいことが起きても、彼と一緒なら切り抜けられる自信や、しっかりと守られている安心感が胸に満ちていく。

　ジークはシェリルの手を取り、そこで待っていたトナカイに話しかけた。

「トナカイ、俺たちの道を照らしてくれるなら、上まで連れて行ってやろう。――せっかくここまで来たんだ、シェリルにも、この国の城下町を見せてやろう」

　魔物かもしれない立派な角のトナカイは頷いて、意気揚々と二人の先を歩き始めた。真っ赤にピカピカ輝く鼻で、廊下をほんのり桃色に照らし出す。

「ここ以外に、魔物たちの街があるの？」

「この真上にな。ここよりずっと美しくて楽しいぞ。そうだ、俺たちも結婚を約束した仲なのだから……ついでにあれをしていかないか」

「あれって？」

「ん……骨占いフリノロジーだ」

　なぜそこで、ジークは恥ずかしそうに声をひそめるのか？

「骨占いって何？」

「そんな大きな声で堂々と言うんじゃない！　結婚前の娘が……！」

「？？」

　どういうことか説明してほしい。声を出すのを諫いさめられたシェリルは視線で問う。

　ジークは辺りを確かめるように見回し、にやりと笑っているように見えるトナカイの魔物にちょっと嫌そうな顔をして、ぼそぼそ説明する。

「……だから、ほら――やっぱりあるだろう？　夫婦になるからには……あっちの相性とか」

「あっちってどっち？」

「だから――、子供が出来やすいとか、そういう相性だよ」

「！」

　シェリルは衝撃を受けた。ようやく、トナカイにニヤニヤ笑われている理由が分かった。

「骨の相性が合わないと、子供が出来にくかったりするって巷ちまたじゃ噂じゃないか！　俺たちは半同種婚だし、何も問題はないとは思うが――」

　同種結婚だと、骨の相性がよくて子供が出来やすい？　じゃあ、異種族でも骨の相性がよければ？

「魚の魔物と鳥の魔物が恋をしても、骨相性がぴったりなら子供が出来ちゃうってこと？」

「そういうことだ！　シェリルはこの方面については飲み込みが早いな！」

　そんなことで褒ほめられても、とても微妙だ。

「そして逆に、骨の相性が悪いと、同種同士でもなかなか出来なかったりするんだ。愛の結晶が授かるかどうか、すべては二人の骨こつ相そう次第なんだよ！」

　かなり本気らしいジークの表情を見たシェリルは、一気にときめきが遠のくのを感じた。

　……こんなおかしなことを主張する人にときめくなんて、私、どうかしてたんじゃない？

　そうよ、きっとそうに違いないわ。絶対に、こんな人に恋なんかしていないんだから――。
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　三つ目印の扉をくぐると、目の前には明るい大地が広がっていた。

　明るいといっても、そこは魔界。少しだけ欠けた魔界の満月は、地上のものより数倍は明るいけれど、それでも太陽には到底及ばない。

　頭上には緑と赤に輝く半透明のオーロラがかかり、久しぶりの新鮮な風が吹いてくる。

「あんたらとの旅、短かったがなかなか楽しかったぜ。じゃーな、子作り頑張れよッ！」

　トナカイは最後にはっきりと人の言葉を喋しやべって、首もとの鈴を鳴らしながら悠々と森に駆けて行った。シェリルは目を丸くした。

「鹿が喋った！」

「ああ、ずっと笑いをこらえている顔をしていたな。人前でうっかり恥ずかしい会話をしてしまった……。おやシェリル、何を衝撃を受けている？　鼻が光っている時点で、知能の高い魔物なのは分かっていただろう？」

　分かってなかった。あんな変な話を、本当に聞き耳立てて聞かれていたなんて！

「それより、俺たちは裏通りに出てしまったようだ」

　ジークが後ろを振り向いて言った。正面には荒野と森、それに遠くに火山が見えただけだが、そちらには賑やかそうな広い街並みと明かりが見える。

「鹿のことは忘れて、さあ街に出かけよう」

　相変わらず手を繋いだまま、ジークは街の中に入っていく。寂さびれた最初の裏通りを通り抜けると、人ひと気けもまばらな街並みはすぐに、収穫祭の広場のバザールかと思うほどの喧けん騒そうになった。

　両側に並んだ店の色とりどりの明かりに照らされ、庶民的な身なりの魔物たちが楽しそうに行ゆき交かっている。

「すごいわ！　お祭りみたい！」

　寂しくて陰気な地下街とは大違いだ。ジークが信仰している骨占いにはまったく興味はないが、この街並みを歩くことはまんざらでもない。

　いくつもの十字路に沿って、無限に思えるほどの店が営業している。桶おけ屋や。氷屋。金物屋。焼き鮎あゆを売る店もあれば、呪いを請うけ負おう店もある。紙屋に代だい筆ひつ屋。灯とう火か屋。布団ふとん屋、刃物屋。換金屋。鏡屋。宿屋もあれば曲芸一座もある。明かりのある店、ない店。名前のある店、ない店。

　それらの店をひやかしながら通り過ぎていく、人らしき客と、どう見ても人ならざる客たち。

　近くに酒場があるのか、手を打ち鳴らして歌えや踊れの大騒ぎも聞こえてくる。

「たぶんこっちだ」

「ほねぇ～。可愛い、可愛い、骨細工ぅ～」

　角を曲がるとすぐに、客引きの娘が叫ぶ声が耳に飛び込んできた。店番をしていたのは、栗毛で人間にそっくりの顔立ちをした幼い少女だ。

「人間がいるわ！」

「もちろん。あれはうちの一族の娘だ。――でも、今探しているのは骨細工じゃない」

　片手を上げて挨あい拶さつし、ジークは骨細工店を通り過ぎていく。ジークの三つ目顔を見て、少女はハッとしたように顔をこわばらせ、それから急いで頭を下げてお辞じ儀ぎをした。

　――ジークはイサカルの民からも、怖おそれられている。

　エドウィンの言っていた言葉を、シェリルは思い出した。

　ジークは気に留めていないような顔をしているけれど――。

「あっちの通りにありそうな気がする」

　ジークはシェリルの手をぐいと引いて、次の十字路を右へ曲がる。

「骨絵ー。最高級のほねえー。今だけタイムセールだよ！　早い者勝ち早い者勝ち――」

「あれも違う」

　楽しそうに呟いて、ジークは骨絵店も通り過ぎる。絶対に適当に歩いているとしか思えないいい加減さで、次の十字路を今度は左に曲がる。

「骨抜きー専門店――。はいそこの通りすがりの兄ちゃん姉ちゃん、あんたらの骨抜いて買ってあげるよ～。どこよりも高く買い取りますよー！」

　骨抜き屋の店番の若者は、唖あ然ぜんとしながら通り抜けようとしたシェリルの空あいた方の手をがしっと捕らえた。

　その店員は、見るからに怪しげな男だった。全身に包帯を巻き、僅わずかに覗く肌は土つち気け色いろだ。ギラギラした目は赤金色で、眼がん窩かはひどく落ち窪くぼんでいる。

「姉ちゃん、あんた骨こつ密みつ度ど高そうな肋ろつ骨こつしてるねえ！　どう、思い切って一本抜いてかねえ!?」

「えっ!?」

「最近、骨占いがブームのおかげでさ、他人の骨を欲しがる奴らが一杯いるんだよねー。おかげでうちも品薄でさぁ、買い取り強化キャンペーン中なんだよ！」

「お断りします！」

　骨なんか人に売るものか。シェリルは手をもぎ離そうとしたけれど、男はしつこい。

「そんなつれないこと言うなよぉー。恋人と一緒に骨抜くと、一生別れないってジンクス知ってる？　ここで骨抜いとけば、二人仲よく墓場に行くまで幸せに暮らせちゃうぜ～」

「余計に困ります！」

「あれっ、恋人じゃなかった？　まあなんでもいいや、一名様はいりまーす！」

「はいりませんー！」

　腕を取り戻そうと両手で格闘する。ジークの腕が、店に連れ込もうとする男の手からシェリルを傍かたわらに引き寄せた。

「シェリル、興味があるのは分かるが、相性を占う前に骨を売るのは気が早いぞ。ひやかすくらいなら構わないが」

　どうやら、ジークがしばらく傍ぼう観かんしていたのは、シェリルは珍しがって店員と楽しく会話しているようだからそっとしておこう、という思いやりだったらしい。

「私は絡まれていただけ！　もっと早く助けてよー！」

「隠さなくてもいい。あの店が出てきたということは〝愛いとしい俺が側そばにいる間に、骨を抜いてほしい〟とお前は心の底で願っていたんだろう。この街では、客が願わない店は進路に出現しないからな」

「えっ？」

　客が願わない店は、進路に出てこない……？

「この〝十字の街〟は、すべての十字路ごとに異空間になっているんだ。歩く者の願いに引き寄せられて、次の十字路の店並みが決まる。俺は熱心に骨占いを探しているのに、さっきから変なものしか出てこないのは、お前が邪念を発しているからだ」

「そんな……ぜんぶ私のせいだって言うの？」

「責めてはいない。シェリルは街に遊びに来るのは初めてだし、面白がるのも当然だ。だがここでは望みをはっきりさせないと、千里歩いても目標の店にはたどり着けないぞ」

　シェリルは混乱する頭を整理しつつ、聞いた。

「じゃ、たとえば――馬を貸したり売ったりしてくれる店に行きたいって願えば、その店が次の十字路にやってくるの？」

「やってみろ」

　ジークは自信満々に頷いた。もう変な店に足止めされないように、というようにシェリルの肩を引き寄せ、二人はぴったり寄り添って歩き始める。

　とても距離が近い。髪と髪が絡まり合いそうなほど。どちらかが立ち止まったり、歩くリズムを変えたりしたら、ぶつかってぎゅっと抱き合うしかなくなるほど。

　――そんないやらしいこと考えてないで、馬を探すのよ！

　シェリルは一生懸命、足白の馬を想像しようとしたけれど、左肩に置かれたジークの手のぬくもりが気になって、周りの景色を確かめる余裕さえもない。

「えー、ひしゃくー。ひしゃくだよー」

　迷路のような十字路を直進すると、またおかしなものを売りつける声が飛び込んできた。

　……ひしゃく？　なんて欲しいと思った覚えはまったくないのだけれど。

　隣を歩く金髪の青年が、どきりとしたように足を止めた。

「どうかした？」

「いや、な、なんでもない」

　ジークはそそくさとひしゃく屋から目をそらし、二人は無言で歩き始める。

　またすぐにやってくる次の十字路を見つめながら、シェリルは立派な馬の姿を想像した。

　茶色の体に、真っ白い足の馬。体毛はちょっとくらい黒っぽくても金色でもいいわ。でも足は純白の馬よ。それに乗って、この王国を出て行くの――。

「そこの道行く若奥さま！　靴下はいかがかしら！」

　角を曲がった瞬間、甲かん高だかい声の女性店員が、シェリルの肘ひじをつかんで止めた。

「……は？」

「見てくださいな、この雪のように白い靴下！　今なら、三足買うと一つおまけをつけて差し上げますわ！　履はき心地も、触り心地も、もちろん脱がされ心地も最高でございますわよ！」

　猫目の女性店員は、シェリルにたくさんの白い靴下を押しつけてくる。

「細くて真っ白なおみ足は、とっても魅力的でございますわよ！　旦那様も、思わず馬乗りになりたくなること間違いなしですわ！　この店にいらっしゃったのも何かのご縁、ぜひお買い上げくださいな！」

「……」

　ジークの視線×３が、もの問いたげにシェリルに落ちる。

〝お前、そんなこと考えながら歩いていたのか〟と言わんばかりに。

「ち――違いますっ！　私、そんな変なこと考えてないっ！」

　白い足とは考えたけど、それは馬の足だ。シェリルのじゃない！　真っ赤になって否定する。

「本当に違うからっ!!」

　なんという恐ろしい街だろう！　白い足と、馬乗りと、隣を歩く婚約者もどきへのドキドキ、三つを混ぜ合わせるとこんな未来が出て来るなんて！

「奥様、人間族でしょ？　最近この街にも増えてきましたわね。お支払いはたったの５滴ドロツプ、血でも涙でもお好きな方の雫しずくでよろしいですわよ！」

　店員の声に、真っ赤になっていたシェリルはハッとした。

　ドロップという言葉は聞いたことがある。この街の地下通路で、それを支払えと爺さんや色っぽい少年に迫られた。甘い飴玉のことかと思っていたが、滴したたる雫のことだったのか。

　靴下を抱いて納得しているシェリルを見て、ジークが横から言った。

「シェリル、気に入ったのか？　なら我慢するな。俺が贈ろう。お前のための靴下は城にも山ほどあるが、脱がされ心地まで保証された品ではないから――」

　その言葉にシェリルは自分の現状を思い出し、急いで靴下の山を店員に返した。

「私たちまだ結婚前だから、結構です！　ほら、早く行きましょう！」

　今度は、シェリルがジークの手を引っ張った。

「しかし――」

「いいから、行くの！」

　靴下に未練があるらしい同伴者を連れ出そうと、腕を思い切り引っ張る。まるで、痴ち話わ喧げん嘩かする恋人たちのように。

　そう思って見上げた瞬間、ジークもシェリルを見下ろしていた。

　ドキ、とどちらかの胸で鼓動が鳴ったような気がした。あるいは、両方だったかも。

「ひーしゃくー。人生最高のひしゃくー」

　次の角からまた、客引きの声が聞こえてくる。二人はまたゆっくりと歩き始める。

「ひーしゃーくー！」

　……なんだろう。やたらとひしゃく屋の声がうるさい。しかも、角を曲がるたびにひしゃく屋がある気がする。まるで、町中がひしゃく屋になってしまったように。

「ねえジーク。ひしゃくって――」

　言いかけると、ジークフリートはびくりとし、驚いたようにシェリルを見下ろした。

「え？　どうかしたの」

「いや。ひしゃくのことは気になっていたんだ。さっき、お前の肩を抱き寄せた時から……」

　ジークは気恥ずかしそうに睫まつげを伏せ、さりげなく視線をそらした。

「気になるなら、さっさと買っちゃいなさいよ」

　何に使うのか知らないけれど、おかしなものが何度も出てくると妙に気になる。

「……そうだな」

　意を決したようにジークフリートは言い、とうとうひしゃく屋を正視した。

「キヒヒ、いらっしゃい！」

　ジャガイモ状に頭の形がでこぼこした店主が、ひしゃく屋に入った二人を出迎える。大きな頭に歪んだ目つき、ねじれて膨れた鼻。その他は普通の人間のように見える。

　店の軒のきからも、開けっ放しの簞たん笥すに飾り棚、たくさんのひしゃくが並んでいるのが見える。

　大層立派なひしゃく専門店だった。

「最高のひしゃくを探している。このカーデュエイルで一番のひしゃくだ」

　ジークは緊張した顔つきで言った。

「ほんじゃ、コレとかコレとかどうだ？　人ひと形がた魔族向けで、お嬢さんにゃぴったりだぜ」

「え？　私のためだったの？」

「……ああ。好きな方を選べ」

　ジークに手渡されたのは、金のひしゃくと銀のひしゃくだった。どちらも手作りらしく、一方には精せい緻ちな蔓つる模も様よう、もう一方には優美な花模様の彫刻が入っている。

「綺麗は綺麗だけど……これ、何に使うの？」

「砂をすくうのに。……ほら、城の裏手にあっただろう？　大きな砂さ丘きゆうが……」

　言いにくそうに、ジークは言葉を呑んだ。

　お城の裏にある、遺跡を呑み込んだ広大な砂漠。その砂を、ひしゃくですくう？　まったく意味が分からないのだが、魔界の砂漠の発はつ掘くつ調査でも手伝えってこと？

「いいから、早く好きな方を選べ」

　シェリルは急せかす青年の真意を探ろうと、大きな緑の瞳でじっと見つめる。なぜかジークはすっとシェリルから視線をそらし、さりげなさを装いながら、別のひしゃくを見たりしている。

　……怪しい。何か、騙されかけている気がする。

　シェリルの脳裏に、子供の頃に聞いた古いおとぎ話が浮かぶ。

　欲深な老人が、ひしゃくと銀のひしゃくのどちらを欲しいか悪魔に聞かれるのだ。金を選ぶと体が黄おう金ごんの像になり、銀を選ぶと白しろ銀がねの像になって死んでしまう。

　つまりどっちも、死ぬ。

「どっちもいらないわ」

　シェリルはひしゃくを突っ返す。ジークはひどく衝撃を受けた顔をした。

「キヒヒヒヒッ！　兄さん、きっぱり振られたね～！　こんだけ小こ気き味みいい断られ方見んのは久々だぜ！」

　店主は顔をよじって笑い、ジークフリートは顔をしかめて店主を振り返った。

「待て、俺は振られたわけではない！　たしか流儀が違うんだ。人間の世界では、ひしゃくではなく別のものを贈るのが正しい礼儀だった。シェリル、何だった？　スルメ？　ワカメ？？」

「私、海草は好きじゃないから」

　怪しげな策略に乗せられるものか、とシェリルが冷たい眼差しで答える。

　ますます店主は顔を歪めて笑った。

「キヒヒヒ、ご愁しゆう傷しよう様ぁ！」

「いや違うんだ、人間の世界にも国ごとに色々な流儀があって、俺は上にいた頃いろんな国を回っていたから、ごっちゃになっていて――」

「あんた、もしかして昔は人間だったって言うつもりかい？　冗談だろう！　そんなに溢あふれるほどの魔力を持ってるくせに！　キヒヒッ！　兄さん、冗談が下手だねぇ。そんなだから、女にも・て・ね・え・んだよ！」

　キヒ、キヒヒ、と上機嫌でジャガイモ男は笑う。客に逃げられかけているのに、まったく気にならないらしい。

「シェリル、望みのものを言え！　羊百頭を貢みつぐんだったか？」

「私が欲しいのは足の白い馬だけよ！　変な贈り物なんていらないわ！」

「いよっ、フラれ男！　お嬢様は、あんたからはなんにも欲しくねぇってよぉ～！」

「うっ……！」

「もてねえ兄さん、どうしても女が欲しいんなら、俺の妹を紹介してやろうか。顔は俺と似てなかなかの別べつ嬪ぴんだぜ。頭のひしゃげ具合がいまいちだがな」

「もういい。――帰る！」

　ジークは店主に背を向けた。歪んだ笑い声と共に、「ありがとやんしたー」との声がかかる。何も買っていないのだが、散々笑わせてくれてありがとう、という意味だろうか。

　どういう意味だったのかよく分からないが、ジークは不機嫌に黙り込み、もうひしゃく屋は出てこなくなった。

「酒ー。自や棄け酒ざけ飲むならうちの店ー。絡み酒ならうちの店ー。泣き上じよう戸ごでも、うちの店ー」

　ひしゃく店を出ると、なぜか辺りはやたらとうらぶれた町並みになっていた。

　つぶれかけた居酒屋の呼び込みだけが、静まり返った通りにぽつんと響く。

「あら、こんなに薄暗い裏通りだった？」

　不思議に思って問うが、ジークは骨占いを探す気力も失ったらしく、無反応だ。

　シェリルは今度こそ集中して馬を探そうと思った……が、困ったことに、どこまで行っても十字路が出てこない。店じまいした店や、崩れかけの古家、塀へいも崩れて荒らされた掘ほっ立たて小屋ばかりのもの寂しい通りになっていく。

　ついさっきまで賑やかな大通りにいたのが幻のよう。辺りには、ひゅるるぅ……と冷たい木こ枯がらしが吹き、頼たのみの十字路さえも、遙か彼方かなたにぽつんと一つあるきり。

「ねえジーク。急に景色が不気味になったんだけど」

「そうか」

　興味なさそうに答える青年にムカつきつつも、シェリルは一生懸命十字路に向かって歩いた。

　ようやく十字路にたどり着いてみても、どこもかしこも町は〝お化け屋敷通り〟になってしまっている。生温かい風が時折吹くばかりで、人の気配はない。

　シェリルは仕方なく一方を選んで歩いてみたが、見捨てられた洋館に、古井戸、崩れたレンガ塀べいに折れた槍が突き刺さったボロ屋敷――どれもこれも、さっき見たものばかり。

　同じ所を、ぐるぐる回っている気がする。

　――しかもこの道の先に見えているのは、墓地だ。

「ねえ、私たち、さっきから同じ場所ばっかり歩いてる気がするんだけど？」

「そうか」

「賑やかな街の方って、どう行けばいいの？」

「そうか」

「そうかじゃなくて、ちゃんと話を聞いてよっ！」

　肩を揺さぶると、三つ目青年は拗すねたように顔を背そむけた。

「俺の人生は、もう終わった……。行く先は墓場で結構だ」

「なに言ってるのよ!?　――あっ、分かった！　こんな景色にしたのはあなたね!?」

「知らん。勝手にこうなったんだ。シェリルが俺の贈り物を拒絶したから」

「えっ」

「昔は、大喜びで受け取ってくれたのに。もう俺を愛していないんだな」

「ち、ちょっと何言ってるのよ！　そんな些さ細さいなことで拗ねないで！」

「些細じゃない。花嫁ににべもなく振られた上に、ジャガイモ男にまで笑われた……こんな屈くつ辱じよくを受けたのは人生初めてだ。もう何もかもどうでもいい」

「分かったわよ、贈り物がしたいなら受け取るから！　明るい町角に帰りましょう！　ね！」

　拗ねてそっぽを向いている魔王の手を引っ張って、シェリルはボロボロの洋館の裏手に出来ていた細い曲がり角に入ってみる。

　明かりが欲しい！　綺麗な明かり、賑やかな街の光――っ！

　祈るようにしてボロ館を通り抜けた次の十字路には、シェリルの望みどおり、無数に光溢れる町並みと、賑やかなもののけの人々が戻ってきていた。

「よかった……！」

　心の底からほっとした。永遠にあの通りに閉じ込められてしまうかと思った。安あん堵どの息をついた時、すぐ隣にあった露店の店主がぬっと首を伸ばして、シェリルに声をかけた。

「お嬢さん、明かりはいらんかね？」

　店頭に、様々な色の炎を並べて売っている店だった。鮮やかな赤、緑、桃色、黄色、青、紫――何色もの炎が照らし出すお店は、薄闇の中に浮かび上がるように華やかに目を引く。

　シェリルが欲しいと念じたとおりの、煌きらびやかな光だ。

「綺麗……」

　揺らめく色とりどりの炎を見つめるシェリルに、右目に眼がん帯たいをしたアナグマ顔の主人は淡たん々たんと説明する。

「魂たましいの炎だ。冷静になりたい時は青い炎、はしゃぎたい時には黄色の炎、決闘の前には赤い炎。仮かり初そめでもいいから恋心を味わいたい時には、桃色。しばらく見つめていれば、心の色が炎と同じに染まる。どれが欲しい？」

　ただの炎ではなく、おまじない効果までついてくる？　少し、怖い気もする。

「一通り全部もらおう」

　突然ジークが言った。

「ええっ」

「受け取るんだろう、婚約者からの贈り物を？」

　そう言われると、シェリルも返答に困る。下手にお断りして、また機嫌を損そこねられ、せっかく見つけた大通りが幽霊街ゴースト・タウンになってしまったら大変だ。

「そちらのご婦人は人族のように見えるが、支払いは滴ドロツプを所しよ望もうか、砂を所望か？」

「砂だ」

「では十三色、百四十五グラムの砂を頂ちよう戴だいする」

　シェリルには意味不明の会話が交わされ、店主はテーブルの下から銅製の天てん秤びんを取り出す。

「砂でお買い物ができるの？」

「ああ。この国には、地上の国々にあったような金属の『貨か幣へい』は存在しない。人間なら、支払いは血か涙。魔物には涙がないから、血か砂だ。――とは言っても、魔物はたいてい砂を持っているから、血で払うことはまずない」

　ジークは銀色の砂の詰まった瓶びんを取り出し、さらさらと秤はかりの片側に流し込んだ。

「これは極上の砂だな。とても魔力の純度が濃い」

　主人は驚嘆したように隠れていない方の目を開く。

「砂でお買い物って、何か変じゃない？」

「どこがだ？　俺にとっては、地上の王国の方が不思議だよ。ただの紙や石ころに絵え付つけしたり型抜きして流通させ、その石やら紙やらの所有量で支配者を決めるなんて。――だが、カーデュエイルの通貨は違う。この砂には、お前のように魔力のない者や、病やみ衰おとろえた者に魔力を与える魔法の力がある」

　そういえば、お城で明かりにしていたのも、これそっくりの銀の砂だった。

「王国に流通した銀砂は街に明かりを灯し、水を清め、病やまいを癒いやす。街自体が息づく礎いしずえとなって働き、力を使い果たしては消えていく。時と共に利子とかいうものが永遠に増え続けるという地上の貨幣の方が、俺には不思議に思えるよ。宝箱の中に魔法の砂を一杯に詰めておいても増えることなんて決してないのに。地上の人々はその利子支払いのために余分の労働を強いられ、貧しい者はより貧しくなり、人は人を憎み始め、俺たちのような差別を受ける民が生まれる……魔界はそんな王国にはしたくない」

　シェリルには難しいことは分からなかったけれど、口調が苦々しげなことは分かった。

　支払いを終えたジークは銀砂の瓶をしまい、買い取った炎に長い爪先で次々とルーンを描いていく。三組九字のルーンを刻まれた炎はまっぷたつに裂け、蝶ちようそっくりの形になった。

　飛び立つ時を待つように、羽を揺らして芯の上で待たい機きしている。

「――おいで」

　十三個の炎すべてにルーンを刻んだジークが声をかけると、蝶は一斉に軽やかな羽をはばたかせ、ランプの油芯から舞い上がった。ジークの指先を追うように、辺りを飛び交う。

「こらこら。懐なつく相手は俺じゃない。花嫁だ」

　あっちだ、と蝶に教えるようにジークは振り向き、青い瞳でシェリルを見つめる。

　蝶たちは優雅にひらひらと舞い、次々とシェリルの肩や髪、耳や指先にとまった。時折、燐りん粉ぷんのような小さな炎の欠片かけらをこぼしながら。

　炎に触れられているのに、ちっとも熱くない。ほんのり温かいだけだ。

　――なんて綺麗な魔法。

　シェリルは言葉を忘れて、自分の周りを飛び交う、色とりどりの蝶を見つめていた。












「今日は『私にも教えて！』って抱きついてこないのか？　いくらでも教えてあげるのに。魔力がなくたって、この銀砂があればシェリルにだって自在にできるんだよ？」

　ジークは銀砂の残りがたっぷり入った瓶をシェリルに見せ、誘惑の微笑みを投げかける。

　シェリルは、魔法の砂にとてつもない魅力を感じた。

　瓶詰めの砂は、砕くだいた星の欠片のように美しく、一つ一つがキラキラしている。手渡された瓶詰めの砂を揺らしていると、ふっと脳裏に城から見下ろした砂丘の光景が蘇よみがえった。

「もしかして、お城の裏にあった砂山も、これと同じ魔法の砂だったの？」

「そうだ」

　ジークが頷うなずいた時、シェリルはようやく悟った。

　――さっき買い物しようとした、立派なひしゃく。「砂をすくうのに使え」とジークは言っていた。ただの砂のことかと思っていたけれど、そうじゃない。

　魔界ではとても貴重な、魔力のこもった砂のことだったのだ。

　ひしゃくを使って瓶に詰めて持ち歩けば、買い物をするのでも、稲妻を呼ぶ魔法でも、光を灯す魔法でも、持ち主の望むまま。シェリルは魔法使いにも、大金持ちにもなれる。

　銀砂さえ――ひしゃくさえあれば。

　急に、胸がドキドキしだした。

〝俺の持てる財産も魔力も、すべてお前に与えよう、愛しい花嫁〟

　あのひしゃくに、そんな求愛の言葉が隠されていたのだ。

「魔法の贈り物の感想を聞かせてくれないのか？」

　三つ目の青年は、言葉を胸に詰まらせるシェリルを急せかす。

　――ジーク、大好きよ！　あなたほど素敵な人はいないわ！

　シェリルが子供の頃なら、間違いなくそう叫んで抱きついているだろう。

　――でもだめ。いけないわ。すぐ側で見つめてくる青年が、三つ目だろうが魔物だろうが、もう気にならない気がしてきた。太陽に溶ける？　だったら日に当たらなければいいじゃない。一緒に、月光の支配するこのカーデュエイルで永遠に暮らせば――。

「こ……こんなに何匹もくれなくてもいいわ！　贈り物は一つで十分なの！」

　心奪われそうになっているのを見透かされたくなくて、シェリルは意地を張った。

　火ほ照てった顔を隠そうと俯うつむいているシェリルの髪に、ジークは腕を伸ばす。髪を撫ぜられるのだ――と思ってぎゅっと目を瞑つむったが、しばらく経っても何も起きない。

　彼は、髪にとまっていた緑色の蝶と、楽しそうに戯たわむれているだけだった。

「目が醒さめるように美しいだけなのに、なぜ怒る？　やっぱり女心はよく分からないな。子供の頃のシェリルは、単純で分かりやすかったのに」

　ジークは喜んでもらえないことに、少し残念そうな口調だった。

「単純で悪かったわね！」

「褒めているのに、なぜ怒る。……どうしてもそれが気に入らなくて腹が立つなら、吹き消せ。炎だ、消すのに魔力はいらない」

　――違うの、すごく嬉しいのよ！　そう弁解したら、彼は笑ってくれるだろうか。

　でも、だめ。魔王の笑顔を見たくて胸が疼うずくだなんて、あなたおかしいんじゃないの、シェリル・ベルティーニ。

「――あ。今、シェリルの額に、金色の蝶がとまった。お前も三つ目みたいに見えるぞ。これでもう俺を変だと言えないな」

　黙り込んでいるシェリルの心中をよそに、ジークフリートは笑った。シェリルに贈り物をあげたことで、三つ目青年の機嫌はすっかり直ってしまったようだ。

「さて、そろそろ戻ろう。いつまでもお前と遊んでいたいが、仕事を放り出してきたからな。実は今、火喰い族とゴブリン族が一触即発状態なんだ。火喰いの王女が、一目惚れしたゴブリンの王子に〝炎の井戸〟から汲み上げた熱々の溶岩流を口移しで飲ませてしまってな。煮え滾る溶岩を飲まされた王子は大火傷だ。俺が調停役を務めているんだ」

　魔王らしい真剣な口調に、シェリルはとても寂しくなった。

　無言のまま手を引かれて歩きだすと、光の蝶の何匹かは指先や金茶色の髪にとまったまま、何匹かはシェリルの周りを照らしながら、ひらひらとついてくる。うっかり羽が触れ合うと、その分だけ色が交じり合い、より華やかになって。

　どうしよう、そんなはずないのに、帰りたくない。地上にも、魔王城にも。

　このままずっと、三つ目の恋人と二人で遊んでいたい。

　シェリルは「そんなこと望んでいるはずがないのに……」と胸の中で否定しながら、爪の長い魔物の手に、きゅっと指を絡めた。

「ん？」

　ジークは驚いたようにシェリルの顔を見下ろしたが、シェリルはあらぬ方向を向いて表情を隠した。不可解な想いに染まった顔を、見られたくなかった。

　不思議そうにしつつもジークはそのまますたすた歩き続け、すぐに次の十字路へやってきた。

　魔法の街の十字路の先には、春と夏と冬くらい違う光景が広がっていた。

　直進する一番太い道の先には、街の出口を飾る門と、お城へと続く立派な公道。

　右折した先には、もっと遊んで行けと誘うように、十字の街と公園が続く。

　最後の左側――シェリルが歩いている方の道には、なぜかまた寂しい幽霊街が広がっていた。

　珍しい組み合わせにジークフリートは首をかしげ、ふっと隣のシェリルを見下ろした。

〝この街道を作ったのは、お前か？〟と訊くように。

　シェリルは顔をそらし続けた。繋いだ手を、子供のように握りしめたまま。

「――あともう少し、公園にでも寄って行かないか？」

　低い声で囁くジークの声に、シェリルは迷わず頷いた。







　魔物の子供たちが公園ではしゃぎ声を上げ、案か山か子し状の遊具にロープを巻きつけ、生いけ贄にえごっこをしてきゃっきゃっと楽しく遊んでいる。獲物をかじったつもりで我先に太い木の枝をかじっているようだが、ああして歯を研といでいるのだろうか。

　元気な子供たちと、一組の恋人たちを見下ろす魔界の月は、昼を過ぎて傾き始めている。

「骨占いはできなかったが、そんなものなくても俺たちはきっとうまくいくと思うんだ。あんなふうに可愛い子供たちにたくさん恵まれて」

　木製のベンチらしきものに並んで座り、生贄ごっこを眺めていたジークは言った。

「シェリル、美しいお嬢さん、俺と結婚してくれないか？」

　将来を約束した幼馴染というより、まるで出会いたての恋人に求婚するような言葉だった。

　二つの青い瞳と一つの金色の瞳が、ひた、とシェリルを見つめる。

「人間の花嫁が欲しいというのは本当だ。でも、人間なら誰でもいいわけじゃない。クルミ色の髪で、新しん緑りよくを切り取ったような瞳で、魔法が大好きな女の子じゃないと駄目なんだ。……シェリルがいいと、ずっと思ってきた」

「か……考えさせて。……あとちょっとだけ」

　シェリルはもう嫌だと言えなかった。頷くのは時間の問題だと、自分でも分かっていた。

　たとえ相手が魔界の住民でも。朝日に溶ける、砂の魔王でも。

「ちょっとって、どのくらい？」

「ちょっとはちょっと――数日、よ」

　シェリルが答えると、ジークフリートは悪戯いたずらを思いついた少年のように笑って立ち上がる。

「わかった。〝数日〟だな？」

「え、ええ」

「――闇よ。美しい闇よ、静かなる宵よい闇やみよ……」

　夜を讃たたえる言葉が、金髪の魔王の唇から流れ出る。青い瞳を閉じ、カッと第三の瞳を大きく見開いた。

　午後の傾いた月が、一気に山やまの端はへと沈んでいく。全力疾走する馬の群れのよう。星たちは一斉に流星群になり、オーロラだけが素そ知しらぬ顔で今までどおり揺れている。

　ほんの一呼吸の間に、辺りは真っ暗になった。と思うと、ジークフリートがゆっくりと息を吸い込み、また別の言葉を呟き始める。

「月よ、美しい夜明けの月星よ。世界はお前の美しさに見み惚とれている。さあ出ておいで――」

　言葉に惹かれたように、また東の空から月が昇ってくる。みるみる天頂を越えて、また月は沈んでいった。

　昇るたびに月はやせ細り、一日、また一日と時間が経っていく――。

「――もうこれ以上は無理だ！」

　疲れきった様子で、ジークはベンチに座り込んだ。辺りは漆黒の夜よ闇やみに包まれ、真っ暗になっていた。二人の周りの、十三匹の色とりどりの蝶だけを残して。

　いつもはらんらんと輝いている魔王の三つ目も、なんだか眠そうな半眼になっている。珍しいことに、時折ゆっくりと瞬まばたきもしている。

　シェリルは空を眺めて、ただ呆然としていた。

「ほら、数日経った。返事を聞かせてくれ」

　闇を照らし出す炎の蝶は、仲良く半分ずつ二人の肩や髪にとまったり、あるいは行ったり来たりしていたから、ジークの笑顔がはっきりと見えた。

「あなた、なんてことするの！　まだ、数呼吸の時間しか経ってないわ！」

「カーデュエイルではもう五日経った。シェリル、時間切れだ」

　ジークは真剣な顔になった。

「答えを聞きたい」

「――あなた、非常識すぎるわ！　私の一言のために、空を勝手に動かしちゃうなんて！」

「愛する娘の気き紛まぐれな言葉に踊らされて、王国を夜に変えたり、時を進めたり。カーデュエイルの魔王は独裁者だと民に囁かれたとしたら、それはお前が俺になびかないせいだな」

　笑いながらふざけたことを言うジークフリートの深い青色の瞳は、甘くきらめいてシェリルを見ている。

　シェリルだけを。

　息が止まりそうな気がした。

　愛する娘、って、今言った。シェリルの聞き間違い？　違う、確かに言った！

　――私のせいにしないで！　と怒ってやりたいのに、胸がドキドキして言葉にならない。

「これで、婚礼まであと十日？　八日かな！　シェリル、早く返事をしないと、もっと月を動かして新月にしてしまうぞ。もう準備は出来ている。あのオーロラよりも美しい、天使の羽根で織ったような絹のドレスに、星を散りばめて作った魔法のヴェール。女神も嫉しつ妬とするような美しい花嫁衣裳を着せて、祭さい壇だんの前に連れて行ってしまうぞ……」

　眠そうな三つ目のせいか、ジーク自身も眠そうだ。夢見るように呟きながら、無防備にクスクス笑っている。

「こ……こんな無茶苦茶なことしたら、町の人が困るでしょ！」

「いや、みんな面白がっているだけだろう。この国では、過去に戻って時間をやり直すことだってある。そんな日は、犯した罪もささやかな浮気もすべて帳ちよう消けし、なかったことになる。もうみんな慣れているさ」

「だめ！　ちゃんと昼間に戻して！」

「――シェリルが呪文を唱となえたらね」

　ジークはおかしなことを言って、シェリルの肩に頭をもたせかけ、眠そうに呟く。

「言うことを聞かない魔物や、野生の動物を意のままに操る呪文はとうの昔に教えただろ？　俺の小さな天使は、奇妙な人間たちの王国で育ったせいで、全部忘れてしまったのか？」

　シェリルは思い出そうとしたけれど、今はとても呪文どころじゃない。

「光が欲しい時には、太陽を賛美する言葉を……。雨が欲しい時には、雨あま乞ごいの歌よりも、雨と水を讃たたえる言葉を……。動物を招き寄せて友になりたい時は、その名を唱えて〝愛する友よ出ておいで、一緒に遊ぼう〟と呼びかければいいだけだと。

　お前の声が、〝愛するジークフリート、お願いよ〟と呼びかけてくれたら、俺はどんなに眠くても、深く眠り込んでいたとしても、飛び起きてお前の願いを叶えるだろう」

　……月の位置を上に戻してほしければ、愛していると言え、というのか。

　シェリルが葛かつ藤とうしている間に、ジークの上体はますます斜ななめになっていく。今にも、シェリルの膝を枕にして眠り込んでしまいそうだ。

「うーん、想像以上に眠いな……。久しぶりに限界まで空を動かしたから。……もう城に帰れない。このまま二人で駆け落ちしようか。魔王の花嫁が嫌なら、もとの流浪民の旅暮らしに戻ってもいい。町から町へ……どこまでも二人で旅するんだ。毎日が永遠の新婚旅行……」

「ねえ、優しくて親切なジークフリート。もう一度、月を上げてもとの時刻にして。お願いよ」

　シェリルは精一杯の〝呪文〟を言ってみた。

「可愛いお嬢さん、君の願いを叶えたら、ご褒ほう美びにキスでもしてくれるのか？」

　中途半端な呪文では、やっぱり効果は薄かったらしい。三つ目の魔物は言うことを聞いてくれない。

「……キスなんか、しないわ」

　ジークはがっかりしたようにまた瞳を閉じる。

「でも――結婚するわ、あなたと」

　シェリルの囁きに、ジークはかっと目を開いて飛び起きた。眠そうだった三つ目までも、大きく開いている。

「本当か？」

「ええ。ついでに、もう勝手に空を動かさないって約束してくれるならね。それから――」

「まだあるのか？」

「――この子たちを作り出した魔法を、あとで教えて」

　輝く蝶に手を差し伸べ、シェリルは言った。

「……ああ。喜んで」

　約束の印のように、ジークはシェリルをそっと抱きしめる。それから、押し寄せる睡すい魔まに負ける前に、というように素早く立ち上がった。

「シェリル、さっきの砂を貸してくれ。さすがにこのままじゃきつい」

　瓶詰めの銀砂を手渡すと、ジークはそれを両手に振って握りしめた。何度か深呼吸すると、銀色に輝いていた細かい砂はボロボロと赤せき褐かつ色しよくの土つち塊くれのようなものに固まっていき、指の間から零こぼれ落ちた。

　その魔力の分だけ、どんよりとしていたジークの天てん目もくに強い輝きが宿る。

「美しい月よ。カーデュエイルの民が愛する、魔法の月。出てきてくれ。お前の笑顔が見たくてならないと、愛しい俺の花嫁が我儘を言う――」

　朗ろう唱しようすると、第三の瞳がキラキラと満月色に輝いた。

　ゆっくりと、空の色が変わっていく。魔界の夜の星座は、先刻ほどの速さではないが西へと落ちていき、静かに月が昇り始めた。もう、半はん月げつに近いお月様が。

　月が止まりかけると、ジークはまた賛歌を口にした。

「……輝かしい半月よ。もっとお前の顔をよく見たいんだ。世界の皆に見えるように、天の頂いただきまで昇ってくれないか……」

　気を良くしたように月はまたじりじりと動いて、天頂までたどり着いた。元いた場所まで、あと少しだ――。

　がくり、と膝を折ってジークフリートが倒れた。シェリルは慌ててその体を支えた。

　天目はもうぴたりと瞼まぶたを閉じていて、ただの人間のような顔になっていた。顔色はひどく白く、肌も冷たかった。

「も……限界だ――」

　それだけ呟くと、一気に眠りに落ちていった。

　シェリルは彼が倒れてしまったことに驚き、心から申し訳ないと思った。

　軽々と空を動かしているように思えたから……そんなに、大変なことだったなんて！

「ありがとう」

　二つ目になった婚約者に囁き、少し迷ってから、思い切って唇を彼の顔に近づけた。

　頰と額と、どちらにすべきか迷ったのだけれど――第三の瞳が閉じている場所に。

　シェリルの願いを叶えてくれたのは、この第三の瞳だから。

　もう、この存在を受け入れよう。

　眠り込んだ婚約者の頭を膝ひざに乗せて、シェリルは薄暗い昼になった魔界の月空を見上げる。

　――あの月が欠けきる頃、この人と婚礼を挙げる。

　あと七日くらいか、もしかしたらもっと早いかもしれない。魔界の時間は気き紛まぐれだから。

　そうしたら、シェリルも魔界の住民になる。

　おかしな魔物たちを隣人にして、数々の不思議と魔法に満ちたこの王国で生きていく。子供の頃、夢見ていたように魔法使いになって――。

　怖いよりも、楽しみに胸がときめいた。

　恋人の爪の長い手に指を絡めて、昔よりずっと長くなった金髪を撫ぜる。どのくらいかかるのか分からないけれど、ジークが目覚めるまで側で待とう。天目が閉じているのだから、どれだけかかったって月は一歩も動かない――こちらの世界では、一瞬のことだ。

「シェリル・ベルティーニお嬢様？」

　低い男の声が、突然後ろから聞こえた。

　ハッと振り向くと、蝶たちの明かりに、真紅の短髪に帯たい剣けんした青年の姿が見えた。

「スカーロック町議会議員のお嬢様。いつまでも悪い男と夜遊びしてないで、地上へ帰るぞ」

　男が高い口笛を吹くと、闇のように黒い動物が木こ陰かげから駆けてくる。

　半月が天頂にある昼間とはいえ、辺りはかなり薄暗かった。それでも、その黒毛馬の真っ白い足先だけは、幽霊のように浮かび上がってはっきりと見えた。
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「ん……シェリル、くすぐったいよ。こら」

　頰ほおを舐なめる温あたたかい感触に笑いながら、ジークフリートは目を覚ました。目の前には緑の瞳の乙女がいると思ったのに、いたのは息を切らした黒い毛並みのジャッカルの子犬が、一匹。

「魔王様ぁ！　やっと気がついたんですね！」

「……ラエル？」

「はい！　魔王様、どうしてこんな所で寝てるんですか？　急に五日も時間が経ったと思ったら、月が止まってしまって……ぼく、魔王様の身に何かあったんじゃないかと思って、慌てて匂いを探して走ってきたんですっ！」

　それで犬姿だったのか。いつもは飼い主を真ま似ねて、できる限り人間姿をとっているのに。

「シェリルはどこだ？」

〝突然倒れるから心配したじゃない！　倒れるまで力なんか使わないでよ！〟うっすら涙目で怒る少女の姿を探して辺りを見回す。

　倒れる前のまま、月が止まった公園では、相変わらず魔物の子供たちが生いけ贄にえごっこをして仲良く遊んでいるが、ジークの愛する少女の姿は、ない。

「あ、あの鬼おに女おんなは、この付近にはいません！　どっどっどこかへ行った――痛っ！」

　犬顔だから喋しやべりにくいのか、ラエルは舌を嚙んで痛みに飛び跳ねた。

「喋りにくいなら人ひと形がたをとれ」

「そ、そういうわけじゃないんですけど……ぐるるる……」

　唸うなりながらも、ジークの言葉を無視できないのか、ラエルは人間の子供に化けた。――が、その顔はなんだか浮かない表情だ。

「顔色が悪いぞ、ラエル。どうかしたのか？」

「ぼっ……ぼく、なんにも知りません！　あの鬼女を苛いじめたり、嫌がらせしたり、怖いところへ行かせたりはしてませんからっ!!」

　突然、聞いてもいないことを言い始めた少年に、ジークはなんだかおかしいぞ、と思った。

「シェリルの行方ゆくえを知っているのか？　もしかして、俺の側そばで一心不乱に身を案じていた可愛いシェリルに嚙みついて、『目め障ざわりだ！』と追い払ったりしたのか？」

「ち、違います！　事件が起きたのはここじゃなくて、今朝――でもなくて、五日前の朝――」

「五日前の朝？　何があった？」

　ラエルはなかなか話し始めようとしない。俯うつむいて、いじいじと石を蹴けっている。

「何か言えないようなことをしでかしたのか？」

　ジークが三つの瞳で見つめると、ラエルはうっと顔をこわばらせた。突然ジャッカル姿に戻り、ごそごそとベンチの下に逃げ込んだ。落雷でも恐れるように尻尾しつぽをぴったり体にくっつけ、頭をジークと反対側に向け、前足で頭を隠して震えている。

「なぜ隠れるんだ？」

「きゅうん……。ぼく、あの歓迎会のあとであの鬼女の部屋に忍び込んで、手紙と鍵を置いてきたんです……」

「手紙？」

「ぼくを地上に置き去りにしたことを反省しているなら、お菓子を買って来いって手紙に書いて、地下街への鍵と地図も置いてきたんです。鬼女が、地下でひどい目に遭えばいいと思って……。で、でもまさかこんな時間になっても帰って来ないなんて、うっかり魔物に食べられちゃうほどグズでのろまだとは思わなかったんですっ！」

　涙を零こぼしそうな犬顔で、ラエルは訴えた。

「す、すぐに泣きながら地下街から逃げ帰ってきて、『置いてきぼりにしてごめんなさい』ってぼくに謝ると思ったんです……ごめんなさいぃ！」

　ガタガタと震えているジャッカルの子供は、シェリルが地下街で食べられてしまったと本気で思っているようだった。

　自分のせいで、魔王の大切な花嫁が死んでしまった、と。

　ジークは、ラエルの隠れる長椅子の下に向かって呼びかける。

「ラエル」

「ごめんなさい、ごめんなさい！　だって魔王様がぼくを可か愛わいがってくれたのも、昔の鬼女と身長が同じだからって聞いて……ぼ、ぼくなんか鬼女のオマケだって聞いて、すごく悔しかったんですぅ！」

「……確かに、きっかけはそうだ。が、お前を可愛がっていたのは、シェリルのおまけだからじゃない。昨夜、いや五日前か。散歩を忘れていて、すまなかったな」

「悪いのは魔王様じゃないです！　ごめんなさい……魔王様のご命令なら、ぼく、あの女の骨の最後の一個まで探してきます！　地上に出て行って、そっくりな顔の人間だって探してきます！　百年かかったって、よく似た鬼女を見つけてみせますから……っ」

　いきすぎた悪戯いたずらをしたことは、ラエル本人もよく分かっているらしい。

「シェリルは死んでいない。地下街からは、俺が連れ出した」

「――え？」

「どうしてあんな所にいたのかと思ったら、お前が行かせたのか。……困った奴だ。だがシェリルは、お前のことは一言も言っていなかった。お前の悪戯をもっと怒ってやりたいところだが、シェリルがお前を怒らなかったのだから、俺も責せめるのはやめよう」

「どうして、あいつは魔王様にぼくのことを言わなかったんですか？」

　もしかしてそんなにもアホだったのだろうか、と言わんばかりの顔でラエルは首をひねる。

「シェリルが優しいからだ。お前のことを俺に告げ口して、怒られる姿を見たくなかったんだろう。なんだかんだ言って、シェリルは小さい動物が好きだからな」

　その言葉に子犬少年はびっくりして、金色の目を真ん丸くした。

「ぼくを……かばって？」

「そうだ。ラエル、覚えておけ。人間は魔物よりずっと傷つきやすくて脆もろい生き物だから、大切にして守ってやらないといけないんだ。とくに女と子供は。意地悪をしたいなら、自分より強い相手にやれ。弱い者には、手を出すな」

「……」

　ラエルは耳を下げ、呆ぼう然ぜんと座り込んでいた。

　弱いものは喰う、苛いじめる、支配する。魔王不在のカーデュエイルでは、それが当たり前だった。国とはいえないほどに混乱していた。だが、王の帰き還かんによって月が輝き、澄んだ風が吹くようになり、魔物たちの混こん沌とんとした心にも光が差し込むようになった。

　個人差はあるものの、知恵や理性、良心というものに従って行動するようになった。

　魔物の子供ではあるが、ラエルにもきっと、ジークの言いたいことは分かるはずだ。

　うなだれている子犬の頭をぽんぽんと叩いて元気づけ、ジークは話題を変えた。

「地下街で魔物に捕まっていたシェリルを見つけて、俺たちは二人で上がって来たんだ。それからシェリルの我わが儘ままに付き合って空を動かし、倒れた……。それまでは、彼女は隣にいたんだ。空が止まってから、どのくらいの時間が経った？」

　ジークと同時に三つ目も休息の眠りについていたため、月はまったく動いていない。

　どれだけの時間が経過したのか、さっぱり分からない。こんな時は不便な空だ。

「たぶん一いつ刻こくとか半はん刻ときとか、そのくらいだと思います……」

　そろそろと、ほふく前進で椅子の下から這はい出してきたジャッカルが言う。

「半刻か。ではシェリルはいったいどこに――ああそうだ！　きっとお前のための菓子を買いに行ったんだな」

「ええっ？」

「お前は『菓子を買ってきたら仲直りしてやる』と手紙に書いたんだろう？　シェリルは俺が眠ってしまって退屈になって、こっそり菓子を買いに街まで走って行ったに違いない！」

　いなくなった理由が分かれば、ジークフリートの緊張もほどけた。ジャッカル顔で大きく首をひねり、ラエルは不思議そうな顔をした。

「……そうなんでしょうか？」

「そうに決まっている！　シェリルは動物好きだからな。内心、お前と友達になりたくて仕方がなかったんだろう。俺はもうしばらく眠ったふりをして彼女が帰ってくるのを待つから、お前もその辺に隠れておけ」

「え、どうして寝たふりをするんですか？」

「俺が起きて待っていたら、側を離れた理由や、買い物のこと、ひいてはお前とのいざこざまで説明しなくてはならなくなる。それはシェリルの本意ではないはずだ」

「あっ、なるほど！」

　ジークはもう一度ベンチに横になり、さっきまで寝ていたのと同じ体勢をとって目を閉じた。寝るふりをしただけのつもりだったが、数呼吸しただけで本当の睡魔がやってきた。

　魔力を使い果たした身には、空がとても重たく感じる。ほんの一刻の休憩ではまだまだ魔力が足りない。青い目に倣ならって、天目も瞳を閉じようとしているのを感じた。

　月の動きは、また静止してしまう。

　――まあいいか。月も止まっていればシェリルだって信じるはずだ、ジークフリートはずっと眠っていた、と。安心して戻って来られるだろう。

「あのう、でもちょっとだけ――菓子屋の方まで、花嫁を探しに行ってもいいですか？」

　一度はベンチの下にもぐりかけたラエルだったが、またのそのそと出てきて訊いた。

「……その、もしも怖い魔物にでも絡まれて、困ってたらいけないなと思って」

「ああ、頼む……」

　魔王が許可すると、黒ジャッカルはすっ飛ぶような速さで、十字の街へと駆けていった。
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「まあまあ。何を着せてもよくお似合いですこと！　こんなに美しい花嫁さんなら、旦だん那な様もさぞお喜びになるでしょうねぇ」

　手放しで褒ほめてくれるドレス店の女店主の笑顔を、シェリルはぶすくれた顔で聞き流した。付き添いの従姉いとこが代わりに返事をする。

「シェリルは風邪気味で、声が出ないのよ。苦しそうな顔をしているのは、微熱があるせい。この子も本当は喜んでいるはずですから、お気を悪くしないでくださいな、メリンダ夫人」

　――風邪なんかひいてないし、喜んでなんかまったくない！

　シェリルはますます膨ふくれて、そっぽを向いた。

　二階の窓の奥からは、燦さん々さんと光を浴びた地上の町並みが見える。

　ブレステンの一等地に立つ高級ドレス店の試着室へと、シェリルは朝から連行されていた。最初に体中の採寸をされた後、真っ白い絹とレースに縁ふち取どられたウェディングドレスを何着も試着させられ、花束を持たされたり、靴を取り替えたり、髪を結い直してうろうろ歩き回らされたり、跪ひざまずいてお祈りのポーズを取らされたり――。

　最もシェリルに似合う最新のドレスを夫人がデザインするための素材として、果てしなく続くお人形遊びに付き合わされている。

　女たらしの若君との結婚が正式に決まったという報告、いや、命令が伝えられたのは、魔界にやってきた赤毛青年――自称なんでも屋のウィリアムに連れ戻された直後のこと。

　結婚なんか嫌だと暴れるシェリルに、彼はこう告げた。

「そもそもあんたが悪いんだぜ。見合いした娘が、相手の男の浮気現場に絶望して家を飛び出し、そのまま行方不明になって三日三晩も経ってみろ。噂うわさが広まろうものなら、令嬢の評判はがた落ち。見捨てた男の方にも非ひ難なん轟ごう々ごう。あんたら二人とも世せ間けん体ていに気を遣う家柄だから、トントン拍子に見合い話はまとまったんだ。――ちなみにこの三日間は、見合いで互いに一目惚れした若い二人は、早速別荘地にしけ込んでたってことになってるから、そこんとこよろしく」

　そんなのやめて、とシェリルは散々抗議したけれど、お金で護衛として雇われているだけのウィリアムに何を言ったところで無駄だった。自宅に強制送還された後、母親に、そして父親にも食って掛かったが、誰もシェリルの話なんか聞いてくれなかった。

「クロード様を逃のがしたら、もうあなたにはお嫁のもらい手がないのよ！　この三日間の放ほう蕩とうの醜しゆう聞ぶんが広がる前に、一日も早く結婚しなさい」

　母はヒステリックに宣言し、今に至る。

「はぁ……」

　憂ゆう鬱うつなため息を落とす。

　――もう一つ、シェリルには思い出すと心が沈んでしまうことがあった。

　魔界の月が照らす公園で、剣を突きつけられて脅されても、眠るジークフリートの側を離れようとしない令嬢に、ウィリアムは眉をひそめて言った。

「可哀想なお嬢さん。あんたまだ、魔法にかけられたことに気づかないのか？」と。

　意味が分からないでいるシェリルの肩や髪にとまっている炎の蝶を、ウィリアムは次々と吹き消した。

「この蝶、魔法の生き物だな。恋をしたつもりにさせる魔力や、それを煽あおり、燃え立たせるような力に満ちている。綺麗だなーと思って、あんたは軽い気持ちで侍はべらせてたのかもしれないが、そんな可愛いもんじゃないぜ、こいつらは。――魔王に嵌はめられたな？」

　世慣れた男の鳶とび色いろの瞳に鋭く見つめられて、シェリルはギクリとした。

　ついさっきまで熱く焦こがれていた心が、急に冷えた気がした。

　――ジークと結婚したい、そう思ったのは、魔法で誑たぶらかされていたから……？

「こんなことされたら、大嫌いな相手とだって恋に落ちちまう！　初う心ぶなお嬢様、人を騙す手管に長たけた魔物の術に嵌まって、魔性の花嫁になんかなるんじゃねーよ。目が覚めた時、死ぬほど後悔するぞ。――ほら、馬に乗れ。せっかく〝白馬の王子様〟が助けに来てやったんだ」

　シェリルは呆然として、ウィリアムが腕を引くままに馬に乗せられた。

　そして翡ひ翠すい色の小石の散らばる幅広の川を渡り、懐かしいスタールベルク王国に戻ってきた。

　木こ漏もれ日が眩まぶしいほどの緑の大地に、青い空。光が水みな面もで弾けて遊ぶ青い湖に、のんびり草を食はむ小鹿の群れ。色とりどりの家並みに、笑顔で行き交う村人たち――。

　明るい地上の世界は、やっぱりとても美しく、そこにいるだけで安あん堵どを覚えた。

　魔界カーデユエイルに暮らしたら、お肌は白いままだし、ジークと同じように年を取るのも遅くて、ずっと若々しくいられるかもしれないけれど、もうこの景色は見られない。

　やっぱり嫌だ、自分は闇の住民にはなれない――地上に残りたい――。

　となれば、シェリルはもう、レイエ家の花嫁になるしか道はなかった。
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　雲に隠れてしまった半月を探して、シェリルは顔を上げる。寝室の窓から夜風が吹き込み、下ろしたままの金茶の髪を揺らした。

　いくら探しても、地上の夜空には薄く雲がかかっていて月は見つからない。今夜は星もない。

　お花畑のように鮮あざやかだった魔界の星空とは大違いだ。

　カーデュエイルの目立ちたがりで、個性的で、自己主張の激しい星々に比べたら、精せい彩さいを欠いた病人のよう。月も星も、澄ました大人のような輝きをしている。

「昼間は、地上の方が綺麗だわ。でも夜は、魔界の方がずっと素敵――」

　両方の王国を望むことは、間違っているのだろうか。

　……たぶんそうなのだろう。

　空を見上げていると、流れていく雲の向こうに、うっすらと光を放つ片割月ハーフ・ムーンを見つけた。

「今頃魔界では、どんな月が昇っているのかな……」

　新月には結婚式だと、ジークは言っていた。

　シェリルが自宅に戻ってもう七日。魔界の時間は分からないけれど、もう新月を過ぎてしまっただろうか？　それともまだ？

　……今まさに、婚礼の新月だったりして。

「ジーク……」

　夜闇に紛まぎれて、魔界に置いてきてしまった婚約者の名前を呼ぶ。

　あなたは私を騙していたの？

　魔法をかけて、心を奪った？

　――分からない。魔法にかけられていたのなら、もう炎を吹き消したのだから、彼のことなんか思い出さないはずだ。

　夜が来るたび、思い出されてならないのはどうして？

　月を見るたび、同じ色の瞳を額に持っていたと懐かしむのはどうして？

　婚礼の白いドレスを見て、ジークはどんな衣裳を用意していたのだろうと思うのはなぜ？

「魔法なの？　そうじゃないの？」

　分からなくて、胸がもやもやする。

「いっそ、魔法だなんて知りたくなかった。あのまま新月の婚礼の日を迎えたかったわ」

　たとえ魔法の恋だったとしても、一生騙されていたかった。

　幼馴染の少年との恋を――。

　シェリルは、手首につけた青い石をそっと撫ぜた。

「ジーク！　ジークフリート！　ウィリアムに攫さらわれて、私は地上に戻って来たの！　もう一度迎えに来てよ……ジーク！」

　深い夜よ闇やみの世界に向かって、シェリルは呼んだ。

〝お前が呼べば、どこにいてもすぐにも会いに行ってやる〟

　彼は以前、そう言った。

「ジークフリート！」

　神秘的な銀青色をした藍らん晶しよう石せきの腕飾りを握り締めて、応こたえを待つ――大きなふくろうの羽ばたきとか、時ならぬ狼おおかみの鳴き声とか、生温かい突風が吹くとか。

　シェリルの声に応える、魔法の兆きざしを。

　けれど、何も起きなかった。

「……ここが地上だから？」

　三つ目の魔王が支配する魔法の大地ではなく、魔を滅ぼす太陽の大地だから？

　シェリルの声には、魔力がないから？

　その後、シェリルは夜明けまでまんじりともせずに、呼びかけに応える使者を待っていたけれど、迎えの馬車も、三つ目の人影も、猿の伝言人も、誰も訪れることはなかった。
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　近頃、カーデュエイルは濃い夜闇に包まれたまま、時が静止している。

　月は昇らず、風は止まり、一滴の雨も降らない。月の光を失った魔物たちは徐々に理性を失い始め、喧けん嘩かや乱らん闘とう騒さわぎの件数が日ごとに増えていく。

　なぜ月が――世界が止まってしまったのか。

　それは、怒った魔王様が、仮面をつけてしまったからだ。

　事の発ほつ端たんは、翳かげりゆく月が三日月デクレセント・ムーンになった朝。失しつ踪そうした花嫁を探していたジャッカル一族の長おさ――つまりラエルの父親が、魔王様にこう進言したのだ。

「花嫁は、地上に逃げたのでは」と。

　適当なことを言ったわけではない。人間の足で行けると思われる辺り一帯を大捜索したジャッカルの一族は、異界との境界であるノーヌ川に、最近馬が渡った足跡を見つけた。それに、女物と思われる翡翠の耳飾りを片方。

　水に落ちた飾りからは誰の匂いもしなかったが、それは花嫁の瞳の色によく似ていた。

「耳飾りは別人のものだ。シェリルは逃げないと約束した、絶対に魔界にいるんだ！」

　魔王は大いに怒り、仮面をつけてしまった。

　花嫁不在のまま、新月が来てしまわないように。

　おそらく、花嫁が見つかるまで、もう月は動かさないつもりだろう。

「……どうして魔王様は、騙されたことに気づかないんじゃ！」

　ラエルはイライラして、無人の王妃の間まで、がしがしと椅子の足をかじった。ちなみに、ジャッカル姿でだ。

「鬼嫁めっ！　お前が『結婚する』なんてひどい噓をつくから、魔王様はずっと、ず――っとそれを信じてお前の帰りを待ってるんじゃぞ！　地上へ逃げ帰るにしても、もっとマシな噓をつかんかい！」

　いくら怒っても、違う世界にいるに違いない人間の娘には、ラエルの怒りは伝わらない。

　このままでは魔界の月は永遠に止まったまま、魔王様が帰還する前のカーデュエイル――暗くて混こん沌とんとした殺し合いの世界に戻ってしまう。

　法も秩ちつ序じよもなく、もちろん甘い砂糖菓子もない、野や蛮ばんな世界に。

「もう我慢ならん！　わしが地上へ行って、あの鬼嫁が地上におるのを確かめてきてやる！」

　眩しい太陽の光をうっかり浴びて火傷やけどすることを思うとぞっとするが、地上に行くのは二度目だ。雄お々おしいジャッカルの子が、地上なんかに怖おじ気けづいたりするものか。

　このまま魔王様に悲しい思いをさせ続けるくらいなら、自分が命を張って頑張るのだ！

　魔王様の部屋の銀砂は、夜ごとに増えていく。もう置き場所がないくらい、砂の詰まった瓶だらけになって、あちこちに転がっている。

　仮面の下の表情は誰にも見えないけれど、魔王様が悲しい顔をしているのは間違いないのだから。
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『ブレステン市長の家に嫁とつぐ娘、魔王に魅入られている』

　来月に控えたクロード・バティスト・レイエとの結婚式が近づくにつれ、ブレステン市内中がそんな噂でもちきりになっていた。

『見合いの直後、レイエ家の息子と数日暮らしていたと言ってるが、本当は魔界に攫われていたらしい』

『魔王の妾めかけにされていたとか』

『おれは正せい妻さいだと聞いた』

『魔界で、三年も魔王と暮らしたそうだ。しかし、こっちに戻ってみればたったの三日』

『その過去を隠して、何食わぬ顔でクロード様と結婚しようとしているらしいぜ』

『絶世の美女らしいが、市長の息子に取り入って、この町をどうするつもりなんだろう』

　噂は、シェリル・ベルティーニという女を、美しくも妖あやしい魔性の女として語っていた。

　どこからこんな流言が生まれたのかは分からない。もしかしたら市長や議員であるシェリルの父を失しつ脚きやくさせようと考える人たちの嫌がらせかもしれない。あるいは、この結婚をぶち壊したい人――たとえばクロード氏に恋していた女性の怨えん恨こんかも。

　シェリルには、犯人を探そうという気力もなかった。

「……三年も一緒に暮らしていないわ。せいぜい一週間よ」

　午後の紅こう茶ちや時どきに、世せ上じようの噂を報告しにやって来たウィリアムにシェリルは愚ぐ痴ちった。

　しかもその一週間も、後半は文字通り一瞬で過ぎていったのだ。

「ふうん？　で、妾だったのか花嫁だったのか？」

「下品なこと訊かないで。どっちも違うわ。……ただの婚約者よ」

　手を繋つないで街を歩いたくらい――と言いたいところだけど、口付けもしている。一度だけ。

　思いが一つに重ならない口付けは、本当の口付けじゃない……色のついてない下絵だけの絵画のようなもの。でも一応、してしまったことには変わらない。

「この程度で下品なのか？　町に流れている〝魔性の女〟の噂に比べたら、可愛いもんだと思うがねえ」

　ということは、下町でのシェリルの評判は相当ひどいものだということだ。

　市長の息子を色香で誑かしたとか、魂を操って結婚を承諾させたとか、そんなものだろう。

「ご機嫌斜めの花嫁さん、あんた市長の一族に嫁入りできるんだぜ？　上手くやれば、噂どおりにブレステンの町を操ることだってできるんだ。もっと喜べよ」

「そんなの興味ない」

「権力の味を知らねーな？　たとえば、流れの民を迫害しない法律を作ったり、流浪民と市民の結婚を許す最初の町にすることもできるんだぜ。あんたの夢だったんじゃねーの？」

「ジークと結婚できないなら、意味ないわ。……そんな法律作ったって、使おうとするのはどうせ私くらいなんだから」

「あーそっか。けどさ、権力があれば贅ぜい沢たくできるし、皆にちやほやされるだろーし、楽しいこともあるだろ。……とにかく、もうちょっと元気出せよ」

　この男は何が言いたいのかと思っていたが、なんでも屋の今の任務はシェリルを笑顔にすることだったらしい。

「とても笑える気分じゃないわ」

　八はつ方ぽう塞ふさがりで、どうしたらいいのか全然分からない。

　いくら呼んでもジークは来てくれない。声が聞こえないからか、それとも、太陽が嫌いだと言っていたから地上に出たくないのか。あるいは、突然いなくなったシェリルに腹を立てて、もう見限ってしまったのか――。

「そんな不景気そうな顔されたら、ますます言いにくくなるだろ。……奥方様からのご伝言だ。あんたの結婚式、三日後の満月に決まった」

「は!?　来月だったはずでしょ!?」

「だからさ、こんなふうに悪い噂がどんどん広がってきたから、善は急げって感じで早まったんだって。今日のオレの報告は、本当はこっちなんだよ」

「聞いてないー！」

　シェリルは、上品な紅茶テーブルを蹴け倒たおさんばかりに立ち上がり、向かいに足を組んで座っていたウィリアムの喉のどを力一杯絞しめ上げた。

「うぐっ！　こ、こうなると思ってたんだよ……誰だ、オレにこんな貧乏くじを押しつけた奴は！　なんでも屋だからって、気軽になんでもやると思うなよ！」

「冗談じゃないわ、取りやめて！　三日後なんて早すぎる！」

「オレに言ったってしょうがないだろ。本当に魔王が出てきたらやばいし、結婚初夜が満月ならオレの魔力も高まってるから、万一何かあっても――」

「魔力？　いま魔力って言った？」

「あ」

　しまったという顔をし、視線をそらすウィリアム。シェリルはますます襟首を絞め上げた。

「前から怪しいって思っていたけれど、あなた何者なの！　流れの民なんじゃないの!?」

　魔界に消えたシェリルを見つけ出すという特殊な能力もそう。ただの〝人探しのプロ〟では済まない。おまけに流浪民の噂にも詳しいし、ジークの腕輪に刻まれていた魔法文字を読む力まである。

　ウィリアムは慌ててシェリルを宥なだめにかかった。

「しーっ！　声がでかいって！　人の弱味、大声で言いふらすなよ！　――そうだよ、オレの出自は流浪民だ。だからカーデュエイルの場所も知ってたし、あんたのくれた真珠の腕輪に魔法をかけて、居場所を見つけることも簡単だった」

　酒場で、情報量としてウィリアムに渡した真珠の腕輪。あの腕輪が、シェリルの足取りをつかませるきっかけだったのか。

「じゃあ〝なんでも屋〟の名にかけて、お願い！　あなたが流浪民なら、私をもう一度カーデュエイルに連れてって！　お金は――」

「いくらもらってもだめだって。あんたの母親からもう半はん金きんもらってるし、一度請けた仕事を破は棄きすれば、悪い噂が立って次の客がつかなくなる。しかも、相手はお偉い議員様だぜ。どんな制裁を受けるかわかったもんじゃねぇ」

「権力者にはたてつかないってわけ!?　だってあなた、自分で言ったじゃない！　白馬の王子様だって！　王子様なら私を助けてよ……！」

「あー、そりゃただの比ひ喩ゆだって。別べつ嬪ぴんさんの前で、ちょっとカッコつけてみただけ。現実的に言うと、オレは足だけ白い〝白馬〟に乗った、金さえもらえばなんでもやる貧乏男。王子様には程ほど遠とおいよ」

　シェリルは泣きたくなった。役立たずのニセ王子の襟首を突き放し、開いたままの窓に駆け寄る。落ちそうなほど身を乗り出して叫んだ。

「ジーク！　助けてジーク！　シェリルを迎えに来てよーっ！」

　彼が迎えに来てくれるか、声が嗄かれ果てるまで叫ぼうと思ったけれど、ウィリアムに後ろから腕をつかまれ、部屋に引き戻された。

「喚わめくな。大通りまで聞こえちまう。ますます噂に火がつくだろーが」

「火でも火事でも結構よ！　ジーク、ジークぅ……！」

「落ち着けって。――お嬢様、カーデュエイルは無理だが、他の場所ならどこにでも連れてってやるから、泣くなよ。景気よく町を見下ろせる高台？　白鳥の泳ぐ湖？　それとも、町に繰り出して二人でヤケ酒でも飲むか？」

「行きたいところなんかないわ！　この地上になんか、どこにも……！」

　泣きながら叫びかけ、シェリルはハッと閃ひらめいた。

　一カ所だけ、ある。

　とても美しいところ。そして魔法の力に満ちた秘密の場所。

　――この花を食べれば、シェリルも魔力が一杯になれるよ。

　少年の日のジークの言葉が蘇よみがえり、胸に小さな希望が灯る。

　魔力を手に入れたら、魔法の声を彼のところまで届けることができる？

　シェリルはここにいると、地の果てにいる婚約者に知らせることができる？

「森の中の花園へ連れて行って。私とジークしか知らない、秘密の花園へ――」







　その場所は、聖地のように今も変わることなく、満開の花を揺らしてシェリルを待っていた。

　違うのは、星空と満月のかわりに、雲間から照らす太陽と暖かな日差しがあるだけ。

「ほう、見事なもんだな……こんなとんでもない山奥に花畑があったとは」

　馬を繋ぎ終えた赤毛男の声が近づいてくると、花たちに見み惚とれていたシェリルはその真ん中に駆け込んだ。群れ茂る花をかき分けて、昔、ジークと約束した場所を目指す。

　どこまでも続くルキウス草の薄紅色の花びらと、太陽を浴びて茂ったぎざぎざの緑色の葉っぱは、まるでか弱いお姫様と、それを守る兵士のよう。けなげな兵士の構える槍はちくちくとシェリルの手の甲を刺したけれど、気にせず走った。

「おい待てよ！」

　後ろからウィリアムが追ってくる。シェリルは、きっとここだと思う場所で立ち止まった。

　目印はどこにもないけれど、特に綺麗な花が群れて咲いていたから。

　辺りに咲き乱れる中でも、ひときわピンクが濃くて美しい花をちぎり、口に放り込む。

「んっ……！　変な味！」

　可愛いピンクの花びらは、ちょっと苦い。見た目のように甘くも爽さわやかでもなかった。

　頑張って五枚とも花びらを食べる。食べつくしてしまうと、次のピンクの花に手を伸ばし、折り取ろうと指に力を入れ――。

「……なあお嬢様、あんた何してんの？」

　追ってきたウィリアムが、恐れをなしたように聞いた。

「なんで花を食うんだ？　腹が減ってるのか？」

　それとも頭がおかしいのか？　彫りの深い顔立ちが心持ち引きつっている。

「ほっといて！」

「毒はないからいいけどさ……あ、もしかして眼がん病びようを患わずらってるのか？　薬にするんなら、水にさらさないと駄目だぜー？」

　ウィリアムの言葉を聞いて、シェリルは思い出した。そういえばジークも、ルキウス草は目薬になると言っていた。

「ウィリアム、あなたも流れの民なら分かるでしょ。この辺りって特別魔力が濃いでしょ？」

「お？　ああ、まあ少し、強いかな……」

「私は魔力が欲しいの、だからお花を食べてるのっ！」

「おいおい、この程度の魔力で何かしようと思ったら、腹がはち切れるまで食わなきゃいけないぞ！」

　花をくわえたままの姿勢で、シェリルはウィリアムに制止された。

「花喰い虫のお嬢様、いったい魔法を使って何をしたいんだ？　――あのさ、一応ここにも魔法を使える美男子はいるわけなんだけど？」

「だから何！」

「手伝ってやってもいいって言ってるんだよ。綺麗なお嬢様に頼み事をされるのは、悪い気分じゃないし」

　どうして気づかないかな、と言わんばかりに、前髪をくしゃくしゃと乱しているウィリアム。

　しかしシェリルは、その物言いたげな姿を振り返ることもなく即答した。

「だって私、お金持ってないもの！　あなた、お金がないと何もしてくれないでしょ！」

「……」

　傷ついたように、ウィリアムは顔をしかめた。

「人を金の亡もう者じやみたいに言うなよな。だから、あんただけ特別に……」

「それに、話したってどうせ助けてくれない内容だもの！」

　シェリルの望みは、魔法の力でジークに声を伝え呼び寄せることだ。夢枕に立つのでも、幽霊の街に化けて出るのでも、手段は何だっていい！

「……こいつ、オレの話を聞いちゃいねーな。――どうしてそこまで、魔王なんかに執着するんだ？　何かされた後ならともかく、まだいくらでもやり直せる間あいだ柄がらだろうが」

「無理よ。魔法の炎を吹き消されても、私はあの人のことしか思い出さないんだもの！　あなたが迎えに来るのは遅すぎたの！」

　もう少し早ければ、シェリルだって三つ目の魔王への恐怖で一杯だったかもしれない。だけどもう、魔法なんかなくても心は捕らわれた後だったのだ。

　次の花へと手を伸ばしたシェリルの手首を、ウィリアムは捕つかまえた。

　ほっそりした少女の左手には、ジークフリートの名を記した腕輪が揺れている。

「あいつを忘れられないのは、このまじないが原因かもな……」

　ウィリアムは青い鉱石の腕輪に手をかけ、抵抗する間もなく引きちぎった。

　ブチッと不吉な音を残し、ジークの腕飾りは、ウィリアムの手の中で死んだトカゲのようにだらりと伸びてしまった。

「なにするの！　返してっ！」

「いやだね。――これで、古い魔法も断ち切れた。もう忘れろ、魔物になった恋人なんか」

　ウィリアムは腕を大きく振りかぶると、腕輪を思い切り遠くへ投げ捨ててしまう。どこを見渡しても同じ景色に見える桃色の一画に落ちて、ジークとの約束の証あかしだった腕輪は消えた。

「あ―――っ！」

　主人と毛糸玉遊びをする犬のように、シェリルはその落下点まで駆けていく――つもりが、まだしっかりと腕をつかまれていた。

　しかし、それさえも一瞬のこと。気がつけばシェリルは、赤毛男の胸の中に抱きしめられていた。檻おりにとらえられた子猫のようにがっちりと。

　色々なことが起こりすぎて、頭がついていけない。……今、何が起きたの!?

「お嬢様、魔法の使える流浪民の男が好きなら、オレでいいだろ？」

「はっ？」

「あんたは綺麗だし、若くて未来と希望に溢あふれてる。魔界なんかに逃げていくのは、地上で罪を犯した犯罪者とか、お尋ね者とか、そういう奴らだけで十分だ。市長の息子が嫌なら、オレにしとけよ。地上で、幸せにしてやる」

「なっなっなにをいきなり……!?」

「いきなりじゃない。前から相当、あんたには甘くしてただろ？　一目見たときから思ってたんだ。……あんたの目、キラキラしててすごく綺麗な色だなって。オレたち流れの民の大好きな、森の色だ。その目でまっすぐに見つめられたら――差別を知らぬ瞳に見据えられたら、隠し続けてきた下げ賤せんな出自が、嫌なものじゃなくなっていく。本当の自分を受け入れられる気がするんだ」

　さらにぎゅっと抱きしめられて、シェリルは驚きよう愕がくに息を止めて硬直した。












　――いったい何が起こっているの？　もしかしてこの場所には、男女を恋に駆り立てる魔法の力でも働いているの？

「オレの本当の名は、ウィーレス。ウィリアムってのは、流れの民だって悟られないためにつけた偽名だ。あんたにだけ、教えてやる」

「そ、っそそそんなこと教えられて、どうしろっていうの！」

「たまに呼んでくれ。二人きりの時に」

　ますます強く抱きしめられて、髪を撫なぜられる。シェリルはぽっきり背骨から折れてしまいそうな気がした。

「だ、っだめええ！」

　恐慌状態のまま突き放そうとするが、大きな手に弄もてあそばれた髪が乱れていくばかり。人の手で折られる花と同じくらい無力だ。

「旅また旅の暮らしだけど、そこそこ楽しいぜ、きっと。あんたが頷うなずいてくれるなら、権力に立ち向かってどこまでも逃げてやる」

「そこそこってなによ、そのいい加減な――きゃっ！」

　前触れもなく視界がひっくり返った。

「い、た……っ」

　どこかに頭をぶつけた。影になった男の顔と、下にあるはずのルキウス草の花々を見上げた時、シェリルは大変なことに気づいた。

　押し倒されている。ふわふわの山やま土つちと下敷きにした花のおかげで、頭痛のほかには怪我はないようだけれど、この体勢はなんとなく、まずい。

「人は人と愛し合い、鳥は鳥と愛し合い、虫は虫と愛し合う。あんたは何だ？　人だろう。地上の女は、地上の男と恋をすべきだ。魔物なんかとじゃなく。そうだろ？」

「そ、そうだけど……基本はそうだけど！」

　脳のう裏りに、三つの瞳を持った魔王の姿が浮かぶ。

　彼は人間じゃないから、シェリルと恋をしてはいけない相手？　結婚が許されない人？

　――そんなことない！　ジークだって人間だわ！

　胸の中でもう一人の自分が叫んだ。

　シェリルとジークは、市民と流浪民だった頃も、結婚は許されない仲だった。ジークに国籍がなく、法律上は動物と同じ身分だったから。

　だけど、間違いなく、彼は人間だった。

　そして今度は、彼は魔物だと罵ののしられている。

　町の法律や、他の人がなんと悪あし様ざまに罵ろうと、シェリルは知っている。

　ジークは人間だ。シェリルを誰よりも愛し守ってくれる、立派な青年だ。

　声に出してそう宣言したかったけど、とてもそんな暇ひまはなかった。耳の横まで腕を持ち上げられて、身動きできないように押さえ込まれたかと思うと、みるみる口付けが近づいてきたからだ。そんなに長く喋っていたら間に合わない！　どうしよう、どうしよう!?

「ガルルルルッ！」

　その時、真っ黒い動物が、花か茎けいを揺らして飛び出してきた。牙きばを剝むき出して大地を蹴けり、ウィリアムの喉のど笛ぶえを狙って襲いかかった。

「くそ、ジャッカルか!?」

　ピンと尖とがった耳を見て、ウィリアムは舌を鳴らした。とっさに鞘さやごと引き抜いた剣の柄つかを、ジャッカルの口に突っ込む。

「グギャ！」

　ジャッカルは驚きと苦痛の声を上げて、いったん飛び離れる。しかし飢うえているのか、まだ戦意を保ったまま、二人を睨にらんで低く唸うなっている。

　なんだか見たことがある犬だわ、とシェリルは思った。

　魔界で見かけた、ジークの可愛がっていた子犬のラエルに似ている。でも、魔物は太陽光が嫌いなはず。今日は曇くもっているし、草むらの中はそれほど明るくはないけれど、昼間っから出る魔物なんて聞いたことがない。きっとあれは、偶然森から出て来た野の良らジャッカルなのだ。

「グルルルッ！」

　ウィリアムの攻撃を受けて口から血を流しながらも、ジャッカルは襲い掛かる隙すきを狙って唸うなっている。再び飛び掛かってきたジャッカルの腹を、ウィリアムは思い切り蹴りつけた。

「きゃうん！」

　痛そうな悲鳴を残して、ジャッカルは草むらの中に倒れ臥ふした。ウィリアムはさらに剣を抜いて、止とどめを刺そうとする。シェリルは慌ててその手を止めた。

「そこまでしなくてもいいじゃない！　まだ子供でしょ！」

「子犬でも、ジャッカルは狂暴だ。特に人の血の味を覚えると、何度も人間を襲うようになる。野生の動物相手に甘いこと言ってられるか」

「まだ人間の血なんて覚えてないわ！　それに、森は野生動物たちの領域よ。その奥まで入り込んだ私たちの方が侵入者なんだから！」

「ちっ」

　ウィリアムは面倒そうに顔をしかめたが、とりあえず剣はしまってくれた。

「あんまり安全な場所じゃねえみたいだし、お嬢様、そろそろ戻るぞ」

　汚れた衣服の泥を払い、気絶しているジャッカルを横目にウィリアムは言う。さっきの口く説どき文句はまるで通り雨だったみたいな、なにげない顔をしている。

「だめよ。腕輪を見つけなきゃ！　あれがないと、ジークが迎えに来られないんだから！」

　シェリルは、ウィリアムがどこに投げたのか分からない青い石の腕輪を探しに行こうとした。面倒そうに、ウィリアムは腕を伸ばしてシェリルを捕まえる。

「もう諦あきらめるんだ」

　鋭い鳶とび色の眼差しが、刺すようにシェリルを見据える。その目には、生まれついての魔力を持つ者特有の、強いきらめきがあった。

「いやっ！」

「オレの言葉を聞け……〝シェリル・ベルティーニ、腕輪のことは忘れろ〟」

　耳に絡みつくような声が言うと同時に、目の前に一本の指が差し出される。はっとした時には、その手は素早くシェリルの額に魔法文字を刻んでいた。

　記憶のケン、崩壊のハガル、それからニイド――これは意味が思い出せない――。それを最初の一組として、範囲を限定していく繊細な魔法文字が次々に綴つづられる。

　全部で十二文字のルーンの刻印を受け終わる頃には、シェリルは自分がいったい何をしようとしていたのか、すっかり忘れてしまった。

「えーと……、何だったかしら？」

「さ、帰るぞー。そういや、お嬢様、あんた馬乗るの超下手だよな。ちゃんと習っとけよー」
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「どうしたラエル！　その怪我は！」

　毛の生え替わる季節でもないのにジャッカルの体毛はそこらじゅう抜けかけて毛け羽ば立だち、口の端は大きく切れて牙も一本折れている。肋ろつ骨こつが痛むらしく、苦しげに息をしている子犬を見て、ジークフリートは声を荒らげた。

「まおうさまぁ……」

　泣きそうなラエルの声は、いつもは愛らしい子供の声なのに、今日は掠かすれたがらがら声だ。何が起きたのか詳細までは分からないが、一つだけジークにも分かることがあった。

「地上で昼間の太陽を浴びたんだな！」

　ジークはジャッカルの子供を膝の上に乗せ、折れているらしい肋骨の上にまっさきに治癒のルーンを刻む。

「ぼく、魔王様の花嫁を探しに行きました……」

　ふとジークは気づいた。そういえばこの子犬は、いつの頃からかシェリルを鬼嫁と呼ばなくなった。ちゃんと〝花嫁〟と呼ぶようになった。

「馬鹿なことを！　シェリルは地上なんかにはいないと言ったろう！　魔界の街で、面白がっていろんな買い物をして遊んでいるだけなんだ。うっかり時間を忘れて――」

「いました、地上に」

「――」

　ルーンを刻む手が、止まった。

「ばかな」

　言ったものの、次にいったい何の文字を記すのだったか、思い出せない。頭の中が真っ白だ。

「本当にいたんです！　匂いと魔王様の魔石の痕こん跡せきをたどって行ったら、あいつの町の近くの森の中で、新しい男と……お、男と……っ！」

　ラエルは、とんでもないことを見てしまったとでもいうように、前足で顔を隠した。

「二匹でいやらしいことしてましたぁ……!!」

　一瞬、ジークはとても驚いたが、すぐに平静を取り戻して首を振った。

「お前は子供だから見間違えたんだ。おかしなことを言うな、驚くじゃないか」

「ぼ、ぼくちゃんと知ってます、それなりにっ！　ぼくの父様と母様だって――！」

「お前の見間違いだ。俺と結婚すると言ったシェリルが、どうして地上に戻った挙あげ句くに他の男といちゃつくんだ。たわごともいい加減にしろ。怒るぞ」

「でもその男、魔王様と同じ民だって言ってました――魔法も使えるって自慢げに言って！　ふ、っふふたりで地面の上にっ！　ぼくもう、見てられなくって飛び掛かったんです！」

「――――」

　胸に氷ひよう塊かいを突き刺されたような気がした。

　もしかして、本当なのか？　本物のシェリルが、地上に？　シェリルの好きな、魔法の使える男、それでいて純粋な人間の男と一緒に――？

「……馬鹿な」

　あの日、いなくなる直前、シェリルは「結婚する」と確かに言った。

　地上に帰って他の男と過ごすはずがない、それはシェリルじゃない、違うんだ――……。

「噓だと思うなら、ぼくと一緒に見に行ってください。あんな鬼の心を持った女なんか、もう待つ価値がないって……待っていても絶対戻って来ないって分かりますから！」

　――シェリルはもう戻ってこない？　他の男を愛してる？　地下の魔物よりも、地上で魔法の使える男と新しい暮らしを……。

　噓だ、と言いたかったけれど、声が出なかった。

　心に火がついたような焦しよう燥そうが生まれる。

　確かめたい。この三つの瞳で、ラエルがボロボロになってまで地上で見てきたことを。

「……だが、無理だ。俺はお前たちほど太陽光に耐性がない。もし浴びれば――」

「夜なら大丈夫ですっ！　魔王様の顔を見たら、あいつだって、きっと正直に告白すると思うんです！　『地上に帰りたいために魔王様を騙したんだ』って！　本当のことを言って、ごめんなさいって謝るはずですからっ！　魔王様だってスッキリするはずです！」

　――本当に、シェリルは裏切ったのだ。

　結婚すると噓をついて魔物男を安心させ、隙をついてまんまと地上へ逃げ去った。

　恋人の裏切りを受け入れた瞬間、ジークの胸が、何かに塞がれたように苦しくなった。

「……愛と信頼の返礼は、裏切りと孤独か――」

　暗い声で呟き、ジークは小さく背筋を震わせて笑い始める。

　俺はこんな所で何をしている？　たった一人と想った相手に赤子のようにやすやすと裏切られ、家族同然の一族に恐ろしい化け物と怯えられて。それでも魔界の空を動かし続けて――。

　こんな人生に、何の意味がある？

　思った途端、胸に鈍にぶい痛みが走った。

　苦しい……心臓が、かきむしられるように！

　胸の底から湧き上がってくる悲嘆に圧迫されて、呼吸が止まってしまいそうだ。

　鋭く伸ばした爪先で、抉えぐるように胸を切り開く。

　僅わずかの痛みと零れる鮮血、そして宝石のように美しい銀の砂が一気に溢れ出した。

「魔王様っ！」

　頑丈な体は、すぐに傷口を癒いやしてしまう。すぐにまた、胸が苦しくなる。

　だからジークは再び、胸を切り開く。何度も。何度も。

　砂をかき出してもかき出しても、胸を襲う痛みと悲しみは止まらない。

　声にならない慟どう哭こくがやまない。

　苦しいだけの心臓なら、いっそ切り出してしまいたい！

「――ッ！」

　さらさらさらさら、きつく握り締めた胸元で、指の隙間から流れ落ちる、美しい銀の砂。

　これが血ならとうに死んでいる。でも砂だから死なない。死ねない。

　人間としての潤うるんだ涙を失い、乾ききった砂の結晶――。

　魔物どもが見たら大喜びするだろう極上の魔力砂が、自室の床一面を埋め尽くした。

　ジークフリートは、片付ける気力もなく無気力に銀砂の上に倒れ臥ふす。

「……寒い」

　小刻みに震え始めた腕で、冷えた体を抱きしめ、子供のように背を丸める。

「寒いんだ。凍えそうに、冷たいんだ。手も、足も」

　魔力の砂と共に熱を奪われた体は、いつも凍えて震え始める。しょっちゅう血の涙を流す火山の貴婦人のおかげで、ときに地上の夏ほどにも暑くなる王国に住んでいるのに。

「寒い！　寒い……っ！」

　傷付いたラエルが、いつもジークフリートが首の周りに巻いている毛皮をくわえて持ってきたけれど、どれだけ毛皮で身を包んでも、寒さが毛穴からしみ込んでくる。

　温かな脈動を持つ子犬を抱きしめる。小さいシェリルのようだと、いつも思っていた子犬。「魔王様、ぼくと一緒に、地上へ行きましょう。大丈夫です、鬼嫁が本当に鬼だったとしても、ぼくがお側にいます！　ずっとずっといますから！」

　魔物少年は、自分だって傷付いているのに、温かな犬舌で頰を舐なめる。

　――見たくない。太陽の国で、他の男と抱き合うシェリルなど。そんなものを見るくらいなら、永遠に三日月に時間を止めて、彼女はいつか戻ると信じていたい。

　心のどこかでそう切望する自分がいるが、魔王である限り、それは許されない。

　ナイフが刺さったように思える心臓を黒い箱に押し込んでふたを閉め、心の奥底に封印してその存在を忘れたふりをしてでも。馬鹿になったふりをして、苦しいことのすべてから目をそらしてでも、命ある限り、一族の大地に光を――。

「……分かった、行こう」

　とうとう、かすれた声でジークフリートは言った。

　冷たい指で、シェリルの帰還まではと思ってつけ続けてきた仮面を、外す。

　動け、魔界の月――。

　婚礼にと望み続けた、九年目の新月に向かって。
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　星座はどんどん移り変わり、懐しい明けの明みよう星じようが東の空に最後の輝きを照らす。

　うっすらと明けてゆく地上の森を馬で駆け抜けていたジークフリートは、黎れい明めいの空を睨にらみつけて呟いた。

「太陽が昇ってしまう――あと一、二刻あればスカーロックにつくのに！」

　頭が痛くなるほど睨にらみつけても、地上の月はジークの魔力では動かせない。

　ジークフリートは全身を覆う遮しや光こうのためのフードを深く被かぶり、第三の瞳を隠している額布をしっかりと結び直した。

　太陽を浴びれば、ジークの肌は焼け爛ただれる。それが東の空から差し込むまばゆい朝日なら、骨まで溶けて砂になる。そしてもし、天てん目もくが直射日光を浴びたときには――。

「ガルルル？」

　ジャッカル姿のラエルが、物言いたげにジークを見上げた。

〝魔王様、朝が来ます。森で休みましょう〟と言いたげだ。

「ラエル、お前は森で待っていろ。俺は……待てない」

　一刻も早く、確かめたい。昼日中から、男と仲なか睦むつまじく二人で過ごしていたというシェリル。

　今なら、急げばまだ間に合うかもしれない。だが、ジークが光を恐れて森に逃げ込んでしまったら、その半日の遅れで彼女を永遠に失うかもしれない――。

　そう思うと、朝日への恐怖を押してでも、馬を疾しつ駆くさせずにはいられない。

「ガウウ！」

〝ぼくも行きます！〟とラエルは眼まな差ざしで訴えかけて、後ろをついて走ってくる。ジークは、鞍くらにつけていた余分の日除け布を子犬の上にかぶせ、服のように着せてやった。

　町に出れば、「犬のくせに服を着ているぞ」と人間たちに嘲あざ笑わらわれるだろうが、仕方ない。

　明るくなってくる世界に、額が割れるように痛み始めたが、構わずジークフリートは馬を走らせ続けた。




　――そうして魔力の痕こん跡せきを追ってたどり着いた約束の花園で、ジークフリートは見つける。

　ちぎり捨てられた、我が名の刻まれた腕輪を。無残に捨てられたそれを見た時、ジークフリートはラエルと同じジャッカルとなり果て、長く遠とお吠ぼえを上げたい気がした。

　土に汚れたその石を握り締め、ぽつりと呟く。

「シェリルは……花に夢中で、これを落としたことに気づかなかったのかもしれない」

　自分でも不自然な、掠かすれ声の言い訳だった。

　……どこまで信じるつもりだ、俺は？　あまりの馬鹿馬鹿しさに自みずから笑えた。

「きゅうん――」

　けらけらと笑うジークを見て、ジャッカルのラエルが尻尾しつぽを垂れ、悲しそうに鳴いた。小さな子犬のラエルには、太陽の下では人の姿をとるほどの魔力がなく、人の言葉も話せない。

　そんな風に同情せずにいられないほど、悲惨な表情をしているのか、俺は。

「――もういい。もう、疲れた」

　呟き、ジークフリートはまばゆい朝の光を放つ太陽の方角を向く。

　シェリルが捨てた石。それは、ジークフリート自身を捨てたということだ。

「……この花園で、俺も花を咲かせる苗なえ床どこになろう。土に帰り、永遠に眠りたい……」

　全身を包む外衣を外し、光に身を捧げる。十年ぶりの太陽が、胸の悲しみも痛みも、全身を浄化してくれるだろう。

「魔王様ぁっ！」

　光を浴びようとしたジークに、後ろから人間姿に化けたラエルが体当たりした。

「熱っ！」

　朝の光を浴びてしまった腕を押さえ、ラエルは苦しげな悲鳴を上げた。一瞬で、光を浴びた右腕の皮膚が焼け爛れている。外がい套とうから毛先を覗のぞかせたジークフリートの金髪も、砂になって崩れ落ちた。――万一、頭部に光を浴びた時に備えて身を守るべく伸ばした長い髪が。

「ラエル!?」

「いたた……魔王様、自じ暴ぼう自じ棄きになっちゃだめです……。鬼嫁なんか、踏んでかじって燻くん製せいにしてやればいいんですっ！　もっとご自分を大切にしてください！　魔王様が砂になっちゃったら、ぼく、ぼく……！」

　ジークを守るために、魔力を振り絞って人に化けることまでやってのけたラエル。

　しがみつく少年の黒髪を撫なぜる。ジャッカル耳がついていなければ、本当に人間そっくりだ。

「……すまなかった。今のは、気の迷いだ。もうしないよ」

　以前、ここでこんな風に髪を撫ぜて泣きじゃくるのを宥なだめたのは、金茶の髪の少女だった。だが、彼女はもういない。

　――思い出が、砂になって消えていく。愛も、少年の日の恋心も。

「すまない、ラエル」

　ジークフリートは、火傷やけどしたラエルの腕にハンカチを巻きつけてやる。

「ラエル、あの女はどこにいる？　匂いをたどって探せるか？」

「が、頑張ればできると思いますけど！　でも……時間がかかるかも……」

「構わない。――せっかくここまで来たんだ。魔王を欺あざむいた報復、しかとその身に受けてもらおう」

　ジークフリートは、暗い微笑を浮かべて囁ささやいた。
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　教会堂の正面に据すえつけられた巨大なパイプオルガンが、荘そう厳ごんな音ね色いろを響かせる。

　真っ青な初夏の空に祝福されて、教会のステンドグラスから色ガラスを透とう過かした虹色の光が差し込む。長い裾すそを引きずり、真っ白いドレスに純白の百ゆ合りの花束を手にした花嫁が、夫となる人へ続く一本道を歩き始める。

　父親に腕を引きずられるようにして、シェリルはその道を歩いていた。

　ベール越しに後ろ姿が見える花はな婿むこ、クロード・バティスト・レイエを睨にらむ。

　本来なら午前中に結婚式、午後から披露宴と続くはずだった式だが、シェリルが朝からヒステリーを起こしてベールを引き裂いたり、花束をくしゃくしゃにしたり、父親の一いつ張ちよう羅らに花瓶の水をぶち掛けたりしたせいで、すっかり午後になってしまった。

　見知らぬ男との結婚なんか絶対するものかと心に誓っていたシェリルだったが、空腹に疲れきって抵抗が緩ゆるんだところを、三人がかりでぎゅっとコルセットを締め上げられ、身動きできなくなった。おかげで素晴らしくくびれた腰の美しい花嫁が出来上がったが、苦しくて歩くことさえもままならない。

「これくらいでちょうどいい。暴れる新婦は、一人で歩けない方がいいだろう」

　着替えてきた父親は厳しい顔で言い、フラフラしたシェリルを引きずって皆の待つ礼拝堂の扉を開けさせた。

　――こんな結婚、いや。顔も知らない人と政略結婚なんて……誰か、助けて。

　円形の礼拝堂に視線を延ばすと、壁かべ際ぎわに点々と立つ兵士の一人と目が合った。物語ではよく〝魔力を持つ〟と語られる赤い髪をした青年、結婚式が終わるまでの護衛のウィリアムだ。

　――助けて。

　眼まな差ざしで訴えるけれど、お金で雇われた男は知らん顔をしている。

　そうこうするうち、オルガンの音色は盛り上がって鳴り響くと尾を引いて消え、シェリルは祭壇の前にたどり着いた。

　父の手から、新郎の手に引き渡されてしまう。

「天地創造の始めから、神は人を、男と女とにお造りになりました。それゆえ人は――」

　天使たちが舞うステンドグラスを背にした司祭が、結婚に相応ふさわしい聖典の項を読み上げていく。横目でクロード氏の顔を見上げたが、急いで取り寄せた代用品のベールは無駄に長くて二重に目元にかかっており、目の前には純白の世界が広がっている。相手の男性の顔なんて、まったく見えない。

　長いお説教を聞いている間、シェリルはコルセットのあまりの苦しさに倒れそうになった。

　――もういっそ、気を失ってしまいたい。こんな現実、嫌い……。

「――従って、神が結び合わせてくださったものを、人は離してはなりません。この二人の結婚に反対する者がいれば、いま声を上げなさい。さもなくば永遠に口をつぐむのです」

　ようやく司祭は締めくくりの言葉を述べて、礼拝堂に集まった会かい衆しゆうを見渡した。

　辺りは静まり返り、誰の声も上がらないかと思われたが――。

「そ、その女は、魔界の女だと聞いた……。そんな女を市長一族の嫁にしていいのか？」

　怯おびえた男の声が口火を切ると、次々と観衆の中から声が上がる。

「魔王の妾めかけだったと聞いたぞ！」

「そんな穢けがれた女と同じ町に住むなんて御ご免めんだ！　まだ間に合う、追い出してしまえ！」

「祭司様、悪魔の花嫁などを娶めとっては、この町が呪われるのでは!?」

　顔も分からない人々から怖れられ、罵ののしられてシェリルは悲しく思った。

　それと同時に、

　――ああ、これが彼らの気持ちだったのね。

　と、胸の底で納得するものがあった。

　こんなふうに、ジークたち流れの民はいつも蔑さげすまれ、追い払われてきたのだと。

　しかもおまけに殴られたり、魔女狩りの対象になって殺されたり。実際ジークは、お父さんを殺されたと言っていた。

　そんな日々が続けば、とても辛くて、誰かに復ふく讐しゆうしてくてたまらなくなるだろう。

　――私だったらできないわ。こんなふうに私を罵る人たちと、仲良くするなんて。その人たちの小さな娘に、優しくしてあげるなんて。

　だけどジークは、流浪民を差別する法律を作った権力者の娘のシェリルに、旅の話をして、魔法を教えてくれた。お祭りにも連れて行ってくれた。

　復讐する機会なんて何度もあったのに、彼が行動で示していたのは、いつも優しさと愛情だった。

　今更ながら、それがどんなに大変なことだったのかシェリルは理解して、胸が締めつけられる思いがした。

「皆さん、落ち着いてください。新婦が魔王の花嫁だというのは、根も葉もない噂です。そもそも、魔物たちを統すべる魔王などという存在は、幻想なのです。聖典には――」

　祭司が会衆に語りかけたが、大きな音を立てて開いた礼拝堂の扉が、その声を遮さえぎった。

　全身を布で包んだ男が、午後の日差しに長い影を作りながら教会に踏み込んだ瞬間、誰も弾く人はないのに狂ったようにパイプオルガンが鳴り響き、会衆の頭上で、神の祝福のような七色の光を降り注ぐステンドグラスの天使画が、いっせいに割れた。







「シェリル・ベルティーニ、迎えに来た」

　地獄からの使者のように暗い男の声が、花嫁の名を呼んだ。

　神をも畏おそれぬ足取りで、乱入した男は祭壇へと近づいてくる。その顔は深いフードと布に隠されていてよく見えない。

「何者だ！　し……市長閣下のご子息の結婚式だぞ！」

　教会に配置されていた市兵たちが駆け寄り、槍を突き出して男を止める。

「ぐ……うっ！」

　侵入者が、ぎろりと兵士を睨にらんだ。男のフードから鮮あざやかな金髪が零れ落ちる。兵士の体はみるみる色彩を失い、ほんの一呼吸の間に石像と化した。

「すまない。気が立っていて、魔力が制御できないようだ」

　くす、と男は冷たく笑った。会衆は悲鳴と金切り声を上げて我先に逃げ出した。あろうことか司祭も、そしてさっきまでシェリルの隣にいたはずの新郎も。

　男は、主人と同じく布を被った不気味な動物を率ひきいて、花嫁の前に立ち止まる。薄いベールからこぼれる金茶色の艶つややかな髪を見つめ、長い爪でベールを奪う。

「――ああやっぱり。俺の花嫁だ」

「ジーク」

　やっと来てくれたのね、と言おうとした言葉は、彼のあまりに暗い眼差しに喉のどの奥で消えた。

「迎えに来たよ、可愛いシェリル……方向音痴の花嫁。お前は、会場の場所を間違っているよ」

　ジークは猫撫で声でいい、手にしたベールに横目で視線を送る。

「お前のために、星ほし屑くずで編んだ最高のベールを用意したと言っただろう？　これはいらない」

　一つの魔法文字ルーンを記すと、彼の手の上で不気味な紫の炎を燃え上がらせた。

　――もしかして、ジークはすごく怒ってる？

　ようやくシェリルは気づいた。ジークは、シェリルが自分の意思で地上に逃げ帰ったのだと思い込んでいる！

「ま、待ってジーク。違うの、これは――あのね！」

　ベールを灰にした男の腕が、シェリルの左手首をがっちりとつかんだ。

「おやシェリル、急に青ざめたね。どうしたの？　うまく騙だまして魔界に置き去りにして来たはずの婚約者が迎えに来てくれて、そんなに嬉しい？」

　うっすら笑う顔が怖い。氷のような青い瞳に見つめられると、体に戦せん慄りつが走った。

「ち、違うわ。わ、たし……」

　コルセットが苦しいだけじゃなくて、唇が震えて上手く言葉が出ない。

「震えているね。そんなに俺が怖い？　それともときめきすぎて震えているだけ？　可愛い花嫁、約束を果たしてもらうよ」

　ジークフリートがシェリルの腰を攫さらうように、きつく抱き寄せる。あっと思う間もなく、温かい息が首筋にかかった。

「――言ったよね？　裏切ったら、食い殺す、と。裏切りは、血で購あがなってもらう」

　低い声が耳元で囁く。鋭い牙が皮膚に突き刺さった――と思った瞬間、強く突き飛ばされた。

　二人の間を裂くように、銀色の剣がシェリルの目の前をよぎる。

「お嬢様、一人だけ逃げ遅れてないで、とっとと逃げろ！」

　遡そ上じようする鮭さけの群れのように、一挙に出口に詰めかけごった返している群集をかき分けて、ようやく駆けつけてきた赤毛の護衛が叫んだ。シェリルはそのまま後ろに転び、ウィリアムがジークに長剣を振り下ろす。

「く、苦しい……！」

　一度倒れてしまったシェリルは、自力で立ち上がれなかった。コルセットが苦しすぎるし、ドレスの引きずる裾すそが体に絡まっているのだ。甲こう羅らを逆さにされた亀のごとくバタバタと暴れていると、おなかの上に何かが飛び乗った。

「ガルルル！　こら鬼嫁、お前はなんて残酷な女じゃ！　早く魔王様に謝れぇ！」

　最初は布まみれの小動物だった生き物は、すぐに人間に化けてシェリルに怒った。

　黒髪にピンと尖った黒い耳、魔界の犬少年ラエルだ。

「違うの！　私、噓なんかついてない！　誘拐されたの！　誘拐されて、地上に……！」

「なんじゃとぅ？」

　疑わしそうな顔をする少年に、シェリルは息を切らしながら頼んだ。

「とりあえず……背中の紐ひもを緩めてくれない？　苦しくて……身動きできないの」

　魔物の少年に締めつける紐を嚙み切ってもらうと、スッと呼吸が楽になった。ついでに長すぎる裾も犬歯で短くしてもらい、シェリルはようやく起き上がることに成功した。

「ありがとう。私、両親が雇った男の人に連れ戻されただけで、ジークを捨てたわけじゃないの！　迎えに来てって、何回も呼んだんだから！」

　ラエルに手早く説明し、シェリルは怒れる魔王を探した。

　色とりどりの薔薇をハート形に飾った祭壇の上で、ジークはウィリアムと派手に音を立てて剣けん戟げきを交わしている。

　ウィリアムが振るっているのは普通の剣だが、ジークが手にしているのは剣とは言いがたい代物だった。教会の象徴ともいえる十字架を逆手に持ち、そこに、どこから連れてきたのか白黒まだらの大蛇を巻きつかせている。木製の十字架だから切ることはできないだろうが、あの大蛇に嚙みつかれたら腕まで食いちぎられそうだ。

「待って、ジーク！　誤解なの！」

　シェリルはジークの後ろから叫んだ。気配に振り返ったジークは蛇の剣を振りかざしかけ、涙目のシェリルを見つけて躊ちゆう躇ちよした。シェリルはそのまま抱きついて、魔王を押し倒す。

「うっ！」

　ジークは呻うめき、シェリルの顔などもう見たくないというように思い切り顔を背そむけた。

「逃げないで！　誤解なのよ！　私――」

「や、めろ……！」

　ジークは、シェリルの話をまったく聞くつもりがないらしい。辺りの布を引き寄せ、シェリルから必死に顔を隠そうとする。シェリルは全部引き剝がした。目を合わそうとしてくれない顔を両手で挟んで、間近で覗き込む。

「聞いて、私は騙したんじゃなくて、ウィリアムに――！」

「ぐああああっ！」

　火あぶりにされた男のように、ジークは喉を反そらせて絶叫した。何事かと思って目を瞠みはったシェリルはようやく、恐ろしいことをしてしまったのに気づいた。

　シェリルの背中から、夕陽にはまだ少し早い西日が差し込み、ジークの顔や第三の瞳を射抜いていた。

　灼しやく熱ねつの太陽と目が合った、魔力の源たる天目は痛みに大きく見開いている。シェリルは慌てて、自分の背中でその光を遮った。朝一番の光ではないが、魔物のジークにとって、太陽は天敵なのだ。

「ご、ごめんな――あっ！」

　謝りかけるシェリルをジークは獣のように突き飛ばした。背中と長い髪で顔を太陽から隠す。両手で顔を覆ってかきむしる姿は、狂人のようだ。

「うっ……おおおおおおぉぉん」

　ジークの叫びは、途中から人ならざるものへ変化していった。剝き出しの手足から、びっしりと毛が生えていく。金髪に覆われた頭も異様に大きくなっていき、鼻は前に長く突き出して口はどんどん裂けていく。

　金色の毛皮を纏まとった巨大な獅子しへと。

　シェリルは零れ落ちそうに両目を開いて、変化していく魔獣を見ていた。

　襟えり巻まきのような贅ぜい沢たくな毛皮を首周りに生やしたライオン顔に、三つの金色の瞳。同じく三枚の真っ赤な舌と二列に生えた牙きばが巨大な口からはみ出し、犬に似たフサフサの尻尾が二つ。普通に四本かと思った手足は、よく見れば……うじゃうじゃある。とっさに数えることができないくらいたくさん。見たことのない恐ろしい魔獣の姿に、シェリルの意識が遠のきそうになる。

「ウオオオオォォ！」

　変化を終えた三つ目の金獅子は、もう一度吼ほえた。力に満ちた叫び声に突風が吹き、残っていた教会じゅうの窓ガラスが砕け散る。もともと石像だった聖人の立像と、その向かいで石になっていた兵士の立像が交互に倒れた。教会の中に次々と陽光が射し込む――と思ったが、起きたのは反対だった。青空にみるみる雲が湧わき、空を薄暗くしていく。今にも雨が降り出しそうな曇どん天てんに、すっかり太陽は覆い隠されてしまった。

「ちっ。これが本性か！　想像以上だな！」

　棒立ちになっているシェリルを後ろに下がらせ、護衛のウィリアムが叫んだ。

　――知っていたのだ。ウィリアムは、カーデュエイルの魔王にはもう一つの姿があると。だからあんなにしつこく、もう諦めろそれがあんたのためだ、と言っていたのだ――。

　シェリルは、魔獣と化したジークに切りかかろうとするウィリアムの腕を捕まえ、説教台の陰に引きずり込む。

「どうやったら、元に戻せるの!?」

「そこまで知るか！　とりあえず、目を潰つぶせば動けなくなるだろう」

「だめ！　ジークが死んじゃうかもしれない！」

「なに言ってる!?　今はまだ昼間だし、雲を取り払えばオレも応戦はできる。だが夜になったら、あいつは町で人間を手当たり次第に食い殺すだろう。地獄絵図になるんだぞ！」

　シェリルは、自分のしてしまったことの大変さに気づいて、ガタガタと震え始めた。

「ガアアアァ！」

　ウィリアムの声に気づいたのか、黄金のライオンが前足を一振りし、祭壇の説教台を吹き飛ばした。シェリルとウィリアムが隠れているのを見つけ出すと、嬉しそうにだらんと二枚の舌を垂らす。

「逃げろ、お嬢様」

　ウィリアムはジークの前に飛び出し、振り下ろされた三番目の前足を、幅広の剣で跳ね上げる。うじゃうじゃとあったジークの前腕のひとつが切り落とされ、脇腹までぐさりと切り裂いた。

　金の魔獣は咆ほう哮こうを上げて暴れまわり、わき腹からは鮮血が――。

「え？」

　シェリルは目を疑った。血が金色の毛を濡らしたと思ったのは、ほんの一瞬。

　そこから白銀に輝くものが地面に零れ落ちたのだ。

「ジークの血って、銀色なの？　でも違うわ――血は、最初に毛を赤く濡らしてた」

　じゃあ、あれはなんだろう？　腹の傷口から、次々に流れ落ちているのは。

「――もしかして、砂？」

　砂らしきものは、腹だけでなくウィリアムの剣に傷付けられるたびに、身体から溢あふれ出している。大きく切られた三本目と四本目の前足からも、かすり傷を受けた右の頰からも。

「まるで、右目から涙を流しているみたいだわ……」

　魔獣と砂に注意を奪われていたシェリルは、頭上でびしりと衝撃音がしたことに気づかなかった。ひびの入った天井から再び軋きしんだ音がして顔を上げると、吊り下げられていた大燭台が、自分の頭めがけて落ちてくるのにようやく気づいた。

「きゃああ！」

　悲鳴を上げたとき、突然横から手を引かれた。シェリルの半分しか身長のない犬耳少年は、腕が抜けそうなほど思い切り手を引っ張り、無防備な背中を庇かばうように真後ろに立った。

　大燭台は、シェリルのすぐ隣に大だい音おん声じようを立てて落ちた。

「グズな嫁じゃ、危険じゃと思ったら避よけんか！　……ううっ」

　少し顔をしかめながら、ラエルは怒った。見れば、片足の脛すねに大きな裂れつ傷しようを負っている。

「大丈夫!?　すごい傷だわ！」

「大丈夫じゃ！　わしは魔物の子じゃぞ！　人間より、ずっとずっと強いんじゃ……う」

　痛そうに顔をしかめながら、ラエルは意地を張った。

「だけど……あなたは傷口から、砂が出ないのね。ジークは砂だらけなのに。……同じ魔物でも、何か違うの？」

　応急手当をするシェリルの質問に、ラエルはギクッとした。

「……うう。バラすのは気が引ける……」

「まさか、あの砂は……ジークの命じゃないわよね!?」

「違う。あれは――、……涙じゃ」

　ラエルは、やっと聞き取れるような小さな声で答えた。ばつが悪そうな表情で、魔王から視線をそらしてぼそぼそと喋しやべる。

「わしら魔物は、人間のような涙は持っておらん。じゃから、どんなに悲しいことや辛いことがあっても、その気持ちは全部胸の中に溜まっていくんじゃ。それが魔力とくっついて、カサカサに乾いた砂になる」

　シェリルは呆然とした。

　魔界で財産と言われる、素敵な魔法の砂がどうやってできるのか、考えたこともなかった。まさか、魔物たちの悲しみの結晶だったなんて――。

「砂がたくさん腹に溜まると息が苦しくなって、心臓に絡みついて動きを止めてしまう。じゃからわしらは時々胸を切り開いて、外に出すんじゃ」

「う、そ――」

「魔王様、お前がいなくなってから、毎晩のように砂を捨てとった。瓶詰めにして砂丘に捨てたり、そんな暇がないときは部屋に隠したり。本棚の裏とか、寝台の下とか。『戻ってきたシェリルが見つけたら、びっくりするだろうから』と、お前の帰りを待っておった。泣いているの、知られたくなかったんじゃ……」

　主人の秘密を喋ってしまったラエルは、決まり悪そうに耳を垂らした。

　シェリルも泣きたくなった。

　魔物の街で、「人間は血か涙を売る。魔物は涙がないから、血か砂だ」と他人事のようにさらっと言っていたジークフリート。

「――うそつき。魔物だって、血と涙を売っていたんじゃない」

　教えてくれたらよかったのに。

　乾いていたって、魔物にも涙はあるって。

　半分魔物でも、全部魔物でも。

　人間と表現方法が違うだけで、傷付く心や慟どう哭こくする心は、みんなあるんだって。

　シェリルはしゃがみ込んで、辺りを雪のように覆っている銀砂を、そうっとすくった。壊れやすい、繊細な人の心に触れるように。

　舐めてみると、少ししょっぱくて魔力の味がした。

「ばか。……なんであなた、大事なこと、全部隠すのよ……！」

　あのどうしようもない三つ目男は、また変な噓をついてシェリルに意地を張っていたのだ。

　強いフリをして、傷付いたりなんかしないフリをして、魔王ぶって笑っていた。

　光を浴びるとこんな化け物になってしまうことも、弱いところも、無ぶ様ざまなところも、シェリルから隠して。お城の綺麗な部屋や、素敵な魔法ばかりを見せて虚きよ勢せいを張っていた。

　たぶん、シェリルに嫌われたくないから。

「もっと本当の心を見せてよ……見せてくれなきゃ、本当のあなたの心が分からない！」

　怒るシェリルの胸に、ジークの友人エドウィンが言っていた言葉が蘇よみがえる。

　――キレるまで本当の心を見せないし、キレたらしばらく正気に戻らない。そういう面倒な奴。面倒だけど、見捨てないでやってよ。

　……本当に、その通りだ。

「ラエル、助けてくれてありがとう。私、ジークを説得してくるから、ここで待っていて」

　足、ほんとはかなり痛むんでしょ？　とつけ加えかけた言葉を、喉の奥に呑み込む。痛みをこらえて平気な素振りをしている少年にそんなことを言うのは、無神経だろう。

「ジークフリート！」

　シェリルは、ウィリアムを殺そうとしている金獅子に向かって叫んだ。

　ジークの腰の辺りには、ウィリアムの剣が突き刺さっている。見た目はすごく痛そうだが、本人はまったく痛みなど感じていないかのように、たくさんの手足を振り回して暴れている。

　まるで、もういくら傷ついても構わないというように。

「もう泣かないで！　私、あなたを裏切ったんじゃないの！　父親に連れ戻されて、結婚させられそうになってただけ！　噓じゃない、何度もあなたの名を呼んだわ！」

　ジークはまったく話を聞いてくれない。シェリルはもっと耳元で叫ぼうと、ジークの二つある尻尾のうちの一つに飛びついた。

「私が呼んだら絶対来てくれるってあなたが言ったから！　何回も何回も呼んだわ！」

　兵士の槍を振り回して俊敏に戦うウィリアムを食い殺そうと、ジークはあっちに飛んだりこっちに跳ねたりしている。振り落とされそうになって、シェリルは窮屈な靴を脱ぎ捨てた。長い毛並みの尻尾をよじ登って背中に向かう。

「私の話を聞いて……ジークフリート！　お願い、正気を取り戻してよ！」

　背中にたどり着いたシェリルは、ジークの左腰に刺さった痛そうな剣を抜き放つ。

　溢れた血が、金色の毛並みを緋色に染めた。

「ガアアアッ！」

　痛かったのか、ジークは憤ふん怒ぬの形ぎよう相そうでシェリルを振り返った。第三の瞳が、背中にしがみつくシェリルを睨みつけた。

「うっ！」

　邪眼を見てしまったシェリルは、一気に体温が冷えるのを感じた。手から力が抜けていく。

「お嬢様、何やってるんだ、早く飛び降りろ！」

　ウィリアムが手にしていた槍をジークの額めがけてまっすぐに投げつける。注意を引かれた魔獣は素早くウィリアムに視線を動かし、武器をなくした獲物に飛び掛かった。

「うぐっ！」

　前足でウィリアムを押し倒し、ジークはとうとう狙い続けていた鼠ねずみを捕まえた。満足げに瞳を輝かせ、半分生きている新鮮な獲物に舌なめずりをする。

「ジーク、食べちゃだめ！」

　シェリルは頭の側ににじり寄り、立派な鬣たてがみを引っ張って叫んだ。

　けれど、すべての瞳が金色になった魔獣には、シェリルの言葉は届いていない。

　――お前の声が、〝愛するジークフリート、お願いよ〟と呼びかけてくれたら、俺はどんなに眠くても、深く眠り込んでいたとしても、飛び起きてお前の願いを叶えるだろう。

　唐突に、魔界の公園で言ったジークの声が胸に蘇った。

　シェリルが子供だった頃、ジークはいつもたくさんの動物に囲まれて、彼らに愛されていた。

　小さいシェリルが羨うらやましがって、「どうしてそんなに仲良くなれるの？」と訊いたら、秘密めかして教えてくれた。

　動物を呼び寄せるのには魔力もルーンもいらない。彼らへの賛歌を唱となえるだけでいい、と。

　――元気な子鹿や子兎に会いたければ、美しい四本足の友よ出ておいで、一緒に遊ぼうと呼びかければいいだけ。光が欲しければ、光を讃たたえる言葉を歌えばいい。気をよくした光は、分厚く遮る雲を押しやって顔を出してくれる。美お味いしい雨水が欲しければ、豊かで甘い素晴らしい水よ、と唱えるんだ。讃えられた水は気をよくして、存分に豊かな雨を降らせてくれる。

　――空も水も、人の目には見えなくても、心を持っているんだよ、と。

　今、シェリルの目の前で人間を食べようとしている三つ目の化け物に心があるなんて、普通の人間にはきっと思えないだろう。

　でも、見えないから、存在しないんじゃない。

　見えなくてもそこにあるものを信じて、目に見える現実に変える奇跡の力――それが魔法。

　ジークは、そう教えてくれた。

「ジーク、起きて、優しいジーク。シェリルと仲良しのジークフリート。あなたはいつも親切で、私を甘やかして、いつも笑顔を贈ってくれたわ。出てきて、愛するジークフリート。あなたが大好きなの」

　もっとよく聞こえるようにと、シェリルは大量の鬣に埋もれそうになりながら、頭部をよじ登った。丸くて可愛い、でもシェリルの顔と同じくらい大きなライオン耳の側で語りかける。

「あなたは魔物でも妖獣でもない、ただの優しい私の幼おさ馴なな染じみの恋人よ。思い出して」

　彼の名前を記す文字を、耳の後ろに指で描く。

　太陽のシゲル、知識のカーン、豊ほう穣じようのフェオ、旅のラト――それに発音文字をつけて。

　魔力の文字を刻み終えると、突然痛みを感じたようにジークは頭を振り回した。

　シェリルは振り落とされそうになって、慌てて耳をつかんだ。

「ガルルル！　グルルゥ！」

　耳を引っ張られるのが気に入らないらしい。獣ジークは怒って頭を振り回す。

「怒らないで！　痛くない、こんなの痛くないわ。ほら落ちついて、こんなことであなたの可愛い小さなシェリルを食い殺したりしないでしょ？　ジークフリート、あなたはいつも私を守ってくれるもの」

　シェリルは耳を鬣に持ち替え、熱心に説得する。魔力のいらない魔法の言葉を唱え続ける。

　しかし魔獣のジークには届かない。捕らえた獲物ウイリアムを押さえつけるのを二番目の前足に替えて、シェリルを引きずり落とそうと一番目の前足で頭を掻く。

「ジーク、お願い……話を聞いて！」

　いくら叫んでも理性を取り戻さないジークに、シェリルの胸から希望が消えていく。

　――もう駄目なのかもしれない。第三の瞳にお日様を浴びてしまった魔界の獣は、元の姿に戻すことは不可能なのかも。

　心を失ったまま、死ぬまで暴れ続けるしかない――。












「ジーク、ジ――ク！」

　こんなに耳の側で叫んでいるのに。

　シェリルが呪文を唱えたら、絶対に聞いてくれると言ったのに。どんなに深く眠り込んでいても、目覚めて願いを叶えてくれるって、約束したのに。

　彼の心は目覚めない。

「もう手遅れなんだわ……」

　このけだものは、ジークじゃない……もう、シェリルのジークじゃなくなってしまったのだ。

「ガアア！」

　獣が吼えた。足の下に押さえ込まれていたウィリアムが辺りの砂に魔法の文字を描き、足に火をつけたからだ。

「飛び降りろ、お嬢！　そうしたらこの魔物を焼き尽くす！」

　獣の足から抜け出したウィリアムは、魔獣を囲むように三方向に魔法の文字を記していく。

　シェリルはもう一度、魔獣の三つの瞳を見た。その目は、どれもこれも金褐色で、ギラリとした野蛮な光が輝くだけだった。

「――わかった」

　力なく呟くと、シェリルは握りしめていた鬣を放し、ライオンの肩を滑り降りた。

「――さあ、化け物、こっちに来い。あと一歩だ」

　ウィリアムは、魔法の罠わなを張った場所に魔王をおびき出そうと挑発する。

　そこに足を踏み入れれば、炎に包まれてジークは――恐ろしい魔獣は死ぬだろう。ウィリアムの次の魔法で、すべてが終わる。

　いいの、シェリル、本当に？　――いいのよ。だって、もう私にできることはすべてやったもの。全力を尽くしても、駄目だったんだから。仕方がないわ。ジークが人を殺して食べてしまう前に、……いいえ、ジークじゃない。魔王を退治しなくちゃいけないのよ。

　シェリルはぎゅっと目を瞑つむって、ウィリアムの後ろに隠れた。

「よし！」

　ウィリアムの声が響き、魔ま法ほう陣じんを発動させる最後の文字を砂に描こうとする。その指が砂に触れる直前、シェリルは叫んだ。

「……やっぱりだめぇ！」

　ウィリアムを突き飛ばして、魔法が刻まれた砂を蹴け散らす。夢中でジークの前足に飛びついた。

「だって、ジークだもの。これはジークなの！　……シェリルのこと忘れちゃっても、嫌いになっても、化け物でも、ジークなんだもの……」

　シェリルの頰から、涙が零れ落ちる。

　銀色にきらめいてはいても、魔力のない、無力な涙が。

　シェリルは、涙に濡れた頰を獣の足にぎゅうっと押しつけた。

「どけ、お嬢！」

「いや！　燃やすなら、私も一緒に燃やして！」

　砂を蹴散らしただけでは、魔法の効果は消えない。文字を逆さにたどらない限りは。だからウィリアムの魔法はまだ息づいているのだ。シェリルは金毛の魔獣の前足に――ジークフリートの腕に唇を押し当てた。

　人間を食べたがっていた猛獣は、大きな口を開けてシェリルに嚙みついた。頭からかじられて、背中に突き刺さる牙から全身に痛みが――と思ったのに、大きな舌が頰を舐なめただけだった。

「しぇる、る……」

　黄金の天目の下で、金から緑に変わった魔獣の二つの瞳が、シェリルを見ていた。

「……ジーク？」

「がああぁ……がうう」

　獣の形をしていると、言葉が喋れないようだ。シェリルが宥なだめるように毛並みを撫ぜ、もう一度顔を見上げると、ジークの瞳はもう、元通りの青色になっていた。

「私のこと、分かる……？」

　シェリルの問いかけに、悲しそうに頷く。

　シェリルは、満面の笑みで再度前足に抱きつこうとした。――その時。

「――化け物はこの中だ！　さあ、火をつけろ！　教会ごと、焼き殺してしまえ！」

　野太い男の声が、教会の外から聞こえた。はっとして出口を振り返ると、中から逃れ出てくる者を防ぐように扉は厳重に閉ざされて、外からは薪まきのはぜる音が聞こえた。

「大変だわ、どうしましょう！」

　慌てて逃げ道を探すものの、割れた教会の窓は、すべて梯はし子ごがないと手が届かないくらい高いし、出口は一つしかないし、そうこうしている間にも煙の臭いは辺りにうっすら漂ただよい始める。

「こういう時は、転移の魔法だろ。これだけ大地に強い魔力があれば、なんとかなるはず――いや、駄目でもなんとかするのが男ってもんだぜ」

　ウィリアムが、砂に描いてあった魔法の文字のいくつかを消し、別の文字に置ち換かんする。……とても器用なことをしている気がする。

「――ラエル！　どこ!?　おいで！」

　魔法が動き始める間際、シェリルはジャッカル耳の少年を思い出して叫んだ。

　魔物少年は子犬の姿になり、三本足でシェリルの腕に飛び込んできた。




[image: ]


















　光のヴェールは赤から黄色に変わり、黄色から緑へ、そして鮮あざやかな青色へ――。

　シェリルの目の前で揺れる小さなオーロラが紫色になってすうっと消えると、目の前に広がる風景は、地上の教会の礼拝堂から、星の瞬またたく魔界の光景に変わっていた。

「――あ、やべ。ここオレの隠れ家の裏だわ」

　緊張感のない第一声を発したのは、なんでも屋のウィリアム。

「魔界で一番馴な染じんでんのってココだからな～。ま、いいか。助かったんだし。――おい犬。こないだは蹴けっ飛ばして悪かったな。治ち癒ゆ魔ま法ほうかけてやるから、ちょっと来いや」

　ウィリアムは、嫌がってきゃうんきゃうんと鳴く子犬をシェリルから奪い取り、丘きゆう陵りよう地帯の少し上手に立つ掘っ立て小屋に入っていった。

　……一応、気を利きかせてくれたらしい。

　獣けもののジークと残されたシェリルは、巨体を縮めようとでもいうのか、傍かたわらで小さく丸まっている魔獣を振り返った。よく見れば、手足に銀砂をつけ、綺麗な金色の毛をところどころ血で染めた獣は、子猫のように震えている。

「どうしたの？　どこか痛む？　あなたもウィリアムに治癒魔法を――」

　シェリルが小屋に駆けていこうとすると、後ろから前足が伸びてきて、肉球のついた足でそれなりに優しくシェリルを押し倒す。

「……違う。寒いだけだ」

「あなた、喋れたの？」

「カーデュエイルの大地でなら」

　ジークは言って、シェリルから視線をそらした。

「幼おさ馴なな染じみの恋人が、三つ目だと知っただけでお前は逃げ出した。だが本当の俺は、それよりもっと醜みにくくて、恐ろしい化け物だ。しかも……こんな醜い魔物になり果ててもまだ、諦あきらめきれない。子供の頃に恋した美しい人間の娘を欲しがって……狂うほどに暴れたりする。どうしようもない、地底に封じておくしか仕方のない、あさましい化け物なんだ」

　シェリルの反応を見るのが怖いというように、ジークは顔をそらしている。

　シェリルは、丸まって毛皮を震わせている獣の首に抱きついた。これが人間姿のジークフリートだったらとんでもなく恥ずかしいのだろうが、四本足の――いや六ろく対ついの足の動物だと思うと、べったり抱きついてもちっとも恥ずかしさを感じない。

　嫌がるように反対側を向いた獣だが、足で振り払おうとまではしない。シェリルは、ライオンの喉のどに手を伸ばして、素直にごろごろ言うまでくすぐってみたい衝動に駆られた。

「あまりくっつくな、シェリル。せっかく正気に戻ったのに……また、諦められなくなる」

「何を？」

　ジークは低い声で唸うなり、拗すねたようにふわふわの毛並みに顔を埋うずめた。

「いちいち言わせるな。いいからあっちへ行け。喰うぞ」

「嫌よ。私たち、結婚するって約束したわ。お嫁さんにしてくれるって」

「逃げたのはお前だ」

「私は逃げたんじゃない。さっきの赤毛のウィリアムに、地上に連れ去られただけ。私には、カーデュエイルがどこにあるか分からなかったわ。だから何回もあなたを呼んだけど、迎えに来てくれなかった。ずっと待っている間に、結婚式の日になってしまった」

　獣は驚いたように目を開く。

「だが、お前は花園に俺の腕輪を捨てた――。俺が、約束の証あかしに与えた石を」

「腕……輪？　――あっ！」

　なんだっただろうと首をかしげ、シェリルはとんでもないことを思い出した。

　ルキウスの花園で赤毛の青年に押し倒され、ジークなんか忘れてしまえと腕輪を取られた。

　急に蘇よみがえってきた記憶に、恥ずかしくて頰が火ほ照てってくる。

「あ、あれは捨てたんじゃなくて……落としたっていうか、盗まれたっていうか――」

「そこで、魔法の得意なさっきの男といちゃついていて、うっかり失くしたわけか。ラエルに聞いたぞ」

「えっ！」

　まさかジークに知られているとは思わなかったシェリルは、激しく慌てた。

「ち、違うの！　あれはあの場所の魔力で……ルキウス花の魔法で急に口く説どかれちゃって……な、何もしてないから！　ほんとよ！」

　シェリルがいくら弁解しても、じっとりと疑うたがわしげな横目で見ているジーク。

「――あなたこそ、もっと早く私を迎えに来てくれてればよかったのよ！　私はちゃんと呼んだんだから、来るのが遅れたあなたがいけないんだわ！」

　シェリルは逆ギレして、顔を背けた。視線の先に、昇ったばかりで空の端に静止している魔界の月を見つけた。

　……新月に結婚すると、シェリルとジークは約束していた。

「ねえ。あの月は、新月に向かう三日月デクレセント・ムーン？　それとも、新月を終えて膨らんでいく月クレセント・ムーン？」

「新月はあさってだ」

「まだ、婚礼の日は来ていないのね。……ジーク、私たち、新月に結婚するはずだったわ」

「……ああ」

「だけど、新月はやっぱり無理だと思うの」

「…………ああ」

　どうせそうだろうと思った、と言うように、獣は頭を地面に投げ出した。

「構わない。――食い殺したりしないから、とっととあの男と地上に帰って結婚しろ」

「なに言ってるの。私が結婚したいのはあなたよ。だけど、その前に色々やらなくちゃいけないことが出来ちゃったから」

　ジークは、ライオン顔をしかめてとても不思議そうな顔をした。

「結婚前にうっかり出来てしまうものは、たいていは結婚式を早める種類のものだぞ。逆は聞いたことがない」

「――あなたのお爺さん。亡くなったって言ってたけど、本当はそうじゃなくて、あなたが睨にらんで石化させちゃったんでしょ？」

「うっ！　ど、どうしてそれを――」

「あなたの親友のエドウィンに聞いたわ。暴走して、やっちゃったんだって。それ以来、イサカルの人はあなたをすごく怖がってるって。――その時も、この姿になったのね？」

「……そうだ」

「あなたのお爺さんの他にも、地上で石になったままの兵士がたくさんいるわ。彼らを元に戻したいの。魔力で石になったものなんだから、きっと魔法で戻す方法があるはずだわ」

「ない。俺だって散々探したが、無理だった」

　すでに諦めきった魔王に、シェリルはカチンときた。

「そんな簡単に諦めないでよ！　――あなたが嫌なら、私一人でやるわ。カーデュエイルの女魔法使いのシェリルが、あなたが壊した教会を建て直して、石になった人も元に戻して、怪け我がをした人の傷も全部癒いやして、何もかも元通りにしてやるんだから！」

「なぜそんなことをする？　地上のことなど放っておけばいい。教会に火をつけたのはあいつら人間だし、兵士は戦いに負ければ命なきものと覚悟しているはず。お前があいつらを助けてやらなければならない理由なんか何もない」

「あるわ。私、もう罵ののしられたくないの。――不吉な女のせいで教会が穢けがれたとか、うちの息子が石になったとか、陰口はうんざりだわ。前以上に立派な教会が建て直されて、町の人もみんな元気になったら、少しは町の人に受け入れてもらえるかもしれないでしょ？　――だって私、魔界に嫁とついでも、時々は子供を連れて地上に里帰りするつもりなんだから」

　シェリルの宣言に、ジークは目を丸くした。

「……本気か？」

「一言残らず、本気よ。精一杯早くやりたいけれど、私は魔法の初心者だし、すごく時間がかかっちゃうかも。……あなたが協力してくれたら、きっと早く終わって、すぐに結婚式が挙げられると思うんだけどな」

　誘惑の視線を投げかける。

　ジークはまじまじとシェリルを見下ろし、丸まって拗すねるのをやめて犬座りした。

　細い三日月を見上げ、長々と遠吠えする。

　輝く月光がジークの魔物姿を照らし出し、背中や毛の間にくっついていた銀砂がキラキラと輝く。その光がだんだん濃くなり、満月のような金色になって獅子の全身を包むと、見上げるほどに大きかった魔獣の姿は、すっかり変わっていた。

　金髪の青年に戻ったジークが、シェリルの目の前に座っていた。

　纏まとっていた上着はもうボロボロで、生傷は塞ふさがっているものの、体中が傷だらけだ。手足にはまだ肉が見えている傷もあり、長毛に覆われて生傷の見えない獣姿よりずっと痛々しい。長かった金髪はところどころ切られて短くなり、真ん中へんの前足を切り落とされた右手は、爪がすべて折れている。

　魔力を秘めた第三の瞳は、ナイフのごとく細い三日月と同じように、薄目を開けて眠そうにしていた。

「すごく痛そうだわ……。本当に、治癒魔法なしで大丈夫なの？」

「ああ。あの男の治癒魔法より、シェリルの方がいい」

　ジークはシェリルを腕に抱き寄せた。破れた衣服のせいで肌が曝さらされた青年の体に押しつけられ、シェリルは真っ赤になった。

「わ、私の方がいいって……治癒の魔法なんかできないからっ！」

「腕の中にいてくれたらそれで十分だ。勝手に、生きる気力が湧いてくる」

　シェリルは、押しつけられた胸から、ジークの心臓がドキドキと早鐘を打つのに耳を傾けた。

「本当にいいんだな？　もう、俺は諦められないぞ」

「ええ。今度、あの十二本足で、魔界一周旅行に連れて行って」

　微笑みかけると、ぎゅっと背筋を抱きしめられ、シェリルは息が止まりそうになった。

「愛してる、シェリル」

　私も大好き、と答えるのが恥ずかしくて、シェリルは金髪の散る背中にそっと腕を回した。ふと思い立って、眠そうな第三の瞳を持つ幼馴染おさななじみの顔を見上げる。

「……もう一度、約束のおまじないをしてくれる？」

　小指を差し出して首をかしげると、ジークは笑った。

「シェリルは、いつまでたっても子供だなぁ」

　彼もまた、子供の頃に戻ったような屈くつ託たくのない笑みを浮かべていた。

「いいよ、何度でも約束しよう。――生涯、お前だけを愛する。命ある限り永遠に。償つぐないを果たしたら、結婚しよう」

　誓いの言葉を口にして、ジークはシェリルの右手に指を絡め合わせる。

「指きりげんまん、うそついたらはりせんぼんのーます！」

　小指と小指が名残なごり惜おしげに離れたとき、シェリルは強く肩を引き寄せられるのを感じた。離れた温もりに代わって、唇に温かいものが被さる。

　吐息を分かち合うような口付けは、何度でも繰り返される。

　愛しい魔王の表情を確かめようと瞼まぶたを上げると、額の三つ目は微睡まどろむように閉じており、真っ青な二つの瞳だけが、優しくシェリルを見つめていた。
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　あとがき




『カーデュエイル物語』をお手にとって頂き、ありがとうございます。

　数カ月ぶりにお届けできた新作は、魔界へ連行された少女が恋と冒険の日々を送るラブファンタジーです。

　イラストは、これまた異国に在住されているＣｉｅｌ先生。魅力的なキャラクターたちと素敵なイラストの数々を、本当にどうもありがとうございました！

　この物語にはたくさん魔物たちが出てくるのですが、毎日のよう嬉々として「次はどんな魔物を登場させよう……！」と考えていたら、夏なつ目めの自宅にも魔物らしきものが出ました！

　バレンタインデーの朝、玄関から動物霊っぽいものが寝室まで入って来たんですよ!!

　いやぁ、珍しくも面白い体験をしました。

　この本をお買い上げ頂いた皆様のところには、魔物ではなく、カバーイラストの二人のように甘～い恋物語がやってきますように！

　ありがとうございました。
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ベランダで悪霊栽培をしています！

あっ間違えました、三ッ葉栽培をしています。昨春に種をまき、三十いくつも芽が出ましたが、暑さにやられて一株残して全滅！　一匹だけ生き残った三ッ葉を大事に大事に甘やかして育てているうちに、こんな物語が出来ました。







イラスト

Ciel

Ciel




初めまして、こんにちは。Ciel（シエル）と申します。

この度、「カーデュエイル物語」のイラストを描かせていただくことになりました。貴族のお嬢さんと素敵な魔王さんが出る可愛いお話を描けて、すごく楽しかったです。

こんな素敵な機会をくださった夏目先生と、ビーズログ文庫さんにありがたく思います。

http://ciel.namom.net/reborn.htm
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